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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






　宮みや川がわ優ゆう斗とにとって過去の日々とは、本当に最悪だったと言える。

　優斗のことを有益な道具として成長させること以外は関心がなかった父。

　そんな父と結婚し、同じく自分のことを家のための道具としか考えていなかった母。

　息子に対する愛情など欠片かけらも存在しない二人から産まれた優斗は、どこにでもあるような普通の家庭環境で過ごしたことがなく、異常極まりない日々を送っていた。

　そもそも両親に抱き上げられた記憶はなく、抱きしめられた過去もない。

　父からも母からも誰からも、触れ合った事実すら存在しない。

　何な故ぜなら優斗は勝たなければ価値が存在しなかったのだから。

　優れていなければ生きている意味が見み出いだされなかった。

　情じようなど唾だ棄きすべきもので、有用性もなければ生産性もない。

　実力の向上という一点において、無駄なものは無駄でしかなく必要がない。

　当然のように『優斗』という名前も、そのように在あれと強制されていた。

　闘の代用字である斗に意味を込め、その上に優れていることを示し唆さする漢字。

　優しい人間になって欲しいという願いは全くなく、彼の名前に込められた両親の意図は『優れた闘いをする者』であり、その通りの道具で在れと産まれた時から決められている。

　だから厳しくも素晴らしい教育を受けてきたとか、そんな類たぐいの話は一切ない。

　ただ単純に、優ゆう斗との価値とは優れている道具か否か。その一点だけ。

　故に優斗には戦い、挑み、強くなること以外、身体からだの痛みがなくなることはなかった。

　何な故ぜなら与えられた指示が上う手まく出来ず強くならないのは、優れた道具としての証明に優斗が失敗したということ。だから優斗の父親は価値のない道具に憤って殴り、蹴り、叩たたき、踏み付け、骨を折り、斬り付け、数多あまたの苦痛を与えながら言ってのける。

『優秀さを示さなければ、お前が生きている意味はない』

　価値を証明出来ない道具は優斗の両親に必要がなかった。

　それは当然、戦うこと以外の優秀さも求めているからこそ勉学にも向けられる。

　物事を覚え、理解し、解き明かせなければ食事さえ許されることがなかった。

　それが普通で正しいことだったのか、ということは幼い優斗には分からない。

　唯一、彼が出来たのは物心がついた時から感情を止めて、心を凍らせてしまうこと。

　傷付いたところで、それは己のミスでしかない。

　痛みに、苦しみに、辛つらさによって零こぼれた涙など誰にとっても価値がない。

　優斗自身にとって泣くこととは、余計な痛みを増やすものでしかなかった。

　だからもう覚えてもいないはるか昔の日々の中で、決めたことがある。

　──何があろうと泣かない、と。

　泣くことに意味はないから。泣いたところで仕方がないから。

　生きていくために──涙は不必要だと知ったから。

　宮みや川がわ優斗はその誓いを胸に、救われることを知らずに生きていた。

　……だとしたら救われた〝今〟はどうなのだろうか。

　異世界に召喚され、不思議な世界で普通の日々を過ごしている今、宮川優斗は果たして自らに誓った決意が不必要となったのだろうか。

　そう問い掛けたところで、彼自身の答えは否だ。

　いつ誓ったのかは朧おぼろ気げでも、それでも誓ったことは覚えている。

　未いまだ優斗の胸の裡うちには、しっかりと刻み込まれている決意がある。

　だから彼の決意は決して変わらない……というわけではない。

　誓ったことを未だ覚えていたとしても、誓ったことが胸の裡にあるとしても、それでも今は昔と全くといっていいほど違う日々を過ごしている。

　何よりも喜びを知って、楽しさを知って、幸せがどういうものかを知った。

　だからこそ、優斗もそろそろ知っていいのではないだろうか。

　泣くことには意味があって、泣いた事実は大切な人たちの胸を打つ。

　そして生きていくために──涙も必要だということを。






第一話






　朝日が目に入って優ゆう斗とは眠りから覚める。すると普段とは違う天井が視界に映った。

　ゆっくりとした調子で起き上がり、まだ回転の鈍い頭で優斗は昨日のことを思い返す。

　──まさかトラスティ邸に泊まることになるとは思わなかったな。

　修しゆうの発案で森の探索をしていたところ、偶然龍りゆう神じんの赤子と出会ったことによって何な故ぜかパパ、ママと呼ばれてしまった優斗とフィオナ。さすがに優斗もフィオナもどうしていいか分からず、フィオナの母であるエリスの助力を得るためトラスティ邸へ向かった。

　そしてエリスとの話し合いの中で、優斗とフィオナは龍神の赤子を一緒に育てることを決めて、名前も優斗がふさわしいと思ったものを名付けた。

　けれどその後にも色々とあったことに、優斗は苦笑いを浮かべる。





　　　　　　　◇　　　　　　◇






　マリカの名前を決めると、慌てた足音が優斗たちの耳に入ってきた。

　こんな歩き方で誰にも咎とがめられない人物など、優斗が知る限り一人しかいない。

「騒々しいわよ、あなた」

　エリスが声を掛けると、フィオナの父であるマルスが大層驚いた表情で広間に登場した。

「お、落ち着いていられるわけがないだろう！」

　王城で働いていた時、王様より知らされた想定外の出来事に慌てないわけがない。

「そうは言っても、名前もちゃんと決まったのよ。マリカと名付けたわ」

　優雅に紅茶を飲みながらエリスが答える。

「……えらく落ち着いているな。お前は驚かなかったのかい？」

「もうフィオナとユウトさんが親に定められちゃったのだから、慌てたところで仕方がないもの。だったらしっかりと育てるためにどうすればいいのか、そっちのほうが重要だわ」

「……それもそうか。何が重要なのか考えれば、龍神の赤ん坊に出会ったことではないね」

　確かに慌てたところで何かが変わるわけでもないので、マルスは落ち着こうとする。

　だがエリスは夫の考えなど露知らず、マリカの注意を引くとマルスを指差して、

「いい、マリカ。これがママのお父さん、〝じいじ〟よ」

「エ、エリス!?」

　落ち着きかけた気分が台無しになる。しかしマリカは無む垢くな表情で、

「じーじ？」

「そうそう。よく言えたわね」

　エリスがマルスのことを上う手まく呼べたマリカを褒め称える。

「ほら、あなたも。初孫なのよ。ちゃんと言えたのだから褒めてあげなさいな」

　エリスが窘たしなめると、マルスは恐る恐るマリカに近付く。

　はしゃいでいる初孫の可愛かわいい様子にマルスは少しだけ警戒心を解くと、

「え、えらいぞマリカ」

「あうっ！」

　返事なのか叫んだだけなのかマルスには判断できなかったが、名前を呼ばれたことで喜んでいるマリカの姿に少し顔を綻ほころばせる。

「……あの、エリスさん。そろそろ話を戻してもいいでしょうか？」

　と、マルスが帰ってきてから傍観していた優ゆう斗とが切り出した。話し合いとしてはマリカを育てることと、名前を決めたことだけで、他にも重要なことはある。

「あっ、ごめんなさいね。さっきの続きといきましょうか」

　エリスが向き直り、マルスもそれに倣ならうように優斗に身体からだを向けた。

「それでマリカを育てるにしても、どこで育てるかなんですが……」

「この家でしょうね。ユウトさんは寮暮らしで、子育て出来る環境にないわ」

　あっさりとエリスが答えた。それに龍りゆう神じんの重要性を鑑かんがみても、寮では警備が心こころ許もとない。

「お願いしてもよろしいでしょうか？」

　優斗が伺いを立てると、マルスは全く問題ないとばかりに頷うなずいた。

「先日、伝えた通りだ。迷惑を掛けろと言ったのは私なのだからね」

　迷惑を掛けないようにすると言った優斗に対し、マルスは逆に迷惑を掛けろと伝えた。

　その言葉に噓うそ偽いつわりはなく、決して冗談でもない。

「お二人とも、ありがとうございます」

　優斗は笑顔を浮かべて頭を下げる。トラスティ家が後見でよかったとしみじみ感じながらマリカについて今後の詳細を詰めていくと、気付けば二二時を過ぎようとしていた。

「ぁぅ……」

　フィオナに抱っこされているマリカがうつらうつらと船を漕こぎ出す。

「あらあら。少し無理をさせちゃったわね」

　エリスは立ち上がるとフィオナを促す。

「今日は貴女あなたが一緒に寝てあげなさい。寝かし付ける方法はちゃんと教えるから」

　それもまた母親となったのであればやるべきことなので、フィオナは素直に頷く。

「でしたら僕もそろそろ帰りますね」

　時間も時間なので、これ以上の長居は迷惑だろうと優斗も立ち上がる。

「ユウト君ならば泊まっていっても問題ないのだよ？」

「いえ、大丈夫ですよ。それほど遠いわけでもありませんから」

　優斗はマルスたちへ会釈をして玄関へと歩き出そうとした……その時、寝そうになっていたマリカが急にぐずり出した。優ゆう斗とは慌ててフィオナに駆け寄り、

「いきなりどうしたの？」

「えっと、その、私もよく分からないんです。急に泣き出してしまって……」

　優斗が状況を理解出来ないままマリカの顔を覗のぞき込むと、突然ぐずるのをやめた。

「……えぅ」

「……？　よく分からないけど、大丈夫……なのかな？」

　優斗が視線でエリスに確認を取ると「たぶんね」と返答を貰もらった。

「それじゃ、改めて。明日の朝はこっちに寄るから」

「はい。では、お気を付けて下さい」

　再び玄関に向かおうとする優斗だが、彼を急に摑つかんだ小さな手があった。

「ぱーぱっ！」

　マリカがフィオナから身を乗り出しながらぎゅっ、と優斗の服を摑んで小さく唸うなった。

「うぅぅぅぅ！」

　けれど赤ん坊のアクションが何を指すかなど全く以もつて分からない二人。

　困惑したまま右往左往していると、エリスが何かに気付いたようで、

「あっ、もしかしてパパが帰っちゃうのが嫌なんじゃないかしら？」

　優しく訊きいてみると、マリカはじわりと涙を浮かべて頷うなずくような仕草を見せた。

　エリスは意思を汲くみ取ると優斗に提案……というより命令する。

「というわけだから泊まっていきなさい」

　一瞬だけ戸惑った素振りを見せる優斗だが、娘の様子を見てすぐに答えを出す。

「そうですね。絶対に帰らないといけない理由があるわけではありませんし」

　であれば娘が泣かないようにすることを第一に考えるべきだ。そして優斗が泊まることを決めた後は、マリカもフィオナの部屋へ向かったところでぐずることはなかった。

　残された優斗とマルスは顔を見合わせると、マルスが肩を竦すくめて楽しそうに笑う。

「もしかしたら、しばらく我が家で暮らすことも考えなければいけないかもしれないね」





　　　　　　　◇　　　　　　◇






　それが昨日、トラスティ家であったこと。だから優斗は客室で寝ていた、というわけだ。

「さて、と。とりあえず着替えて広間に顔を出さないと」

　ベッドから降りると両手を合わせ伸びでもしようとした……その時、左手の指に違和感があった。それがあまりに不自然な感触だったので、思わず左手に視線を送る。

「……ん……？　えーっと……これって指輪？」

　薬指に見たこともない輪っかが嵌はまっている。一歩遅れて事の重大さに気付いた。

「いや、何だこれっ!?」

　起きたばかりの僅わずかな眠気も消し飛び、頭の回転数も一気に上がった。




　優ゆう斗とは慌てて着替えるとフィオナたちに会うため広間へ顔を出す。

　幸さいわい、優斗以外はすでに広間にいた……のだが、何な故ぜかフィオナの周りに集合していた。

　エリスもマリカを抱っこしながら、娘の手をしげしげと見つめている。

「あっ、優斗さん。一つお伺いしたいことがあるのですが……」

　朝の挨あい拶さつすらも忘れてフィオナが困った表情を浮かべている。

「もしかして……何かあった？」

「まーちゃんと一緒に寝ていたのですが、朝起きたら指輪が……」

　まーちゃん、というのはマリカの愛称だろう。そして指輪というのは、

「もしかしてフィオナが言ってる指輪って、これと同じものかな？」

　優斗が左手を見せると、彼女は驚いたように何度も頷うなずきを返した。

「は、はい。優斗さんが嵌はめているものと同じです」

　フィオナも優斗の前に左手を持っていくと、確かに同じ指輪が薬指に嵌まっていた。

「しかもこれ、外れないんですよ」

　フィオナが右手で指輪を外そうと試みるが、少し動いたところで止まってしまう。












　優ゆう斗とも試しに自分の指輪でやってみたが、言っていた通り外れることはなかった。

「……いや、まあ……何となく理由は分かるんだけど」

　確実にマリカの親になったことが関係しているだろう。他に原因が見当たらない。

「えっと、優斗さん。これ……どうしたらいいのでしょうか？」

「指輪の意味もまだ分かんないから、何とも言えないんだよね」

　マルスもエリスも詳しい知識を持ち合わせてなく、助言することは出来ないようだ。

　と、皆で頭を悩ませたその時、家政婦長が客人の存在を知らせた。

「マルス様。アリシア様が皆様のことを馬車で迎えに来られています」




　四人と赤子が慌てて外に出ると、馬車の中からアリーが手を振って待ち構えていた。

　特に登城するための準備は必要ないとのことで、トラスティ家と優斗はそのまま馬車に乗って王城へと向かう。

「ユウトさんがトラスティ邸にいたことも、おおよそ予想通りですわ」

「そうなの？　やっぱり龍りゆう神じん絡がらみで色々あると考えていいのかな？」

「ええ。昨日、龍神の子供について急いで調べたところ、分かったことがたくさんありましたようですので父様からお話がありますわ。とはいえ堅苦しい話をするわけではありませんので、そこは安心なさって下さい」

　などとアリーは言うが、トラスティ家に加えて優斗も登城して王様から話を伺うなんて相当なことだ。堅苦しくはないかもしれないが、やはり国としては重要なのだろう。

　少しして王城へ到着すると、アリーが皆を謁えつ見けんの間へと先導する。

　優斗にとっては二回目となる謁見の間では前回と同じく王様がいて、傍かたわらには王妃。

　唯一の違いはアリーが王様側ではなく、こちら側に立っていることだろう。

「父様。公爵家トラスティ及び、ユウト・ミヤガワ様をお連れいたしました」

　どうやら優斗は学生や偽りの貴族ではなく、異世界の客人として招かれているらしい。

「アリシア、ご苦労。わざわざお前が行くことでもなかったろうに」

「いいえ、父様。わたくしは現場にいましたし、ユウトさんにフィオナさんは大切な友人。彼らを呼ぶのであれば、わたくしが行くのは当然ですわ」

　キッパリと友人発言したアリーに王様は目をぱちくりさせたが、「そうかそうか」と朗らかに笑った。だが、すぐに表情を切り替える。

「今回、お前たちを朝から呼び立てたのは他でもない、龍神の赤子のことだ」

　この場にいる全員の視線がマリカに集まる。

　抱きかかえているフィオナは少しばかり緊張し、マリカは不思議そうにした。

「さっそくだが龍神の赤子を見せて貰もらってもよいか？」

　王様にフィオナは返事をすると、ゆっくりと王様へ近寄りマリカを見せる。

「もう龍りゆう神じんの赤子の名は決まったのか？」

「はい。マリカ、と名付けました」

「そうか。良い名前を付けたな」

　マジマジと王様がマリカを覗のぞき込む。するとマリカは王様の長い髭ひげが気になったのか、

「たっ！」

　掛け声一つ、右手を伸ばして王様の髭を問答無用で摑つかんだ。

　突然の行動にフィオナの後ろではマルスとエリス、優ゆう斗との血の気が一気に引く。

「ま、まーちゃん！」

　フィオナがやめさせようとするが、王様が制す。

「よい。赤子はこうでなくてはな」

　しばらく遊ばせ、マリカが満足して髭から手を離すと王様は笑って話を続けた。

「さて、ユウトにフィオナよ。二人とも指輪が左手の薬指に嵌はまっているのではないか？」

「は、はい。朝起きたら指輪が嵌まっていました」

「それは龍神の指輪と呼ばれているものでな、人間が龍神を育てることになった時に全員が受け取るものだ」

「あの、王様。この指輪を外すことが出来ないのは何な故ぜでしょうか？」

　優斗が指輪を引っ張って、外れないところを王様に見せる。

「龍神の親の下へ戻るまでは外せないらしい」

　ということは、だ。育てる期間が数ヶ月から数年だという昨日の説明を信じるとすれば、最長で数年間は指輪を嵌め続けることになる。

「なに、精霊を使し役えき出来ると言われている聖なる指輪だ。無理に外すこともないだろう」

　問題になるのなら急ぎ調べたほうがいいだろうが、どちらかといえばご利り益やくがある指輪をわざわざ外すために四苦八苦する必要もない。

「では、ユウトとフィオナが龍神の親に認められたことを確認したところで、我々が調べた結果をお前たちに話すとしよう」

　王様は優斗とフィオナを見ると、昨夜から集めた情報を二人に伝える。

「過去に龍神を育てた人間たちが記した本から分かったことなのだが、おそらくは歴代の中でお前たちが一番若い親ということになる。今までは若くても二十代後半だ」

　過去、龍神を育てた親の記録を調べてみると、優斗たちほど若い親は見当たらなかった。

「選ばれるのに何か共通点とかがあるのでしょうか？」

「卵が孵ふ化かする瞬間に居合わせる必要があるのは過去の情報から分かっていることだが、それ以外は把握されていない。ただ、何故か卵が孵化した場所にいあわせたのはすべて婚約者同士や夫婦だということ。複数名いたとしてもそれは変わらないらしい」

「つまり僕たちと前例との共通点は男女である、ということぐらいしかないのですね」

　自分たちはまだ婚約者どころか恋人ですらない。

　なので今まで龍りゆう神じんの赤子を育ててきた婚約者同士や夫婦という条件は崩れている。

「あと重要なのは一緒に住まなければならない、という点だ」

　意外と厄介な情報が王様から出てきて、優ゆう斗とは頭を抱えそうになった。

「どうやら龍神は自分が住んでいる場所に親も一緒に住んでいないと癇かん癪しやくを起こすらしい。幸さいわいにも歴代で育てていた者は物分かりがよく、すぐに同じ家で住むことにしたらしい。つまり別々に住んでしまうと、どうなってしまうのか分からないのが実状だ」

　確かに優斗が帰ろうとしたらぐずり出していたので、実際に帰っていたら癇癪を起こしていたかもしれない。知らずして問題回避したことに安あん堵どすると同時に、心配事も増えた。

「……それは絶対に毎日帰らないといけないものでしょうか？」

「いや、あくまで〝最終的に帰る場所〟であればいいらしい。だから何日か家を空けたところで心配はない。そういったことへの理解はあるのだろう」

　王様の返答に優斗もフィオナもほっ、とする。

「もちろん、ユウトもフィオナも学生が本分だということは我も分かっている。そしてまだ遊びたい盛りということもな。だからこそマルスとエリスにも来て貰もらったのだ」

　王様は続いてマルスとエリスに視線を向けると、二人は黙って臣下の礼を取って傅かしずいた。

「マルス。龍神が赤子をこの地に置いたということは、この地が龍神にとっての聖地として認められたということだ。重要性は承知しているだろう？」

「当然の如ごとく理解しています。我が王」

「そして龍神の赤子、マリカはお前たちの孫になる。特にエリスはユウトやフィオナよりもマリカと関わる時間が多くなるだろう」

　彼らに日々の生活を疎おろそかにするなと言った以上、それを違たがえるつもりはない。

　だからエリスが祖母としてマリカと多くの時間を過ごすことになる。

「しっかりとフォローしてやってくれ。それは祖父と祖母にしか出来ないことだ」

　王様の言葉を受けてマルスとエリスは顔を上げる。

「我が王の優しき言葉、しかと承りました」

「龍神の赤子、マリカはトラスティ家が責任を持って育て上げます」




　その後、数十点もの事項を決めてから五人は帰き途とへとつく。

　マルスはそのまま仕事をしようと思っていたが、王様の配慮によって帰宅を許された。

「ユウトさんを引越しさせないといけないけど、業者を呼んだほうがいいかしら？」

　結局のところマリカのこともあり、優斗はトラスティ邸へ引っ越すことが決まった。

　寮から荷物を持ち出す必要があるので、エリスが業者は必要か確認を取ると、

「持ち物も衣類もほとんどありませんので、僕一人で十分ですよ」

　必要最低限しか持ち合わせていないから、引っ越しは優ゆう斗とだけで問題ない。

「そういえばユウトさんの私服姿、ほとんど見たことがないわね」

「基本的には制服で日々を過ごしてますし、着ることは滅めつ多たになかったんですよ」

　トラスティ邸にお邪魔する時も大抵が制服だったので、エリスが記憶にないのも当然だろう。するとマルスが妙案を思い付いたとばかりに手を叩たたいた。

「ふむ。それなら今後の生活を踏まえて、ユウト君の服なども買ってしまおう」

「そうね。マリカを育てる道具や服と一緒に今日、買うことにしましょうか」

　マルスとエリスは楽しそうな表情を浮かべて提案する。

　優斗は突然のことに面を食らったのだが、エリスが念を押すように、

「まさかユウトさんは私たちの楽しみを奪うなんてこと、しないわよね？」

　にっこりと笑って訊きく。彼女の反応と妙な威圧感に逆らわないほうがいいと咄とつ嗟さに判断した優斗は、珍しく大きな仕草で頷うなずきを返した。

「もちろんですとも。買っていただけるなら、本当に嬉うれしいですよ」

　優斗の返答に満足したエリスは、ほくほくした顔でマルスに話し掛ける。

「男の子の私服も選んでみたかったのよね」

「私は私でユウト君の礼服を選びたいと思っていたんだ」

「しかも一緒に暮らすんだから、この一度だけじゃないっていうのがいいわ」

　トラスティ夫妻は後見ということもあって、優斗との関わりを深くしようとしていた。

　そして今回、一緒に暮らすことが決まったことで構いたがりに拍はく車しやが掛かったらしい。

「……あの、フィオナ。この状況はどうしたらいいの？」

　こそこそと優斗が訊くと、フィオナは両親の様子を見ながら少しだけ表情を崩した。

「お父様もお母様も楽しみにしているみたいなので、許していただけますか？」

「大丈夫だよ。というか僕が許すも何もないんだけどね」

　マルスに迷惑を掛けていいと言われ、優斗も迷惑の掛け方を教えて欲しいと伝えた。

　だからこそマリカを育てることも、引っ越しをすることも遠慮はあれど納得出来た。

　とはいえ限度はあるのだから、そこの匙さじ加か減げんが難しいと優斗は思う。




　そして話しているうちに、トラスティ家がいつも使っている洋服店に到着する。

　まずは二手に分かれて、マルスとフィオナはマリカの服選び。

　エリスは優斗を引き連れて私服選びをすることになった。

「ユウトさんは何でも似合いそうだから、一着ぐらいは派手なやつに挑戦してもいいかも」

　浮かれた様子のエリスが選ぶこと十数分、買う予定の服がどんどん増えていく。

　優斗が考えるよりもたくさんの服が、エリスの手で店員に渡されていった。

「これぐらいあれば大丈夫でしょうから、最後に一着選んでお終しまいにしましょう」

　未いまだご機嫌で鼻歌交じりのエリスは、新たな服を手にとっては優ゆう斗とに合わせている。

「本当に楽しそうですね、エリスさん」

「今まではフィオナの服しか一緒に選んだことなかったから、楽しいのは当然よ」

　男の子の私服を選ぶなんて絶対にないと思っていたからこそ、エリスは余計に楽しさを実感しているらしい。

「だけどね、男の子だったら誰でもいいってわけじゃないわ」

　修しゆうや卓たく也や、和泉いずみであればエリスもここまでテンションが上がるわけではない。

「フィオナと仲が良くて、私ともたくさんお喋しやべりしてくれて、マルスがしたかったことを叶かなえてくれたユウトさんだからこそ、私とマルスも楽しいのよ」

　一番、トラスティ家に関わってくれた優斗だからこそ気兼ねなくエリスは選べる。

「よし。私はこれで十分だから、次はマルスとバトンタッチね」

　満足げに頷うなずいたエリスは、選んだ私服十数点を店員と再確認してマルスを呼びに行った。

　そして交代するように現れたマルスは、こちらもまた嬉うれしそうに店員へ話し掛ける。

「モーニングにタキシード。あとは燕えん尾び服ふくも作るから採寸をお願いしたい」

　と、そこで良いことを思い付いたように言葉を付け足した。

「それぞれ二着ずつ欲しいが、一着は私のものと同じ素材と形にして貰もらえるかな？」

　茶目っ気を出したマルスの言い方に優斗は目を丸くする。

「こういうところでも私は楽しみたいんだよ。ユウト君は嫌かな？」

「僕としては問題ないですけど、トラスティ家として大丈夫なのかと思いまして」

　仮に一緒にパーティーに出ることになった場合、目め聡ざとく気付く人間もいるだろう。

　その時に問題となってしまえば、ややこしいことになりかねない。

「大丈夫。トラスティが後見となっているのだから、私が許可している以上は問題になることは絶対にない。というより私が問題にさせない」

　そもそもリライトの階級としては異世界人である優斗のほうが高く、さらには先ほどの決め事から考えてみてもトラブルになることはない。

　優斗が納得の様子を見せると、店員は断りを入れて採寸を始める。

　するとマルスもマルスで、エリスと同じように満足げに何度も頷いていた。

「えっと……人の採寸を見ているだけなのに、楽しい要素ってありますか？」

「もちろんだとも。我が家に深く関わってくれた君だからこそ、私は楽しいんだよ。先ほどエリスも言っただろうが、君でなければ私もこれほど楽しいとは思わないだろうね」

　褒め称えるようなマルスの言葉だが、一方の優斗は内心で戸惑いを浮かべていた。

　──本当に奇妙な感じというか、不思議な感じだね。

　大人と一緒に買い物をした状況が、今まで一度もなかった。そもそも誰かに服を選んで貰う、といった記憶すらも優斗には存在しない。マルスやエリスのような言葉を『大人』から掛けてもらったことなんて、当然のことながら一度たりともない。

　──だけどマルスさんとエリスさんが、本当に楽しそうにしているのが分かるから。

　拒否感や否定的な感情は浮かんでこない。むしろ安あん堵どした、と言っていい。

　──僕みたいな奴やつにも親切にしてくれる二人が、悲しまないように頑張ろう。

　だからトラスティ家の人たちが望んでいることが出来るように、これから気を付けていこう、と。優ゆう斗とは内心でそう決めた。





　　　　　　　◇　　　　　　◇






　採寸が終わりマリカの子育て道具や服も見繕った後、優斗は寮に顔を出した。

「──というわけで、トラスティ邸に引っ越すことになった」

　寮にいる修しゆう、卓たく也や、和泉いずみを自室に呼び出し、昨日から今日に関しての詳細を話す。

「随分と急ではあるな。というより俺がいない時、そんな面白いことになっていたのか」

　和泉が話を聞いて心から後悔する。昨日から何か慌ただしいと思ったら、自分が必死に追試の勉強している最中、こんなにも愉快なことになっていたなんて。

「僕だって話の展開には驚いているんだから、和泉は余計に面白く感じるだろうね」

　優斗が面を食らうほどの展開だということは、傍はたから聞けば大層面白いだろう。

「つーか和泉は追試、大丈夫なのか？　クリア出来なかったら夏休みに補習だろ？」

「オレもそこそこ心配なんだけど。というか今は勉強しなくていいのか？」

　修と卓也が心の底から悔しがっている和泉にツッコミを入れた。

　そもそも彼が追試をクリアしなければ、夏休みの予定が大幅に崩れてしまう。

「今は休憩中だ。クリスが呼び出されている。おそらくは優斗たちのことだとは思うが」

「だろうね。色々と決め事があって、フォローして貰もらわないといけないことも多いし」

　バッグに服を詰め込みながら、優斗は大きく息を吐いた。

「決め事？　何だ、厄介なことにでもなってんのか？」

「厄介といえば厄介だね。時と場合によって僕とフィオナの関係、色々と変わるから」

　修の質問に対して優斗は素直に頷うなずきを返す。

　確かに過去に例がない二人だからこそ、ややこしくなった感じがある。

「国外に対しては夫婦。国内に対しては婚約者。今まで龍りゆう神じんの親となった人たちの前例に倣ならって……という感じで決めたんだけど、それも状況によって適てき宜ぎ対応」

　しかもトラスティ夫妻が娘の一大事に渋るかと思えば、ノリノリで決めていた。

　というよりその案の首謀者もマルスとエリスなので、優斗も全く断れなかった。

「これからもこっちに遊びに来れたりは出来んのか？」

「ちょくちょくはね。ただ、仮にも幼い子を育てるわけだから、頻ひん繁ぱんに泊まったりは出来ないよ。マリカ──龍りゆう神じんの赤子の教育的にも悪いだろうしね」

　修しゆうの疑問に優ゆう斗とは苦笑する。合わせて修も苦笑いを浮かべた。

「そりゃそうか。まさかの子持ちになっちまったんだからな」

　優斗も頷うなずきながらバッグをパン、と叩たたく。今日のところはこれで完了だ。

「というわけで、僕は今日からトラスティ邸に住むことになるからね」

　最後に四ヶ月ほど過ごした自室を見回して……三人と目が合った。

「近いうちに遊びに行ってやんよ。そっちのほうがいいだろ？」

「オレたちにも姪めいっ子が出来たわけだから、たまには面倒を見させてくれな」

「お前らしく頑張ればいい。それだけで問題はないはずだ」

　修、卓たく也や、和泉いずみと三者三様で送り出してくれたことに、優斗はいつも通り笑って頷いた。




　寮から取ってきた荷物を持ってトラスティ邸の門をくぐる。バルトに挨あい拶さつをしてから玄関を抜け、広間にノックをしてからドアを開けると、途端に小さいものが駆け寄ってきた。

「ぱーぱっ！」

　優斗はバッグを置き、勢いそのままに飛びついてくるマリカを抱きかかえた。

　後から続いてフィオナとエリスも出迎えるようにやって来る。

「お帰りなさい、優斗さん」

「お帰り。マリカもちゃんとパパを出迎えて偉いわね」

　父親に抱っこして貰もらって満足そうなマリカが大きく頷きを返した。

　けれど優斗は彼女たちの言葉に虚を突かれたのか、少しだけ呆ほうけてしまう。

　──お帰り、か。

　修たちの時とは似ているようで僅わずかに違う、言葉に言い表せない違和感。

「優斗さん？　どうかされましたか？」

　返事も何もないことにフィオナが不思議がる。だから優斗は取り繕いながら、それでもトラスティ家の人たちに対して一緒に暮らすからこそ、その言葉に対応する返事をした。

「ただいま戻りました」






第二話






　優斗がトラスティ邸に引っ越して一週間。未体験である育児のイロハをエリスと家政婦長からフィオナと一緒に叩き込まれ、ほんのちょっとだけ慣れてきた頃。

　トラスティ邸で暮らし始めてから、初めてマリカから離れて図書館に出掛けることになった。というのも優斗の自発的な行動ではなくエリスが提案したことで、両親がいない状況がこれから増えていくため慣れさせる必要があるらしい。

　なので出掛けがてら、無事に追試をクリアした和泉いずみとクリスと調べ物をしていた。

「イズミはいつものように勝手に調べ回っていますので、ユウトを手伝いますよ」

「ありがとう、クリス。それなら精霊術に関する本を幾つか見繕って欲しい」

　優ゆう斗とがお願いすると、クリスは己の予想と違っていたらしく目をぱちくりとさせる。

「精霊術ですか？　龍りゆう神じんのことではなく？」

「そっちもまだまだ調べないといけないことは多いけど、何か精霊術が扱えるようになってるみたいだし、せっかくなら有効利用したいと思ってね」

　優斗は左手の薬指に嵌はまっている指輪に軽く触れる。先日、王様から聞いた話では精霊を使し役えき出来るようになっているらしいので、調べてみても損はないはずだ。




　クリスが手際よく集めてくれる本を読みながら、優斗は精霊の情報を頭に入れる。

「精霊とは世界を構成している存在である。故に世界は精霊によって保たれている、か」

　要するに自然やら何やら、世界を構成する要素には精霊が密接に関係している。

　そして精霊は龍神に連なっている存在であり龍神を守る役割も担っている、とのこと。

「……アバウトな説明だね。というかそのまま信じていいのかな、これ？」

　精霊とはこういう存在だ、と書かれているだけで論理的考察が記されていない。

　他の本もパラパラと軽く読んでみるが、どれも同じような内容だった。

「クリス。精霊って本当にこういう存在なの？」

「ええ。精霊術士の方々が精霊より聞いた話なので、正しいと思われますよ」

　つまり調べた結果、このような存在だと分かったわけではない。精霊から直接聞いた結果を書物に記しているので、間違いはないということ。

「ああ、なるほどね。精霊って意思疎通が出来るんだ」

「高位の精霊ともなれば、さらに細かなやり取りが出来るそうですね」

　クリスも勉強がてら精霊関係の本を読み、優斗に答えを返す。と、高位の精霊というものが分からなかった優斗は、本を捲めくって精霊の詳細が書かれている部分を探し始める。

「ああ、あったあった。精霊とは火・水・地・風・雷・氷・光・闇の八属性となっており、さらに属性の中でも下位、中位、大精霊がいる。それに加えて精霊たちの頂点に位置している精霊王パラケルススが今現在、確認されている」

　言葉にした後、優斗は額に手を当てて息を吐いた。

「……さらにファンタジーな世界観になったな。精霊王とかもいるなんて」

　精霊がいることは知っていたけれど、序列があることは考えていなかった。

「パラケルススは唯一、術者との契約を必要とする精霊です。自分も精霊に関して詳しくありませんが、精霊の主であるパラケルススを知らない人はほとんどいないと思いますよ」

　そう言うとクリスは席を立ち、一冊の本を持ってきた。

　その表紙には幼い子供向けの絵で人物が描かれており、

「……えっと？　クリス、これって絵本だよね？」

「はい。老ろう若にやく男なん女によ、誰もが知っている一○○○年前に実在した伝説──『大魔法士』。そして過去から現在に至るまで、パラケルススと契約出来た唯一の人物です」

　優ゆう斗とはクリスから手渡された絵本を手にとって読んでみる。中身はよくある勧かん善ぜん懲ちよう悪あくもので、おそらくは空中に浮いている老人っぽいのがパラケルススだろう。

　すぐ近くで使し役えきしているように見せている男性は伝説の大魔法士なはずだ。

「だけどさ、一○○○年前の情報なのに信しん憑ぴよう性せいはあるの？」

「文ぶん献けんとして幾つか残っているので、それなりに信じられるとは思いますよ」

　過去に一人しか契約出来なかった精霊の王。しかも情報は一○○○年前。

　文献として残っているとしても、そこまでの確実性はないかもしれない。

「そういえば気になったことがあるんだけど、精霊術を基本の戦闘スタイルとした人に出会ったことがないのは、どうしてなのかな？」

　どこかしらにはいるだろうと優斗は思うのだが、今まで見たこともない。

「リライトだと精霊術は基本、戦闘ではなく皆の生活水準の向上に使われていますから」

　クリスはそう言って精霊術が今、どのような役割を担っているのか説明をしていく。












「一つの例を出すとすれば、建物が古くなった場合は建築関係の方と精霊術士の方で話し合いをするそうです。そして精霊にお願いして修復出来る部分と、無理な部分を相談しながら建て直すかどうするかを考えるらしいですよ」

　魔法や魔法科学で追い付かない部分は必ずある。そして、そこには精霊との対話を用いてお願い出来る利便性に長たけた精霊術が必要になっている、とクリスは答える。

「それに他の国では戦闘に長けた精霊術士もいるでしょうが、我が国では安全で危険のない職を選ぶ人が多いので精霊術での戦闘はほとんど見ない、というわけですね」

　加えて、優ゆう斗とが見たことのない一番大きな理由が人数的なものだ。

「そもそも精霊を感じ取れる人は先天的な才能を持って生まれるか、龍りゆう神じんを崇拝し後天的に精霊を使し役えき出来る才能を得るか、といったパターンになります。ユウトのように龍神の指輪を得て精霊を使役出来るようになる、というのは非常にレアなケースなんですよ」

　生まれ持った才能ではなく、崇拝することにより精霊を感じ取れるようになったわけでもなく、装飾品によって精霊を使役出来るようになる。

　これは龍神の指輪でしかあり得ないことであり、親になった人たちしか可能性はない。

「へぇ～。詳しくないって言ってたけど、そんなことはないと思うよ」

「いえいえ。これぐらいは常識の範はん疇ちゆうになります。なので、精霊術が便利だということは知っていても、どこまで便利なのかは自分も知らないんですよ」

　どのようなことまで出来るのか、詳しくはクリスも聞いたことがない。

　なので今回、優斗が調べるのはクリスにとっても知識を得る良い機会となっていた。

「しかしユウトの訊きき方からすると、精霊術を戦闘で使おうとしているのですか？」

「まあ、戦い方の幅が広がる可能性はあるんじゃないかな……とは考えてる。少なくとも試さずに何もしない選択肢はないね」

　幸さいわいにも魔法を使っての戦い方も優斗的には少し慣れたと思っているので、精霊術に手を出したところで大きな混乱はないと考えた結果だ。

「まあ、そのためにも借りられる本は借りていって、少しずつ読み進めていくよ」

　しかも真面目なクリスが選んでくれたのだから、内容的に大外れなものはないだろう。

　と、そこであれこれと動き回っている和泉いずみが優斗の視界に入った。

「というか和泉は何を調べてるの？　色々な本棚を漁あさってるみたいだけど」

「自分用の武器の資料でしょう。追試の勉強で一時、中断させましたから」

　学院の勉強をそっちのけで、魔法科学にのめり込んでいた和泉。

　その中で思い立ったのが、自分の武器を作ること。

　別に後世に語られるように名作を作ろうという思いでやっているわけではなく、自分の趣味が大いに反映された武器を作ってみたいと考えたらしい。

「和泉らしいオチだけど、出来映えはどんな感じなの？」

「自分は今まで一度も見たことがない武器ではあるのですが……皆さんを驚かせたいとのことなので自分もコメントは差し控えさせていただきます」

　茶目っ気を出したクリスの言葉に、優ゆう斗とは目を瞬かせると納得した表情で頷うなずいた。




　その後、優斗は何冊かの本を借りて和泉いずみたちと一緒に図書館を出る。

「ひとまずは、これでどうにか精霊術を理解出来ればいいかな」

　今後、もっと詳しく知りたいと思えばさらに本を借りて調べればいい。

「ユウトはこの後、どのように行動する予定なのですか？」

「夕飯まで帰ってくるなって言われてるから、正直なところ暇を持て余してる」

「だとするなら、茶でも飲んでゆっくりするとしよう。優斗もここ一週間、育児で大変だったろうからな。少しは落ち着ける時間も必要なはずだ」

　珍しく気の利いたことを言う和泉に優斗とクリスも賛成し、近くにある喫茶店に向かおうとする……と、その時だった。ふと近くに知った顔があることに三人は気付いた。

　相手も同様で、優斗たちの姿を認めると眉に皺しわが寄る。

「ユウト・ミヤガワにイズミ・トヨダ。それにクリスト様もご一緒か」

　そこにいたのは優斗たちへ妙に突っ掛かってくるラッセルの取り巻きの一人。

　名前は確かダイク＝ルスティ＝アルノーレだった、と優斗は記憶している。

　ダイクは眉と眉の間に皺を寄せたまま、優斗たちに近付いてくる。

「……ふん。相も変わらず、こちらの神経を逆さか撫なでするのが好きなようだな」

　おそらくは優斗と和泉がクリスと一緒にいることが気に食わないのだろう。普段はラッセルが先頭に立って言ってくるが、今日は彼がいないので一人で絡んできた。

「これ以上、ラッセル様の機嫌を損ねないように注意しろ。お前たちの不用意な行動で、余計な刺激を与えることだけは絶対にやめてもらおう」

「……ん？　何を言っているんだ？　勝手に絡んできて自爆している男に余計な刺激を与えるなと言われてもな。特別、優斗や修しゆうが因いん縁ねんを付けているわけじゃないだろう？」

　貴族至上主義のラッセルが勝手にやって来て、あれやこれやと文句を言っているだけなので和泉は理解しかねる。だがダイクは和泉の言い分に鼻を鳴らすと、

「イズミ・トヨダ。下々の身分であるのなら口の利き方に気を付けろ」

　ラッセルの取り巻きらしく、和泉に対して上から目線で苦言を呈する。

「であれば自分も聞いている状況下で、貴方あなたの言葉遣いも相応だとは思えませんが」

「彼らに注意していることは、クリスト様には関係のないことです」

「関係はありますよ。自分の仲間のことですから」

　クリスも退ひかずに対応すると、ダイクは小さく舌打ちした後に踵きびすを返した。

「いいか。伝えることはしっかりと伝えたのだから、余計な真似はするな」

　念を押すように言ってそのまま去って行く。三人は顔を見合わせると肩を竦すくませ、

「余計な真似をするなって話みたいだけど、別に僕たちが悪いわけじゃないよね？」

「自分たちの主義とあちらの主義が違うだけですからね」

「つまりはこれからも面倒事になる、というわけだな」

　優ゆう斗と、クリス、和泉いずみは自分たちの主張と相手の主張を鑑かんがみて、苦笑いを浮かべる。

　貴族至上主義であれば、確かに今の優斗たちの状況を見過ごすことは出来ない。

　しかし優斗たちも受け入れるわけがないので、結局のところは平行線。

　いずれはまた面倒事──騒動の火種が燻くすぶっていることだけは三人とも理解した。

　しかし今は確定していない先々のことに目を向ける必要もないので、

「さて、少しばかりトラブルはありましたが、改めて喫茶店に行くとしましょうか」

「そうだね。さっさと移動してコーヒーが飲みたくなったよ」

「面倒事があった後はゆっくりする時間が必要だ」

　そう言って三人は顔を見合わせると、いつも通っている喫茶店へと歩いていった。





　　　　　　　◇　　　　　　◇






　一方、優斗が出掛けたトラスティ邸では卓たく也やとココが遊びに来ていた。

　ココは広間でフィオナに抱っこされているマリカを構いながら、突如として龍りゆう神じんの親になってしまった友人を心配する。

「フィオも色々と大変なことになってるみたいですけど、大丈夫です？」

「私は問題ありませんよ。まーちゃんは素直で可愛かわいいですから」

　子育ては大変だと聞いていたが、マリカはとても聞き分けがいい。加えて両親に家政婦長、優斗も一緒になって育てているので大きな負担になったりもしていない。

「そういえばまーちゃんの母親になったことで、タクヤさんに相談したいことがあります」

　と、ここでフィオナはふと訊ききたいことがあったことを思い出す。

　もちろん拒否するわけもないので、卓也は素直に頷うなずいて相談事を受ける姿勢を取った。

　何を言われるのかと思いながらも気楽に構えていた卓也ではあったが、

「異世界人の妻とは、どのような振る舞いをすればよいのでしょうか？」

「……はっ？　フィオナ、それはどういうことなんだ？」

　さすがに想定外の相談事で、目が点になってしまう。卓也も状況に応じて、優斗とフィオナが夫婦設定になったり婚約者設定になったりするのは聞いている。

　とはいえ何な故ぜ、このような質問が出てくるのか理解が追い付かなかった。

　何事かと頭にハテナマークを浮かべた卓也に対し、フィオナは淡々と説明する。

「私も貴族の妻としての振る舞いは知っています。ですが優斗さんの妻となると、やはり異世界人の妻の在あり方を知っておいたほうがいいと思いまして」

　真面目な顔してぶっ飛んだことを言うフィオナに、卓たく也やは乾いた笑いが出てくる。

「じょ、状況によって妻だったり婚約者だったり変わるんだよな？　というかどっちもマリカのための仮の姿……で間違ってないよな？」

「はい。まーちゃんのために私と優ゆう斗とさんは夫婦になる、というわけですね」

　頷うなずくフィオナ。彼女にしては珍しく、分かりやすいほどにやる気を漲みなぎらせている。

　というよりこんな気合い十分のフィオナは、二人も初めて見た。

　だが卓也とココが聞いている話だと、そこまで頑張る必要はないはずだ。

　あくまで龍りゆう神じんの親になった人々の例に倣ならった設定なのだから。

「あの、フィオ？　仮の姿なんですし普段通りじゃ駄目なんです？　ユウも別に気にしないと思いますし、噓うそだと分からなければいいんですよね？」

「ですが仮とはいえ妻なのですから、相応に振る舞わなければならないと考えています」

　どうにかココも諭さとしてみようとするが、フィオナは頑かたくなに頑張ろうとする。

　すると卓也がココの肩を叩たたいて声を潜めながら、

「これ以上、何で頑張ろうとするのか訊きくのは野や暮ぼな気がしないか？」

「まあ、そうかもしれないです。だけどユウとフィオの設定を考えたら異世界人の妻の振る舞いって、知る必要ない気がしますけど……」

　国外に出ないのであれば、基本的に婚約者同士が二人の設定になる。

　加えて優斗たちが異世界人であることを隠しているので、異世界人の妻の振る舞いを知る必要は全くといっていいほどないと断言出来る。

「だけど知りたいって言ってるのなら、教えてあげたほうがいいと思うんだよな。何よりもフィオナが、オレたちにも分かるほどのやる気を出してるなんて珍しいだろ？」

「……ん～、と。フィオの負担にならないなら、それでもいいと思います」

「分かった。じゃあ、それに注意しながら教えることにするよ」

　内緒話が終わったところで、卓也はフィオナに声を掛ける。

「よし。それじゃ優斗が好む奥さんと異世界人が好む奥さん。どっちを知りたい？」

「私は優斗さんの妻となったのですから、やはり優斗さんが好む妻を知りたいです」

　躊躇ためらいなくフィオナが即答した。あまりの即断っぷりに卓也は自然と表情が緩んでいき、ココも友人の珍しい姿に苦笑いを浮かべた。

「じゃあ、まずはそうだな。優斗が好む女性っていうのは、やっぱり料理上じよう手ずっていう点が譲れないところだと思うんだよな」

　卓也はそう言いながら、フィオナに優斗が好む奥さんの姿……だけではなくて優斗が好む女性像というものを話し始めた。

「料理上手……ですか？」

　やはり貴族として過ごしているからか、料理という観点はなかったらしい。

「単純なイメージで話して悪いんだけど、貴族の令嬢って料理が出来る感じがしない。フィオナもそうなんじゃないか？」

　そもそも機会がないだろうと卓たく也やはふんでいる。

　料理人を雇っているのだし、やる必要もないはずだ。

「はい、その通りです。習ったこともありませんので出来ません」

　料理は料理人が作るものであって、その仕事を奪う必要はないと教えられている。

　だけど自分たちにとっては違うことを、卓也はフィオナへ教えてあげた。

「これは異世界人の男子には総じて言えることだけど、料理上じよう手ずな女の子っていうのは、それだけで評価が高い。特に優ゆう斗とにとって親しい女の子の料理っていうのは、空想の産物だと思ってるぐらい身近には存在しないものなんだよ」

　今まで周囲に女の子がいなかったことも理由の一つ……どころか理由の全てだ。

「そんな優斗に対して美お味いしい手料理を振る舞ったらどうなるか、フィオナは分かるか？」

　卓也の問い掛けにフィオナはあれこれと考え始める。

「とても喜んで下さる……ということでしょうか？」

　真剣な眼まな差ざしで聞き返すフィオナに、卓也はそれだけじゃないと首を振る。

「自分の奥さんは何て素晴らしいんだろう。あいつはそう思うはずだ」

　優斗はフィオナに対してチョロい。容姿がど真ん中な上に手料理を振る舞ってしまえば、それだけでノックアウトされる確信が卓也にはある。

　さらに料理が美味しければ、その時が至福の時間になるのは間違いない。

「次に優斗が好む性格だけど、あまり改善する必要はないと思うんだよな」

「そうなんです？　というかユウの好む性格ってどういった感じなんです？」

「自己主張は強くないほうがいい。で、騒がしい女の子は好きじゃない。落ち着いていて、奥ゆかしくて、だけど芯はしっかりとしているのが優斗の好みだ」

　そこまで卓也が話すと、ココも改善する必要がないと言った理由が分かった。

　どこの誰と言わずとも、目の前にいる女の子がそうだ。

「ああ、納得しちゃいました。今のフィオ、そのまんまです」

　出会ったばかりのフィオナであれば、卓也も頑張ってあれこれと指導しただろう。

　けれど今の彼女は図らずも優斗の好みに合がつ致ちしていた。

　なので余計なことはしないほうがいい。

「容姿については、最初から何もコメントを出せないほどに文句がないしな」

　そもそも優斗がフィオナのことを意識する最大の要因は、その容姿。

　優斗の好みを的確に突いているのだから、一○○点以外を付けようがない。

　もし髪の毛をばっさり切ったりすれば、それだけで意気消沈するだろう。

　弄いじることすら論外なはずだ。

「他にも優ゆう斗との好みっていうのは色々あるけれどな、まずは料理が出来ないと始まらない。そこが大部分を占めているのは間違いないだろうし、優斗が分かりやすく憧あこがれている部分でもあるからな」

　優斗の好む奥さんを目指すというのなら、譲れないことだ。

「あとはあいつが気に入っている味付けや料理もあるから、この世界で再現出来るならそれをちゃんと教えておく。ちょっと大変かもしれないけど、大丈夫だよな？」

「任せて下さい。私、しっかりと料理が出来るようになってみせます」

　先ほどと変わらずにやる気を見せるフィオナ。

「オッケーだ。じゃあ、早速だけど厨ちゆう房ぼうを借りて練習でもしてみるか？」

「そうですね。何事も練習は大事だと言いますし、やってみたいと思います」




　ということでトラスティ邸にある厨房で、卓たく也やは料理を作るための講習を始めた。

　マリカは近くの椅子に座ってフィオナのことを応援している。

「まんま！　ふぁいお～！」

「はい、まーちゃん。私はちゃんと頑張りますよ」

　娘の声援に力を貰もらったフィオナは、卓也の話をしっかり聞く態勢を取る。

「さて、まずは形からだけどな。料理人のような服装は駄目だ」

　凜り々りしさは生まれるが、優斗の奥さん的には最適とは言えない。

「エプロンを着用。これは絶対だということを覚えて欲しい」

　卓也の言ったことを逐一、メモするフィオナ。

　とても真剣に話を聞いているのだが、卓也が話している内容は意外に残念だ。

「理由は単純なことで、エプロンの方が可愛かわいいからだ」

　それ以外に利点はないと卓也は断言する。

　動きやすさにしろ何にしろ、料理人が着る服にエプロンが勝る理由はこれが一番大きい。

「それで、ここに料理長から借りた調理道具一式と野菜がある。それで練習を始めたいと思うんだけど、まずは良い例と悪い例を見せようと思う」

　そう言って卓也はココを呼び寄せると、隣に立たせる。

　何をさせるのかと思えば、卓也は野菜とまな板、包丁をココの前に用意した。

「ココ。まずは包丁を持ってニンジンを切ってみてくれ」

「分かりました……とはいっても、わたしが良い例を出しちゃったらどうするんです？」

「絶対にない。むしろ怪け我がしないように注意してくれな」

　初心者どころか素人しろうとが良い例を出すのは不可能だ。

　料理とはそこまで単純なものではないし、簡単なものでもない。

「うわっ、断言されちゃいました。じゃあ、ちゃんと出来てたら何か奢おごってくれます？」

「ああ、いいぞ。高級デザートだろうと何だろうと奢ってやるよ」

　不可能だと思っているからこその軽口。ココは卓たく也やから言げん質ちを取ったことで気合いを入れて、ニンジンを手にとってまな板の上に置き、マジマジと注視する。

　たとえ料理をしたことがない素人しろうとだろうと、やることは単純だとココは思った。

　要するにニンジンを左手で押さえて、右手に持った包丁で切る。それだけだ。

　なので自信満々、自分が考えた通りにココが包丁を構える。

　どうだと言わんばかりのココに卓也はストップを掛けると、

「残念だな、ココ。やっぱり奢る必要はないみたいだ」

「ええっ!?　意外と上う手まく構えてるんじゃないです!?」

　確かにやったこともない素人だと考えれば悪くはない。

　左手できちんと野菜を押さえているところは評価していいが、押さえ方が間違っている。

　なので驚いているココの手元を指差し、卓也は悪い例としてフィオナに教える。

「ココみたいに野菜を押さえてる手が広がってると、包丁で指を切る可能性があるだろ？」

「はい。包丁の動きが少しでもイメージと違ってしまった場合、指先を切ってしまう可能性は十分にあると思います」

「だから指先はちゃんと丸めて、うっかり切れないように構える」

　卓也はココの隣で、良い例として構えを取る。

「これはどの素材でも基本的には同じだ。もちろん状況によっては切り方は変わっていくけど、上級者を目指してるわけじゃないからな。基本を疎おろそかにしなければいい」

　むしろ料理をするにあたって怪け我がをした場合、フィオナだけの問題にならない。

「そもそも優ゆう斗とのために料理を作って怪我をしたら、あいつは本気で落ち込む。だから指を切ったりすることは絶対にしないこと」

　幾ら優斗のことを考えて料理をしたとしても、怪我をしてしまえば意味がない。

　余計な心配を掛けるだけで、心から喜ぶことはなくなってしまう。

「分かりました。怪我は絶対にしません」

「オーケー。だったら今日は野菜を可能な限り切って練習するか」

　切り終わった野菜は料理長に任せれば、どうにかしてくれるだろう。

「あとは何を作るかが問題なんだけどな……」

　そう、これが卓也の頭を悩ませる一番の問題だ。

　この世界の料理は基本的に洋風の見た目と味付けになっている。

　和菓子はあるものの、それ以外で和風の食事というのは見たことがない。

　しかし優斗の好みを考えれば、やはりフィオナには和食を作らせてあげたいところだ。

　どうにか出来ないものかと、卓也が調味料をざっと眺めていると、

「……あれっ？　味み噌そがあるな」

　そう呟つぶやいた瞬間、卓たく也やは大慌てで目にした物を手に取る。

　上から眺め、さらに近くから眺めてみたが間違いない。

　この色合いは日本で料理していた時によく見た調味料に他ならない。

「えっ!?　マジで!?　うわ、本当に味噌って書いてある！」

　さらに味噌が置いてあった周辺を見れば、卓也にとって馴な染じみ深い調味料が多々あった。

「……うっわ～、噓うそだろ。醬しよう油ゆもみりんもポン酢もある」

　ここは日本ではない。なので日本特有の調味料など、存在しないと思っていた。

　しかし平然とこの家にあるということは、商品として売られているということだろうか。

　だとすれば考えられることは、

「これまでにこの世界に召喚された異世界人の誰かが作ったってことだよな」

　卓也が日本人の和食に対する気合いを嘗なめていた、ということだろう。

　まさか存在するとは考えたこともなかったので、探すことすらしていなかった。

　トラスティ邸にこれほどたくさんの調味料がある理由も、異世界人と縁のある一族だから料理長が試しに買ってみたとかだろう。

「だけどちょっと待てよ。醬油があって、みりんがあって、砂糖もあるんだから……」

　卓也の脳内で最適な料理が導き出される。












　これならば優ゆう斗とは絶対に喜ぶし、フィオナだって満足するはずだ。

「よし。今日は野菜の中でもニンジン、タマネギ、ジャガイモを中心に切る練習だな」

　料理を始めたばかりの彼女が、満足のいく出来になるまでは時間が掛かる。

　もちろん形が歪いびつでもいいのであれば、すぐにでも優斗へ食べさせてあげることは出来るが、彼女の気合いを見る限り最高の料理を出したいはずだ。

　日本人の男が相手であれば、その時間を掛ける価値は十分にある。

「フィオナ。優斗に作る料理が決まったから練習の前に伝えておく」

　真面目な彼女のことだから、優斗にお披露目するのは夏休み明けだろう。

　その時、驚く表情と嬉うれしそうな表情を浮かべるのが見み物ものだとも思う。

　だから卓たく也やは嬉しそうに料理の名を告げた。

「今日からフィオナが練習するのは、男の胃袋を摑つかむと名高い──肉じゃがだ」

「……にく？　じゃが……ですか？」

　聞いたことのない料理に首を傾かしげるフィオナ。

「オレはこっちの世界で食べたことはないけど、ちゃんと調味料はあるから作れる。それにこの料理は間違いなく優斗の好みにもドンピシャだ」

「……なるほど。優斗さんが好んで食べられる料理が肉じゃがなんですね」

　であればフィオナとしては何も問題はない。料理が得意な卓也が教えてくれるのであれば、ちゃんとした料理が出来ることも分かっている。

　そして何より、優斗の奥さんに相応ふさわしくなってみせる、と。フィオナが気合いを何度も入れている様子を見て、卓也とココは再び苦笑いを浮かべてしまった。






第三話






　カタン、カタンと少しだけ音を鳴らして、木で作られた車輪が回る。通常よりも大きい造りの馬車は今、九人を乗せてリライト王国沿岸にある海へと向かっていた。

　御ぎよ者しや台には優斗とクリスが乗っていて、

「ユウト。車の中にいる人たちは大丈夫ですかね？」

　中の様子が気になって、振り返って窓から様子を窺うかがうクリス。

「護衛として来てるみたいだから、気を張るのはしょうがないと思うけど……」

　そう。車の中には今のところ、いつものメンバー以外の人物が一人、乗車している。

「自分としては、彼女にもリラックスして欲しいのですが」

「大丈夫でしょ。そろそろ妙な空気を面倒がる奴やつがいると思うから」

　八月初旬。今日は修しゆうの発案で行くことになった一泊二日の旅行の初日。

　優ゆう斗ととクリスは朝、集合した時のことを思い出していた。




　赤味掛かった綺き麗れいなショートカットの美人が片膝をつき、頭こうべを垂れる。

「この度はアリシア様及び公爵家の方々、そして龍りゆう神じん様の護衛担当としてここへ参りましたレイナ＝ヴァイ＝アクライトと申します」

　リライト魔法学院の生徒会長──レイナが地面に向けている顔を上げると、啞あ然ぜんとした表情の貴族たちと変なものを見るような異世界組がいた。

　その中でいち早く事態を察したアリーと優斗、クリスは顔を見合わせる。

　そして顔を突き合わせてひそひそと小さな声で話し始めた。

「あのさ、誰がレイナ様に確認を取る？　事情を聞くのは本当に面倒だけど、僕かクリスかアリーがやらないと余計面倒なことになるのは目に見えてるよ」

「自分やユウトが訊きくよりはアリーさんのほうが、角が立たないのではないでしょうか」

「……そうですわね。わたくしが訊けば、全容を判明させるには手っ取り早いですわ」

　話し合いの結果、代表としてアリーがレイナに問い掛ける。

「レイナ様。わたくしたちはどうして貴女あなたが護衛として来られたか、知らされていないのですわ。まずはそのことを説明していただけますか？」

「畏かしこまりました、アリシア様」

　レイナから詳しい話を聞いてみると、どうやら自分たちの旅行は貴族の中でも上流な者が集まっており龍神の赤子までいる面子メンツ。当然のこと、安全に配慮しなければならない。

　遠くから隠おん密みつに護衛をしているのは当然として、リライトの勇者までいるのだから大きな問題は起こらないと思ってはいるが、念のためということで近衛このえ騎士団長の娘で同じ学院に通っている生徒会長に話が回ってきた、というのが彼女から伝えられたことだ。

「皆様にはお伝えされていると思っていましたが、驚かせてしまい申し訳ございません」




　そして、今へと至る。置いていくのもどうかと思い、レイナも車の中にいる。

　最初は御ぎよ者しやも自分がやると言い出したのだが、それは優斗とクリスが丁重に断った。

　なので現状、車の中では奇妙な空気が漂っていた。

　とはいえ、これではいけないと思ったアリーがレイナに質問を始めた。

「護衛で来られたということは、ある程度の話は聞かされているのですよね？　先ほどの会話からわたくしもおおよそ理解出来ていますが、教えていただけるでしょうか？」

「はい。元々、公爵家と親しいミヤガワ様やウチダ様、ササキ様にトヨダ……様の名前は知っていましたが、異世界から来た方々というのは先日教えていただきました」

　すらすらと述べられたが、彼女の口調にアリーが小さく溜ため息いきを吐ついた。

「……あのですね。普段のレイナ様はそのような口調ではないでしょう？　わたくしたちは友達と旅行に来ているのです。レイナ様も一緒にいらっしゃるのなら護衛という形ではなく、学院の先輩としていていただけると気が楽になるのですが」

　どうして楽しい旅行のはずなのに、堅苦しい雰囲気にならないといけないのだろうか。

　特にアリーは学生イベントの定番である旅行を非常に楽しみにしていた。

　だというのに、今の雰囲気は本当にいただけない。

　今すぐにでも改善したいと思ってしまうからこそ、溜ため息いきが再び出てしまう。

「で、ですが私は護衛を任された身。おいそれと先輩の立場を振りかざすのは──」

「前回もそうだったが全く以もつて面倒だな、お前は。柔軟性がないだけならまだしも、俺たちの事情を考慮しないのは酷ひどすぎるほど堅苦しい。人のお願いをお前は聞けないのか？」

　丁てい重ちように断ろうとするレイナに対し、和泉いずみが馬鹿にするような発言をした。

　当然、前の邂かい逅こうでそりが合わないことを理解しているレイナはヒートアップする。

「何だと!?　私は護衛として付くことになったのだから、面倒であろうと──」

「堅苦しい護衛なら別にお前じゃなくていい。しかもお前より腕の立つ人間なんて隠れて護衛している連中のところにもいるだろう。けれどお前が近くで護衛しろと言われたのなら、そこを考える必要があるとは思わないのか？」

　和泉の指摘にレイナはハッ、とした表情を浮かべる。

　確かに自分である必要性、というものをレイナは考えていなかった。

「さっき優ゆう斗とが言っていたが、ここにいる面子めんつは将来の国政に関しても重要な役割を果たす者がたくさんいる。公爵家の子息も令嬢も、王族も勇者も異世界人もいる。お前は将来的に近衛このえ騎士を目指しているんだろう？」

　レイナが素直に頷うなずきを返すと、和泉はさらに言葉を続ける。

「ならば将来的に守る立場の中心になり得るお前に、少しでも俺たちの雰囲気に慣れて欲しい、というのが今回の件の理由じゃないか、とな」

「……そ、そうなのか。いや、そうでなければ私が選ばれるはずもないか」

　中々に説得力がある説明だったのでレイナは深く、深く頷く。

　ココもレイナの雰囲気が変わったのを察し、ここぞとばかりに懇願を始めた。

「わたしたちは公爵家だから友達とかいなかったんです。でも、だから友達と行ける旅行がとっても楽しみで、レイナ様も──いえ、レイナさんも協力してくれると嬉うれしいです」

　ココが憧あこがれの存在であるレイナに強くお願いすると、さらには卓たく也やが気軽に声を掛ける。

「つまりオレたちが求めてるのは護衛じゃなくて生徒会長ってことだよ」

「ついでに守ってくれると助かるって話だ。なあ、みんなもそうだろ？」

　卓也に続いて修しゆうが言うと、護衛される最筆頭のマリカとアリーが素直に頷きを返した。

「あいっ！」

「そうですわね。なのでわたくしもせっかくの機会ですから親しみを込めてレイナさんと、そう呼ぶことにしますわ」




　優ゆう斗ととクリスは漏れてくる会話を聞きながら、空気が変わったことに安あん堵どする。

「ところでユウトはいつ、護衛が将来的なものに繫つながっていると気付いたのですか？」

　和泉いずみの説明はとても分かりやすく、また納得のいくものだった。

　けれどいつ、そのようなことに優斗が気付けたのかクリスは分からなかった。

　しかし優斗は苦笑いをしながら首を横に振る。

「僕だって何も気付いてないよ。そうだったらいいなって思っただけ」

「では、先ほどイズミが仰おつしやっていたのは？　ユウトの推測ですよね？」

「どっちかと言えば、推測よりも口からのでまかせが正しいかな。情報は全くなかったと言っても過言じゃないけど、分かりやすい筋道を立てれば大抵の人は納得するから」

　まだレイナの人物像も把握していない。何な故ぜ、彼女が自分たちの旅行を知ることが出来たのか、詳しいところもよく分かっていない。その中で問題ないように話を進めるのであれば、今のような展開しかないと思っただけだ。

「なるほど。中にいる方々は全員、和泉の説明に納得されていましたね」

「僕たちの時は修しゆうのバカが突拍子もない方法で垣根を取っ払ったけど、レイナさんは堅物みたいだからね。納得するような理由がないとさすがに無理だと思ったんだ」

「ユウトはよく考えていますね。自分はすぐに思い付けそうにありません」

「大丈夫だよ。和泉とか修とか頭を使わないのと一緒にいるとね、自然と考えなきゃいけないことが多くなるんだよ。クリスもすでに実感してるでしょ？」

　気軽な優斗の口調にクリスは「確かに」と頷うなずき、二人は手綱を握り直そうとする。

「それにしてもさ。馬車って二種類あるんだね。初めて知ったからビックリしたよ」

「遊覧型と高速型の二種類ありますから」

　現在乗っているのは遊覧型。要するに、どこにでもある普通の馬車だ。

「高速型って魔法具との合わせ技で凄すごく速いんだよね？」

「はい。各国を繫げる高速型専用の大通りを使って移動しますので、大抵の国は半日ほどで移動することが可能ですよ」

　セリアールの大きさは優斗たちのいた地球と同じくらい。三大国と呼ばれる三国のうち、一つだけは違う大陸にあるものの、八割以上の国は同じ大陸に存在する。

　だからといって大抵の国に半日で着くというのはおかしすぎる。

「……あのさ。一応は訊きいておくけど、高速型ってどれだけスピードが出るの？」

「さあ？　ただ、車の窓から見える風景は霞かすむので、相当の速度は出ているかと」

「……うわ～、正直に言えば乗りたくないね」

　たかだか馬車なのに飛行機以上の速度かもしれないのは、心臓に悪そうだ。

　げんなりした様子の優ゆう斗とにクリスは小さく笑うと、

「無理な相談ですね。いずれユウトも乗ることになりますよ」




　今回、泊まることになっているのはクリスの家が避暑地に使っている別荘の一つだ。

　計画を立てた最初は泳ぎ通そうとも思っていたのだが、二日もあることだから初日は近くの川で釣りにチャレンジする、ということになった。

「ほ、本当にこの虫を針に刺さなければならないのですか？」

　アリーを始め、釣りをしたことがない女性陣は全員が餌を付けるのに四苦八苦している……というわけではない。レイナとて騎士の家系ということもあり、子爵という歴れつきとした爵位を持つ家柄ではあるのだが、彼女は平然と餌を針に刺していた。

　どうにか全員が餌を付け終わると、それぞれがバラけて釣り糸を垂らす。

　優斗とフィオナだけはマリカを交代で見るので、今は優斗がマリカの面倒を見ていてフィオナが釣りに挑戦している。

「おっ！　いきなり食い付きがいいじゃねーか！」

　釣りを始めて数分、まず修しゆうの竿さおに当たりが来た。

　体長三○センチほどの鮎あゆみたいな魚が、水面を叩たたいて跳ね回る。

「よっしゃ、まずは一匹ゲット！」

　手際よく竿を持ち上げると、一気に魚を引き寄せる。

　そして修は自らの手に収めると素早く針を外してバケツに放り込んだ。

「うしっ！　爆ばく釣ちようの気配がするから、みんなもバンバン釣れよな！」

　修の掛け声で全員がより一層、竿に集中し始めた。

　この場所は当たりだったのか、他のメンバーもすぐに引きが来る。

「あわわっ！　うわ、これ、思ってた以上に重たいです！」

　ココはおっかなびっくり竿を引いて魚を手繰り寄せ、

「これは大きい。ここ数年、釣れなかったサイズなので嬉うれしいですね」

　クリスは大きさに満足しながら再び糸を垂らす。

　他の面々もどんどん釣り上げていったのだが、とりわけ大きい魚を釣ったのがアリー。

「あの、あの、シュウ様！　これ、どうしたらいいのですか!?」

　予想外の強い引きに慌てていると、名前を呼ばれた修が素早く駆け寄った。

　アリーの身体からだを包み込むように後ろから手を回して一緒に竿を握る。

「糸が切れたら残念賞だけど、一気に引っ張るぞアリー！」

「は、はいっ！　頑張りますわ！」

　暴れ回る魚を目の前にして、二人して一緒に力を込める。

　すると力を入れすぎたのか、八○センチほどの大きな魚が水面から飛び出してきた。

　二人で同時にキャッチを試みるが、予想外に重くて尻餅をついてしまう。

「うおっ、スゲー重いじゃねーか。大きさも凄すごいし、今日のトップはアリーだな」

「これはビックリですわ。こんなにも重たい魚が存在するなんて……」

　ピチッ、と魚がアリーの腕の中で暴れ、二人は呆ほうけた表情で顔を見合わせた。

　不意に笑いが込み上げてきて、

「ふふっ。わたくし、実は釣りの才能があるかもしれませんわ」

「はははっ！　王女様の隠れた才能ってやつだな」

　二人は笑い声を上げると、修しゆうは魚を預かってバケツに入れる。そして右手を挙げて、

「つーわけで、アリー。せっかくだしやるぞ」

「えっ？　あの、これはどうすればよろしいのでしょうか？」

　アリーが首を傾かしげながらも同じように右手を挙げてみると、修は勢いよく右手を動かして彼女の右手と打ち合わせた。




　魚も大量に釣れたので、夕食は豪勢なバーベキューをすることにした。

　一番の年上ということもあり、敬語も敬称もやめてくれと全員に言われたレイナは素直に受け入れ、皆のことを呼び捨てで呼び始めていた。

「イズミ、野菜が邪魔だ。お前はおそらく野菜が好きなのだろうから、たくさん食べろ」

「見た目で判断するな、生徒会長。俺はどちらかといえば肉派だ」

「おーい、卓たく也や。俺の目の前から肉が消えたから、早く焼いてくんね？」

「修、ちょっと待ってろ……っていうか誰か手伝ってくれ！」

　バーベキューには大抵、焼くばっかりの係が存在する。

　そして、こういった場合は基本的に料理上じよう手ずな卓也が任命されてしまう。

　彼の悲痛な叫びに優ゆう斗ととクリスとレイナ、ココが応じて手伝い始めた。

　アリーも自分の分ぐらいは、と野菜を取って焼いてみる。

「まーちゃん、ゆっくりと嚙かんで食べて下さいね」

「あい」

　フィオナが小さめの柔らかな食材を選んではマリカの口に運ぶ。

「卓也、魚を焼いてくれ。俺ではお前ほど美お味いしい焼き魚にならない」

「和泉いずみは自分で焼けっ！　っていうかレイナがやればいいだろ!?」

「私もタクヤが焼いた魚の美味しさに興味があるのだが、駄目だろうか？」

　慌ただしく動く卓也。彼にとって一番の難敵は修と和泉だろう。

「なるほどなるほど。焼き加減を考える、というのは中々に難しいですわ」

「ホントです。簡単かと思ってましたけど、意外と奥が深いです」

　そしてココやアリーは自分の分を楽しそうに焼いては食事を進めていた。

　というより活動的なレイナとクリス、卓たく也やの助言により料理を始めたフィオナを除く貴族は料理を作ったこともないため、今回のバーベキューは焼いたりひっくり返したりするだけにしても、自分で作る料理として簡単で新鮮なようだった。




　そして夜になり、男子組と女子組に分かれて別々の広間で寝ることになった。

　となると始まるのは修学旅行のような夜の会話。男子は卓也が先陣を切って尋ねる。

「それで優ゆう斗とはどうなんだよ？」

「えっと……何が？　どうと言われても、内容が分からないと答えようがないよ」

「フィオナとどこまで進んでるのかってことだよ」

　おそらく仲間内で一番気になるのが、二人の関係だろう。

　最初の初うい々ういしいやり取りといい、現在の状況といい、気になって当然だ。

　しかし優斗は肩を竦すくめると愛想笑いを浮かべる。

「期待に応えられず残念だけど、まだ何もしてないよ」

「何もしてないって、お前からは何もしてないってことか？」

「僕だけじゃなくてフィオナにも何かされた記憶はないよ」

　優斗が軽い調子で否定すると、続いてクリスも訊きいてきた。

「ですがお二人のことですし、手を繫つなぐぐらいはしているのでしょう？」

「繫ぐどころか、指一本触れてすらもいないけど」

　あまりにも淡泊な返答に全員があんぐりと口を開けてしまう。

「……優斗。俺が言うのもどうかとは思うが、大丈夫なのか？」

　あの和泉いずみが本気で心配してくる。優斗は彼らの連続した質問に溜ため息いきを吐ついて、

「というか、僕たちってそんなにカップルに思え……ごめん、今のはなしで」

　反論しようと思ったのだが、すぐに自分の置かれている状況に気付いて言葉を濁した。

　闘技大会の時、あれだけフィオナから心配されていた上に、龍りゆう神じんであるマリカに親として選ばれたのだから「何を言っているんだ？」と全員に心の中でツッコミを入れられたことだろう。

　優斗自身も客観的に見たら『付き合ってるだろう』ぐらいは思っていたはずだ。

「まあ、お前たちなら時間の問題だろうけど」

　卓也がしみじみ言うと他三人が納得した。すると優斗が仕返しとばかりに、

「だったらクリスはどうなのかな？」

　クリスに同じ話を振った。修しゆうたちも王子様系イケメンの恋愛模様というのは確かに気になったので、今度は和泉がクリスに同様の質問を仕掛ける。

「クリスほどのイケメンともなれば、浮いた話も一つぐらいはあるんだろう？」

「自分は婚約者がいますから、浮いた話と言われましても何とも答えられませんね」

「「「「婚約者!?」」」」

　すると突然、面白そうな爆弾発言がクリスから飛んできた。

「はい。まだ正式なものではありませんが、自分には婚約者がいますよ」

　四人の啞あ然ぜんとした顔にクリスはしてやったり、という笑みを浮かべる。

「自分が学院にいますので結婚はまだですが、卒業したら結婚することになっています」

「うわぁ、なんかすっげー貴族っぽいじゃんか」

「あのですね。自分は歴れつきとした貴族の家柄なので、貴族っぽくて当然ですよ」

　修しゆうの感想にクリスは素直に肯定した。優ゆう斗とはさらに詳しいことを尋ねていく。

「僕たちは会ったことないんだけど、クリスはどこで婚約者と会ってるの？」

　優斗たちが召喚されてからは、どこかに行くときはほとんど一緒に行動している。

　和泉いずみすら知らないとなると、どこで逢おう瀬せを重ねているのだろうか。

「皆さんが召喚される前に一度、会いました。この夏にまた会うことになっているんです」

「えっ、一度だけ？　よくそれで結婚出来るな。オレはたぶん無理だよ」

　卓たく也やは考えられない、とばかりに首を振った。改めて違う世界の違う常識なのだと認識させられる。向こうでは王族ですらも一般人と結婚出来るというのに。

「そこまで割り切った結婚、というわけでもないのですよ。これでも自分は公爵家の長子です。下位の貴族ならば自分の意に沿そわない政略結婚もあるでしょうが、自分はある程度自由に選べる立場にいるので、幸せなのだと思います」

「そうか。まあ、本人が問題ないと思えるならいいだろう」

　和泉はクリスが不幸にならないのであれば問題ない、と納得する様子を見せた。

「だったらアリーはどうなんだ？　クリスと同じ感じになんのか？」

　ふと王女の立場が気になった修はクリスに問い掛ける。

「ある程度の地位は必要になるでしょう。国内外を問わずに考えると最低でも公爵の血筋か、同程度の権力のある方との結婚になるかと。少なくとも彼女の夫になった方は国王にもなる、という可能性がありますから。意に沿わない結婚を強いられる場合もあるかもしれません」

　国の利益のため、という言葉で結婚せざるを得ない場合もあるかもしれない。

　けれどそこで首を捻ひねったのが優斗だ。

「……ん～。おそらくだけど、それはないかな」

「ですが王族の基本的な婚姻とは、そういうものですよ？」

「だろうね。だけどリライト王家の状況を鑑かんがみたら、アリーは基本から外れてる」

　普通ならばクリスの言ったことで合っているだろうが、彼女は別だと優斗は思う。

「だって国王の直系がアリーしかいないのに学院へ通ってて、学生生活を謳おう歌かしてるのは普通に考えればあり得ない。タイミング的には、今この瞬間が相手を探すのに最適なはず」

　貴族や王族の結婚適齢期だというのに、彼女が学院にいるのは理解が出来ない。

　もしクリスの言う通りであれば、アリーは学院にいないはずだ。

「相手がすでに決まっている、という状況でもないのであれば考えられる可能性は少ない」

　それに彼女はおそらく王族として帝王学を学んだことだろう。ということは、

「王としての教育は終わり、不測の事態すら対応する能力がある。そう判断されているからこそ、視野を広げるためにも彼女はリライト魔法学院に通ってるんじゃないのかな？」

　すでに王としての器を持っているからこその猶ゆう予よ期間だと優ゆう斗とは考える。

　けれど修しゆうが不思議そうな表情になって、

「あん？　でもこの間、闘技大会でカルマが現れた時はテンパってたぞ？」

　あれは不測の事態と言っていい。けれどアリーは慌てるばかりで落ち着きがなかった。

「友達付き合い初心者だから、友達関係の失敗はあると思うよ。僕だってやらかしてお前たちに大爆笑されたけど覚えてない？」

　そう言われて三人は昔の記憶を掘り起こす。すると卓たく也やがピンと来たようで、

「ああ、あれだ。初めて和泉いずみの家に集合した時、お菓子を買って集合しようって言ったら、優斗だけ高級菓子折を持ってきて腹を抱えるほど笑ったやつだよな？」

　友人の家にお邪魔する時は、菓子折を持っていく。それを愚直に受け取っていた昔の優斗はスナック菓子ではなく、超高級の和菓子を持って和泉の家に向かった。

「そういえばあった。紙袋を持ってきて何かの冗談かと思ったが、優斗は真面目な顔をして『菓子折を持っていくのは普通じゃないのか……？』とか呟つぶやいていたな」

　和泉も思い出したのか、くつくつと笑い声を漏らす。

「要するに普段は適切に対応出来たとしても、友達っていうフィルターを通してしまうと失敗してしまう。そういうことはあるんだよ」

　優斗は身に染みて分かっているので、アリーが同じ失敗をしたとしても理解出来る。

「だけどね、もしクリスの言うような状況になったら修の出番だと思うよ」

「はっ？　何で俺の出番があるんだよ？」

　突然の優斗の振りに修が疑問を浮かべると、和泉が解説した。

「貴族以上の立場である異世界人で勇者の刻印を持っているリライトの勇者。アリーがどこかしらの貴族が嫌だと言ったら、お前が婚約者にでもなって結婚してやればいい」

　特にアリーは修に惚ほれているのだから、一切問題ないだろう。

　けれど修はいつもと変わらない表情で、

「しゃーないけど……まっ、アリーのためだしな」

　とりあえず頷うなずきはしたが、修を除く四人は顔を見合わせる。今のところ脈はないらしい。

「んじゃ、俺も一つ気になったんだけどよ。和泉は何でレイナと相性が悪いんだ？」

　和泉の好みを考えると本当に意外だと修は思う。

「お前、あいつの性格とか好みの直球ド真ん中だろ？」

　堅物生真面目の委員長キャラ。ゲームで攻略していた時は常々興奮しながらボタン連打してシナリオを進めていたというのに、どうしてレイナとは喧けん嘩かをするのだろうか。

「いや、ゲームでは好きだったが、現実にいると少しうざい。お前たちもあるだろう？」

　例えるならゲームキャラだと妹が大好きだが、リアル妹とは相性が悪いとか。

　二次元だからこそ抱ける感情と、現実の相手に抱いてしまう感情は別だということ。

「ゲームだから許せる性格であって、リアルでは勘弁願いたいものだ」




　そして女子も女子で布団を中央に集めていた。もうそろそろ寝る状況なので各々、アクセサリーや髪留めを外しているのだが、その中でも顕けん著ちよな違いがあるのはアリーだ。

「そういえばアリーって、どうしていつもは子供っぽい髪型にしてるんです？」

　常日頃、気になっていたことをココは尋ねる。髪留めを外したことで普段の雰囲気とは違い、言い方は悪いかもしれないが王女らしさが出ていた。

「えっ？　だって学生というのは、こういう髪型にすると聞いたのですが……」

　せっかく学院に通うので調べた結果、ツーサイドアップに辿たどり着いた。

　けれど残念なことに、アリーの調査は足りないと言わざるを得なかった。

「それはもっと幼い年頃の話だ。学院でアリーのような髪型の女子は少ないだろう？」

　レイナがさらっと否定した。彼女は髪型に無む頓とん着ちやくではあるのだが、それでもアリーのような髪型をしている女子が学院にいないことぐらいは分かる。

「……が、学生っぽいと思っていただけに、ショックが大きいですわ」

　アリーが重視しているのは学生らしさだ。だから出来ることはやっていこうと考えているのだが、今の髪型は間違った方向に行ってしまっていたらしい。

「明日は海に行きますし、ちょっとだけ弄いじることにしますわ」

　と、ここでフィオナが少しだけ身体からだを寄せて、話を聞く態勢を取った。

　先ほどまで会話に参加していなかったのは、マリカを寝かし付けていたからだ。

「マリちゃんは寝てます？　というかわたしたち、騒がしかったです？」

「いえいえ、大丈夫ですよ。もうぐっすり眠っていますから」

　フィオナはすぐ傍そばで眠っている娘の髪の毛をちょいちょい、と触る。

　マリカは身じろぎもせずにすやすやと夢の中にいた。

「フィオはマリちゃんのお母さんをやることに慣れました？」

　僅わずかな明かりが皆の顔を照らす中、ココの言葉にフィオナは首を縦に振った。

「まーちゃんが無邪気に笑っていたりするのを見ていると、疲れが飛んでいってしまいます。これが母親になる人の気持ちなんだって、僅かでも分かった気がします」

　マリカとはまだ少ししか一緒に暮らしていないが、それでも母親というものがどういう存在なのか、ちょっとでも理解出来たとフィオナは自分で思っている。

　するとアリーがニマニマと笑いながら、

「それに何かあってもフォローしてくれる、献身的で優しい旦那様までいますものね」

「ア、アリーさん!?」

　ビックリしたことで少し声が大きくなってしまい、フィオナは慌ててマリカの様子を確認する。だが、気にすることなく寝ているのでひとまず、安あん堵どの表情を浮かべる。

　一方でレイナも多少の驚きは隠せなかった。

「すでにフィオナには旦那様がいるのか？」

「ええ。この間、決め事のうちにあったのですわ。マリカちゃんのためにも、対外的にはユウトさんとフィオナさんを婚約者であったり夫婦にしたりする、と」

　レイナに説明するようにアリーは言葉を並べる。

　今回選ばれた二人は今まで龍りゆう神じんの子供を育てた人たちと比べて違いがある。

　その違いがどのように働くか分からない以上、可能な限りは今まで育ててきた人たちと対外的にだけでも似せていこうとするのは、必然の流れだろう。

「わたくしたちも話を合わせる必要があるので、気を付けないといけないのですわ」

「では状況に応じて対応しろ、ということか？」

「そういうことです。時と場合によって夫婦になったり婚約者になったりするそうですわ。大抵はユウトさんの婚約者というのが、フィオナさんの設定になるのではないかと」

　しかしながら、あくまで設定とはいっても婚約者として認める書類、優ゆう斗とが婿入りした時の書類などなどは実際に存在している。

　その全てに王国印が押されており、金庫に保管されていた。ココも王城でこの説明を聞いた時は、マリカが生まれた現場にいた人間だったというのに大層驚いたものだ。

「マリちゃんの存在を知っている方でも、ユウとフィオは婚約者同士という設定らしくて。わたしたちは状況に合わせる必要性があるって教わりました。なのに、フィオは異世界人の妻の振る舞いをタクから聞いて頑張ろうとしてましたし、さらにビックリでした」

　ただでさえ凄すごい展開なのに、フィオナの相談事は本当に目を丸くしてしまった。

「しかも数々の設定を嬉き々きとして決めていたのは、フィオナさんのご両親でしたわね」

　アリーも話し合いの状況を思い返す。マルスもエリスも優斗はお気に入りらしく、娘の婚約者など以もつての外──と思うどころか、進んでそうしようとしている節があった。

　と、フィオナは弄いじられるのが恥ずかしくなったのか、話の矛先を無理矢理に変える。

「わ、私はともかくとして、アリーさんやココさんはどうなんですか？」

「何だと？　まさか二人にも似たような話があるのか？」

　次々と湧いて出てくる乙女話にレイナも内心が躍おどる。

　幾ら生真面目だとはいえ、恋愛トークというものが嫌いな女性はそうそういない。

　フィオナは間髪入れずにアリーへ質問する。

「アリーさんはシュウさんと、今のところどうなっているのでしょうか？」

「シュウ様とは別に……何事もなく過ごしておりますわ」

「でも優ゆう斗とさんが『アリーは修しゆうのことが好きなはずだよ』と言っていましたけど」

　フィオナは優斗から聞いた話そのままに、アリーへ伝える。すると彼女は『やっぱり』という表情を浮かべた。優斗は無駄すぎるほど相手の心の機微に聡さとい。

　おそらくは最初に出会った瞬間からバレていたのではないかと思う。

「何というか、シュウ様は摑つかみ所がないのです」

「摑み所がない、とは？」

　どういうことだ、とレイナが聞き返すとアリーは溜ため息いきを吐つきながら、

「たとえば恋愛小説があるとして、それに近い状況になるとします。しかし、そういった場面になって一押ししたところで、何かを期待しても一向に反応がないのですわ」

「……ああ。シュウのことだから、何となくわたしも分かります」

　ココが神妙に頷うなずく。四ヶ月ほど一緒にいると気付くことではあるが、修は子供っぽい。

　さらに思春期特有の女の子への興味を、一切持っていないようにも思える。

「脈がないかと思えば先ほどの釣りのように、後ろから包み込むように竿さおを一緒に握ってくれたりと、ほとほと難しい相手なのですわ」

　普通の恋愛として判断が出来ない。暖の簾れんに腕押し、と言ったところか。

「何かもう、一方的に押したとしても無駄なような気がしますわね」

「アリーの話を聞く限りでは、確かにそうかもしれないな」

　レイナを筆頭に全員でリライトの勇者のお子様っぷりを理解し深く頷く。

　残念な話を聞いた後、次のターゲットになったのはココだ。

「ココさんは誰かにありますか？　たとえばタクヤさんとかは？」

　フィオナに問われてココは頭に卓たく也やを思い浮かべてみる。

　だけど出てきた言葉はある意味、辛しん辣らつなものだった。

「絶対に、確実に、可能性の欠片かけらすらもタクだけはないです」

　ココの断言に対して、フィオナが不思議そうに首を傾かしげた。

　優斗ほどではないにしろ、卓也だって一般的に良い人だとは思っているからだ。

「良い人なのはわたしも分かり切ってますけど、タクに格好良さはないです」

　ココにとって卓也は惚ほれる要素が一つたりとも存在しない。

　むしろ探したところで絶対に引っ掛かってこない。

「誰かにタクの格好良いところを言われても、わたしは首を捻ひねっちゃいます。だってタクは『お兄ちゃん』が一番しっくりしますし、恋愛対象なんて本当に無理です」

　可哀かわい想そうな気もするが、これがココの卓也に対する評価なのだろう。

「ココさんにとってタクヤさんは、兄妹きようだいみたいなものですわね」

　アリーはざっくりとした感想を言うと、残る一人にも同じ話題を振る。

「そういえばレイナさんとイズミさんは、出会った頃から仲がよろしかったですわね」

　最初の出会いからまともに会話出来ているのが、まず凄すごいとアリーは思う。

　優ゆう斗とたちから『バカ一号』と呼ばれ、頭のネジが少々飛んでいると称された彼と真面目に会話することなど、出会ったばかりのアリーたちには無理だった。

　今は彼の変人っぷりにも慣れているので問題ないが。

「いや、待てアリー。どこを見て仲が良いとお前は言っているのだ？」

「わたくしたちの時は……本当に壮絶な出会いでしたから」

　今でも忘れられない思い出だ。顔合わせをしたら唐突に頭を叩たたかれ、起き上がったと思ったらクリスに女装させると堂々たる宣言をぶちかました。

　しかも、そのふざけた状況から椅子ごと蹴られて壁に飛んでいったのだ。

「わたくしたちの出会いと比べたら、お二人の出会い方なんて普通すぎますわ」





　　　　　　　◇　　　　　　◇






　旅行二日目、最終日。快晴、という素晴らしい日になったので卓たく也やと優斗は海を見つめながら、何も始まっていないのに盛大に溜ため息いきを吐つく。

「……優斗。凄く綺き麗れいな海が目の前にあるな」

「そうだね。心が洗われるくらいに透き通った海が僕にも見えるよ」

「オレたちの記念すべき旅行の最終日、か」

　もう予想するのもバカらしいが、二人は一応でも予想してみようとする。

「優斗は何があると思う？」

「誰かが溺おぼれてるのは前にあったから、オーソドックスに海からの巨大生物登場に一票」

「アリーたちがヤンキーにナンパされるに一票」

「ごめん、卓也。僕はやっぱり二つともあるに一票」

　二人は目を合わせるとげんなりした。何もない、なんてことは絶対にない。

「何が起きるかは分からないけど、オレたちがちゃんと気を付けないとな」

　兎とにも角にも内うち田だ修しゆうが関わっている以上、平穏に終わることだけはあり得ない。

　それは長年の付き合いだろうと、この世界に来てからの付き合いだろうと分かることだ。

　二人は準備体操をしている修と和泉いずみを尻目に砂浜へ戻ると、荷物置き場をいそいそと作りながら諦めの言葉を呟つぶやく。するとクリスが四人を集めて、海辺での心得を説いてきた。

「皆さんも貴族の家柄ですから、呼吸をするように女性を賞賛しなければいけませんよ」

　水着に着替えている女性陣を待っている間にレクチャーを始めるクリスだが、

「え～、俺は嫌だよ。だってめんどいじゃん、そういうのってよ」

「かったるい。むしろ気軽に女子を褒めるのは、性に合わん」

「オレは恥ずい。だって今まで言ったことないし、出来ると思えないんだけど」

「赤の他人なら普通に言えるけど、身内に対してだと照れるよね」

　修しゆう、和泉いずみ、卓たく也や、優ゆう斗との順に勘弁の願いを申し出た。

「……あのですね。子供ではないのですから諦めて下さい」

「だってな～。わざわざ褒める必要ってないだろ」

　あ～だこ～だと男性陣が騒いでいるうちに女性陣が到着する。

「お待たせいたしましたわ」

　アリー、ココ、レイナがやって来る。赤いビキニのアリーに白いワンピースのココ。

　さらにスポーティな青い水着を着ているレイナたちは周囲の目をかなり惹ひく。

　けれど残り二人の姿が見受けられなかった。

「あれ？　あのさ、アリー。フィオナとマリカはどうしたの？」

　優斗が当然のように気にすると、アリーは脱衣所の方向を指差す。

「マリカちゃんの着替えもありましたから先に行って下さい、と仰おつしやられまして」

　瞬間、優斗は嫌な予感がした。なので面倒事になる前に潰そうとする。

「……余計な展開になる前に迎えに行ってくる」

「どうしたのですか？　待っていてもすぐに来ますわ」

「そうしたいんだけど、お決まりのパターンっていうのは潰しておきたいんだよ」

　フィオナは美人だから余計に定番から外れる気がしない。逆に違ったら驚きだろう。

「というわけで、ちょっと行ってくるね」

　いつものように修たちに冷やかされながら、優斗は脱衣所の方へと歩いていく。

「さて、フィオナとマリカは……」

　脱衣所までの中間地点を過ぎたところで、二人の姿が出てきたのが見える。

　なので軽く走って二人と合流した。

「優斗さん、どうされたんですか？」

「二人が遅れるって聞いたから心配でね。慌てて迎えに来たんだよ」

　マリカを抱きかかえながら、優斗はフィオナと寄り添うように歩く。

「大丈夫ですよ。皆さんがいる場所からそれほど、離れているわけではありませんし」

「そうは言ってもね。ほら、あっちにいる二人組は確実にナンパするつもりだったよ」

　優斗が視線でちらりと示した方向には、がっくりと項垂うなだれた様子の男性たちがいる。

　軽く走ったのも、あの二人組より先にフィオナと合流するためだ。

「フィオナは美人なんだから、気を付けないと駄目だよ」

　少しばかり顔を赤らめながら優斗がフィオナを褒める。

　息をするように相手を褒めることが出来てこそ貴族らしいが、やってみて分かった。

　──絶対にこれ以上は無理だし、心臓に悪すぎる。

　他人モードなら何とでも言えるが、フィオナに対しては不可能でしかない。

　どうしたって顔が赤くなってしまい、声が上うわ擦ずってしまいそうになる。

「……ゆ、優ゆう斗とさん？　えっと、ですね。今のは……？」

　褒めてもらった、と取ってもいいだろうかとフィオナが確認するように訊きいてきた。

　なので優斗もさらに照れるのは覚悟して肯定する。

「だ、だからフィオナは美人だし水着も似合ってるから、その……よく声を掛けられると思うし、その時は指輪でも見せれば僕の妻って分かるから相手も退くと思う」

　白のビキニにパレオを着けたフィオナは、気をしっかりと持っていなければ惹ひき込まれそうになってしまう。それほど魅力的だった。

「あの、その……ありがとうございます」

　基本的に他の貴族と違って優斗は滅めつ多たに容姿について言及しない。

　だからこそ彼の言葉が真実だと思えてフィオナは嬉うれしかった。

　彼から『美人』だと思われていることが本当に良かったと思える。

　水着も褒めて貰もらえてよかった。頑張って選んだ甲か斐いがあったと感慨深くなった。

　──それに『僕の妻』って言って貰えました。

　昨日はアリーたちにからかわれたりしたが、優斗から直接言われると……どうしてか恥ずかしい以上に、心から喜んでしまっている自分がいた。




　迎えに行った優斗が集合場所に戻ってくると、卓たく也やとココ、クリスしかいなかった。

「あれ？　他の人たちはどうしたの？」

「アリーは泳げないから修しゆうが泳ぎ方を教えてる。レイナは和泉いずみを引き摺ずって遠泳」

　卓也が海の方を指差す。優斗が目を凝らすと、だんだんと遠ざかっていく二人の姿が見えた。おそらくあれが和泉とレイナだろう。

「和泉を引き摺っていくなんて……凄すごいね」

　自分たちですら出会ってすぐの時は出来なかったことだ。

　優斗はある意味でレイナの所行に感心しながら、マリカを抱っこして構い始める。

「四人も遊んできなよ。僕はここでマリカの相手をするから」

　いつも以上にマリカの面倒を見る。今日はそうすると最初から決めていた。

　けれど優斗の考えに対してフィオナが困惑した様子になる。

「で、でしたら私も一緒にまーちゃんを──」

「海とかほとんど来たことないだろうし、フィオナは一緒に行ってきなよ」

「……ですが私だけが遊んでしまうというのは、さすがに……」

　フィオナが逡しゆん巡じゆんする。優ゆう斗とを差し置いて、というのは気が引けた。

「友達と初めて一緒に来たんだから、遊ぶことも大事だよ」

　別に専業主婦ではないのだから、優斗だって相応の負担は持つつもりだ。

「だからフィオナは遊んでくること。いいね？」

　最後はウインクして、茶目っ気を出しながら伝えてみた。

　するとフィオナの戸惑っていた様子も段々と消えていく。

「あ、ありがとうございます。頑張って楽しんできますね！」

　どうやら納得できたみたいなので、優斗は笑って送り出す。

「うん。目一杯遊んで、楽しんでね」




　友人たちが遊んでいる姿を見ながら、優斗は教えて貰もらったことを声にする。

「遊ばせる場合は二○分ぐらいで休憩は長めに入れる、だったね」

　エリスと家政婦長にマリカを海で遊ばせる際、叩たたき込まれたことを再確認する。

「マリカ、ちょっと海の近くまで行ってみようか」

「あ～い！」

　元気よく返事をしたマリカと一緒に波打ち際まで行ってみる。

「ほら、マリカ。ざぶーんざぶーんって凄すごいね～」

「あうっ！　じゃぶーん！」

　マリカは波の動きが面白いのか、拙い足取りで波を追い掛ける。

　優斗は強い波が来れば抱き上げたりして、絶対に手は離さないように気を付けながら押しては返す波と娘を遊ばせた。

　──うん、こういうことがマリカは楽しいんだね。

　優斗は楽しそうに遊ぶマリカに表情を崩しながら一つ、頷うなずく。

　実は今日、優斗がマリカの面倒を普段よりもたくさん見ようと思ったのは、何もフィオナに旅行を楽しんで貰おうと思ったためだけではない。

　自身の内心をしっかりと見つめ直すためでもあった。

　──僕はちゃんと、マリカのことを喜ばせてあげたいと思ってる。

　自らの脳裏に焼き付いているのは、とても子育てとは呼べない最悪で最低な日々。

　優斗の頭の片隅にどうしても残って消えない両親の影。

　──あいつらと僕は違うし、同じ人間だなんて思うつもりも毛頭ない。

　自分の子供を道具として扱ったりしないし、ましてや教育とは名ばかりの強制など絶対にしない。たとえ子供が人間ではなく龍りゆう神じんだとしても関係ない。

　──大切な娘として……。

　しっかりマリカを育てていくことを優斗は決めていた。












　くだらないぐらいに冷徹で冷酷、情じようというものが何一つなかった扱いを自身が受けてきたからこそ、想いはさらに強くなっていく。

　──目指すところがあって、望む場所がある。

　理想の両親としての形を。だから優ゆう斗とは最初の一歩として、

　──マリカと、もっと仲良くなろう。

　大切な娘だと胸を張って言えるぐらいに、仲良くなると自分自身に誓っていた。




　そして優斗がマリカと一緒に波打ち際を歩いている頃、

「そんじゃ、今度は顔つけてバタ足でもやってみっか」

　修しゆうの合図でアリーは顔を海につけると、足をばたつかせた。

　修は彼女の手を握りながら、溺おぼれないように気を付ける。

　数十秒ほどアリーの様子を確認した修は、一つ頷うなずきを入れた。

「アリー、顔上げていいぞ。バタ足も終了」

　バシャ、と音を立ててアリーが顔を上げて、そのまま立ち上がる。

「ん、問題なさそうだし、ちょいと一人で泳いでみるか」

　手を離すと修はアリーから五、六メートルほどの距離を取った。

「そんなに距離はないから、バタ足だけで来てみな」

　号令と共にアリーはバタ足で真まっ直すぐに修しゆうを目指す。息継ぎはまだ習っていないので、足だけをばたつかせて修に迫っていく。そして彼女の指先が修にヒットした。

「ど、どうですか？　わたくし、ちゃんと泳げていましたか？」

「もちろんオーケーだ。次は息継ぎとクロールの練習でもしてみようぜ」

「はい。頑張りますわ、シュウ様」

　と、修は笑顔で頷うなずいたアリーの髪型がいつもと違うことにようやく気付く。

「そういや、髪型が違うな。海仕様ってことか？」

　普段はツーサイドアップなのだが、今は左右の髪を少しだけ後ろに回して纏まとめている。

「実はココさんに子供っぽいと言われてしまいまして……」

　アリーとしては学生らしさを前面に押し出しアピールした髪型だったのだが、失敗していたことに今回の旅行で初めて気付いた。

「シュウ様はいつもの髪型と今の髪型、どちらが好みでしょうか？」

「……ん～、そうだな。今の髪型のほうが似合ってんじゃね？」

　普段の髪型も嫌いではないが、似合っているか否かで言えば今のほうが似合っている。

「なるほど。ではこれからは今の髪型にするとしますわ」

　修に好評であれば元に戻す必要もないだろう。というより元に戻したところで学生らしさがないと分かった以上、あの髪型を続ける気力がない。

　しかし昨晩のやり取りが、彼女たちとの気安さから生まれたものだと思えば悪くない。

　なのでアリーは苦笑いを浮かべながら、

「今後も学生っぽさを目指して、色々と楽しんでいくとしますわ」




　砂浜から五○○メートルは離れているであろう場所に、ぽっかりと浮かぶように海面から顔を出した岩へレイナは腰を掛ける。

「どうした。私よりも遅いとは、だらしがないなイズミ」

「……俺を殺す気か、お前は。いきなりこんな遠泳をさせるバカがどこにいる」

　大きく肩で息をしながら和泉いずみは岩に縋すがり付き、ついでにレイナを睨にらみ付ける。

　何だかんだで競争しろと言われて無理やり泳がされたが、遠泳とは聞いていない。

　けれどレイナは睨み付ける和泉をスルーして、楽しそうな笑みを浮かべる。

「イズミとてユウトと同じ世界から来たのだろう？　シュウもユウトと同等だと聞いているし、お前だって凄すごいと思うではないか」

「あの二人と俺を一纏めにするな。チートの権化と努力型化け物だぞ。人外スペックの奴やつらに対して立ち向かえるわけがないだろう」

　あんなのと同列に思われては心外だ。修しゆうと優ゆう斗との力は本当に別次元なのだから。

「とはいっても俺は平均より運動能力が劣っているし、卓たく也やは平凡だが」












　こちらの世界も向こうの世界も人間の運動神経に大差はない。つまり異世界人が凄すごいのではなく、単純にあの二人が異常なほど凄いだけだ。

　そもそも和泉いずみとしては、よく溺おぼれずに辿たどり着けたと自分自身で感心しているほどだ。

「だとすると、イズミやタクヤはＡランクの魔物は倒せないのか？」

「倒せるわけがないだろう。絶対に無理だと断言出来る」

「異世界から来ているのにか？　異世界人の使う魔法は凄いのだろう？」

「だから基準をあいつらで考えるな。幾ら魔法適性がこっちの世界の人間より高いからといって、神話魔法を平然とぶっ放すのはあの二人だけだ」

「……そ、それもそうだな。私も聞いたことがなかった」

　今まで異世界から来ている人物の中で勇者と呼ばれない者たちは、基本的に卓たく也やぐらいで落ち着く。各属性の上級魔法は使える、ぐらいで。優ゆう斗とが例外中の例外だ。

「ならばイズミは上級魔法を使えるのか？」

「使えるわけがない。俺を高く見積もって貰もらっては困る」

　何な故ぜか自慢げに和泉が言うので、レイナは溜ため息いきを吐ついた。

「……イズミ。それは自慢するように宣言することではないだろうに」




　ビーチボールでバレーをしながら、卓也は周囲の状況を見て三人に提案する。

「そろそろ戻るとするか。レイナが死にかけの和泉いずみを連れて戻ってきたし、アリーと修しゆうも戻ってきてる。ここらで一旦休憩したほうがいいと思うんだけど」

「そうですね。私も十分、楽しむことが出来ました」

「りょーかいです。少し喉のどが渇いたので、飲み物が欲しくなっちゃいました」

「このように遊ぶことはないので、自分も満足しました」

　フィオナとココ、クリスが頷うなずいた。優ゆう斗ととマリカはすでに波打ち際から戻り、海の家でカキ氷を食べながら皆の様子を見ているので四人は優斗の所へと集まった。

「優斗さん。まーちゃんと一緒に何を食べてるんですか？」

「いちご味のカキ氷だよ。フィオナも食べてみる？」

「そうですね。せっかくなので食べてみようと思います」

　素直に頷きを返すと、不意にマリカが優斗の手にあるスプーンを取ろうとした。

「あう、あう！」

　娘が何かアクションを示しているので、優斗はどうしたいのか把握しようとする。

「えーっと、これはあれかな？　マリカもまた食べたいのかな？」

　訊きいてみるがマリカは首を大きく横に振った。

「ん～、と。じゃあ、ママに食べさせてあげたいの？」

「あいっ！」

　今度は勢いよく頷いた。優斗がマリカにしていたことを真似したいらしい。

「でもマリカが一人でやるのは無理だから、パパと一緒にやろうね」

「あうっ！」

　スプーンをマリカに握らせて、上から包み込むように優斗が手を握る。

　そしてゆっくりと、マリカが実感出来るようにカキ氷を掬すくった。

「はい、フィオナ。あ～ん」

　マリカに教えるため、優斗も普段では絶対に言わないことを口にする。

「まんま！　あ～」

　娘が父親の真似をするように声を発した。くすっと笑って優斗が前を見ると、

「…………」

　顔を赤くさせたフィオナがそこにいる。どうして、と思うが優斗はすぐに気付く。

　彼女と同様に顔が一気に赤く染まっていった。

「まんま？」

　食べないのでどうしたのか、とマリカが小首を傾かしげる。

「あっ、せっかくやってくれたのにごめんなさい、まーちゃん」

　フィオナは顔を前に出してスプーンに掬われた氷をぱくっ、と食べた。

　冷たくて甘い。口の中に広がる冷たさと一緒に顔の火照りも取れたらいいのに、とフィオナは思うが、そうもいかなかった。

　すると卓たく也やがニヤニヤしながらも残念そうに、

「こいつらが可哀かわい想そうなのは鈍感を貫けないところだろうな。別の視点から見れば恥ずかしい行動だ、というのが鈍感な奴やつらと違って分かるから」

　状況分析をわざわざ伝えてくる卓也に対して、優ゆう斗とはかろうじて文句を言うのが精一杯。

「……うるさいよ。僕だって分かってるんだから」

　図星だったから顔が余計に赤くなる。これは確かに恥ずかしかった。

　マリカと同じ要領でフィオナにやることじゃない。

　と、他の面々も一斉に海から戻ってくる。

　そして二人が顔を赤くしているのを察し、大いにからかったのも一興というものだろう。




　全員が揃そろったので、少しばかり早いが海の家で割高の昼ごはんを食べる。

「まだ食べられるけど、どうすっかな？」

　搔かき込むようにラーメンを食べていた修しゆうではあるが、少し物足りなかったのか追加注文しようかどうか悩んでいた。けれど卓也が止める。

「やめとけって。どうせこの後もお前は動き回るんだから」

　運動なのか、それ以外なのかは別として確実に〝何か〟あるだろう。

「えっと、タクヤさん？　意味深な発言に聞こえたのは気のせいでしょうか？」

　アリーが卓也の発言の意図が気になって尋ねてくる。

「気のせいじゃないな。この間の森の時もそうだったけど、たとえば──」

　卓也が何か言おうとした瞬間だった。海の遠方、遊泳禁止ラインよりも遠くに巨大な物体が波音を立てながら現れる。丸みを帯びた赤い姿と、海面から何本も生えるように見える吸盤の足。卓也が呆あきれるように先ほど言いかけた言葉を口にした。

「たとえば、でかいタコが登場するとか、だな」

　途端、海水浴場がざわめいた。海の中にいる人たちは一斉に陸を目指し、腕に覚えがある者は逆に海へと近付いていく。

「うわ～、大きいね。パニック系を主題にした小説に出てきそう」

　優斗が目を凝らして実寸を把握しようとする。海の中にいる上、遠距離だから正確な大きさは分からないが、下手したら二○メートルを超えているのではないだろうか。

「なあ、なあ！　あいつ食えるか試してみようぜ！」

　面白そうな笑みを修が浮かべたが、優斗は肩を竦すくめると首を振る。

「身が引き締まってなくて不ま味ずそう。というか巨大生物から美お味いしいイメージが湧かない」

「食ってみないと分かんねーだろ。意外といけるかもしんねーぞ？」

「修だけ食べればいいよ。僕は素直にパスさせてもらうね」

　危機感皆無な優ゆう斗とと修しゆうの会話に、レイナが思わずツッコミを入れる。

「ど、どうしてそんなに落ち着いているのだ？」

　遊泳場に魔物が現れたというのに、二人の振る舞いが信じられない。

　けれど修と優斗は何が問題なのか分からないとばかりに首を傾かしげ、

「なあ、優斗。あれぐらいのタコに慌てる必要ってあんのか？」

「ないよ。正直なところ、大きいだけで強いわけじゃなさそうだしね」

　二人の感覚としては、何一つとして脅威を感じない。

「そういやレイナはどれくらい強いんだっけ？」

「学院最強って呼ばれてるぐらいの人だから実力があるんじゃないかな」

「だったら俺ら出張んなくていいんじゃね？　レイナだけで倒せるだろ」

　強さのランク的にも、おそらくＢランクかＣランク。優斗や修がいなくてもいいはずだ。

　というよりレイナから感じる実力のほうが魔物よりも余裕で上だと判断出来る。

「いや、さすがに私だけだと勝てるか分からない上、よしんば勝てるとしても骨が折れるから一緒にやってくれると助かるのだが……」

「俺らじゃなくても大丈夫。和泉いずみも卓たく也やもいるし、他もなかなかの実力者ばっかりだぞ」

　上級魔法を使える人材が多数いるメンバーを〝なかなか〟と言い切ってしまうあたり、修もさすがはリライトの勇者なだけはある。

「それによ、周りにいる冒険者みたいなのも応戦に向かってるみたいじゃん」

　役に立ちそうではないが、いないよりはマシ……かもしれない。

「まっ、あのラインを突破されたら手を出してやんよ」

　そう言って修が海上を浮遊している物体を指差す。

「ブイがあるだろ。あそこをタコが越えたら俺と優斗も参加するよ」

　二人で簡単に片付けてもいいのだろうが、今後のことを考えるとベストの選択だとは思えない。

「アリーたちには世話を掛けるけどな、いつだって俺らがいるとは限らない。今後も似たようなことあると思うし、今のうちに慣れといたほうがいいだろ」




　そして全員で波打ち際に向かった。

　修とマリカを抱っこしている優斗は、少し下がった場所で様子見しながら会話する。

「そんで越えてきた場合、どう動くとするよ？」

「試そうと思ってるやつがあるから、使ってみようかなって」

「何だ？　森で使った魔法と同じ作品だと、破滅の一撃あたりか？」

「あれは危なすぎるかな。威力がシャレになってないし、うっかりでも失敗したら世界云うん々ぬんの話になるんだから」

「じゃあ竜殺し。あれもあれでテンション上がる魔法だろ？」

　修しゆうが言った途端、優ゆう斗とが睨にらみ付けてきた。

「龍りゆう神じんは竜とは違うし、使うべき時があったら使うけど……次にマリカの前で言ったらぶっ飛ばすからね。拳骨一発で済むとは思わないように」

「冗談だって。俺だって幾ら何でもマリカの前で使えとは言わねーよ」

　何となくではあるが、縁起が悪いような気がするのも確かだ。

「で、どうすんだ？　他のゲームの魔法でも使うのか？」

「違うよ。実は大精霊を喚よんでみようって考えてるんだ」

「……大丈夫なんか、それ？」

　その口調から、まだ精霊に関しては優斗も詳しくは知らないのではないだろうか、と修は思う。けれど優斗は左手の薬指に嵌はまっている指輪を見ながら答えた。

「基本は本を読んで勉強したし練習もした。それに感覚的には喚よべるって感じてる。あとは精霊って意思を汲くみ取ってくれるらしいから、威力設定もしやすいはずだし四大属性であればギリッギリで上級魔法の威力まで抑えられる……はず」

　断定は出来ないが、どうにかその程度で収まると思う。というか、そう思いたい。

「だから大精霊を使し役えきする練習にはちょうどいいんじゃないかな。それに駄目でも普通の精霊の使役で、あのタコならどうにかなると思う」

「ふ～ん。まあ、お前が大丈夫だって感じてんなら問題ないだろうけどよ」

「でも、とりあえずは和泉いずみがどうにかするでしょ」

　先ほどタコが現れた時、荷物置き場まで戻って何か手にしているのを優斗は見た。

「和泉がどうにかする？　ああ、あいつ何か作ったのか？」

「この間、クリスがお楽しみにって言ってたから、今日お披露目するんだろうね」




　砂浜に足を踏み入れた人たちは各々が魔法を使う。

「一斉に撃てっ！」

　冒険者の男の声に応じて、幾人かが炎玉を飛ばした。しかし、幾つ当たれども下級魔法だからかタコにダメージを与えるほどの威力はない。

　アリーたちも彼らと同じ位置まで立ち、今の攻撃の様子を見ていた。

「レイナさん。近付いてはみたものの、どうするのですか？」

「……そうだな。この中で私以外に火の上級魔法を使えるのは？」

「わたくしとクリスさんが使えますわ」

　他の面々も中級魔法までは使えるとレイナに伝える。

「海辺でやりにくいが、一斉に攻撃をしてみるとしよう」

　各々が詠唱を始めた。特に集中を要したのはアリーとクリスとレイナ。

「「「求めるは火帝、豪炎の破壊」」」

　幾つもの火球が生まれ、その中でもとりわけ大きい三つの炎弾を筆頭にして、

「タイミングを合わせて放て！」

　レイナの合図と共に一斉に飛んでいく。問題なく当たれば大ダメージ、もしくは倒せるのだろうが放った魔法を視界に入れた巨大タコは、足の一本を大きく持ち上げると海面に叩たたき付けた。大きな水の壁が火球を飲み込んでいく。皆の後ろにいる修しゆうが口笛を吹いた。

「おおっ！　やるじゃんか、あの巨大タコ」

「けれど威力弱めただけだよ。残念ながらタコの目論見通りとはいかず、かな」

　中級以上の炎群は、水の壁を突破し威力は弱まりながらも巨大タコに着弾する。

「──ッ！」

　少しよろめいたことで僅わずかでも通用したと思う一方、大幅に威力を削られたのも確かだ。

　レイナは巨大タコに攻撃を防がれたように感じて、内心で僅かに焦りが生まれる。

　──あれで防がれるのであれば、次は風か？　地か？　水か？

　風だと威力が弱い。地ならば攻撃が届かず不可能。水では破壊力に乏しい。

　かといって火だと水の壁を作られた上、相性が悪いので防御されやすい。

「レイナさん。自分は派生である雷系統の魔法を使うことが出来ますよ」

「……いや、相性的には良いがこの状況下では難しいと判断せざるを得ない」

　雷撃による被害がどこまで出るか判断出来ない。

　意外と厄介なタコだ、とレイナが頭を回転させていると、

「おい、生徒会長」

　唐突な呼び掛けがあった。レイナは声の主──和泉いずみに振り向く。

「生徒会長。今のをもう一度、試して貰もらってもいいか？」

「しかし今のを見たはずだ。あいつも単純バカなタコではない。同じことをされるぞ」

「水の壁なら俺が突破してみせる」

　予想外に和泉が言い切った。だがレイナは判断し切れない。

　チラリと後方にいる修と優ゆう斗とを見た。優斗がこれぐらいなら、とアドバイスする。

「あれで防がなきゃいけないってことは、脅威に感じたってことだから。それにダメージもそれなりに通ったことだし和泉の提案も間違ってないよ。そして僕は和泉が言い切ったのなら、水の壁を突破出来ると確信してる」

　どうやるかは優斗も知らないが、和泉ならば出来るのが分かっているようだった。

「けれど決定権はレイナさんにあるよ」

　決めるのは彼女だ。和泉を信じるのか、信じずに別の方法を試すのかはレイナ次第。

「……本当に突破出来るのだな？」

　確認するようにレイナが訊きくと、和泉は軽い口調で答えた。

「もし出来ないのであればクリスが女装すると先ほど言ってたぞ」

「えっ!?　どうして自分がいきなり巻き込まれているのですか!?」

　唐突に名前を呼ばれるし、変なことを言っているしで大いに慌てるクリス。

「決まってるだろう！　婚約者なんているリア充は女装でもして嫌われるがいい！」

　いつものバカな光景に皆の表情が和らいだ。心に余裕が生まれたレイナも判断を決める。

「分かった。もう一度やるとしよう」

　レイナが宣言すると、和泉いずみはポケットから銀色に輝く──拳銃を取り出した。

　タコが現れた時に念のため持ち出したものだ。

「何だ、あれ？　もしかして拳銃を作ったってことか？」

　修しゆうが珍しげに目を細める。当然、銃を知らないこの世界の友人たちは頭にハテナマークを浮かべているが、クリスだけは和泉が持っている物を理解して笑みを浮かべる。

「俺の準備はもう出来ている。タイミングはいつでもいい」

　和泉はセーフティーを外し、銃口を巨大タコに向け、照準を合わせる。

　レイナにはよく分からない代物だが、とにかく準備は大丈夫らしい。

「全員、さっきと同じだ。火系統で最大の魔法を使おう」

　レイナの合図でもう一度、同じ魔法を唱える。

「行くぞ！　全員、一斉に放て！」

　火球が続々とタコに飛び込んでいくが和泉は照準を合わせたまま動かない。

　けれど先ほどと同じようにタコが足を振り上げる瞬間だった。和泉が引き金を引いた。

　撃鉄とシリンダーから小さな魔法陣が浮かび上がり、連続して銃声より甲高い音が六発響く。僅わずかにしか視認出来ない弾丸は瞬く間に炎群を追い抜いた。

　そして先ほどと同じようにタコが水面を叩たたき、水の壁を作った時だった。

「さて、こっちも準備は問題ない。──開け」

　小さな台詞せりふを和泉が紡ぐ。すると弾丸から魔法陣が現れ、岩石が六つ海上に出現した。

　圧倒的な質量を持った岩石が水の壁を破砕していく。

　そして岩石が通り抜けて作った空間を炎群が抜けていった。

　水の壁を抜ければそこにあるのは巨大タコの身体からだ。

　火球は全てが違たがわずに命中し、先ほどよりも大きく巨大タコはよろめいた。

「さすがに今の攻撃を当てたのであれば、倒すことが出来たはずだ」

　威力が軽減されていない上級魔法を含む炎群が当たったのだから、倒れてもおかしくない。

　レイナは少しだけ気を抜いたが、巨大タコの異変にフィオナが気付いた。

「……あの、皆さん。あの巨大なタコですが、膨らんでいるように見えませんか？」

　彼女の発言に全員がよくよく観察してみる。確かに身体が大きくなってきていた。












　理由はなくとも、嫌な予感が全員の脳裏によぎる。

「も、もしかしてあの大きなタコ、爆発するんじゃ……」

　ココが全員の思っていることを代弁した。どこまでの威力なのかは分からないが、少なくとも津波が発生して襲い掛かってくるのは間違いないだろう。

　全員が慌てている中、卓たく也やがレイナに次の行動の確認を取る。

「どうするんだ、レイナ!?　っていうか爆発の対処方法、知ってるのか!?」

「……っ！　ちょ、ちょっと待て！　このケースは私も初めて遭遇する！」

　そしてレイナは最善策を考えようとする。だが今は迷う場面でも考え抜く場面でもない。

「なあ、優ゆう斗と。爆発オチは想定外だし、手伝ったほうがいいか？」

「そうだね。倒したけど爆発しますっていうのは、僕たちがやったほうがいいと思う」

　逆に優斗と修しゆうの判断は早かった。レイナが考え込んだと見るや、すぐに前へと躍おどり出る。

　優斗は抱えているマリカをフィオナに預けて、修の隣に立った。

「おーい、レイナ。この場面で迷ったら負けだぞ」

　修が一言伝える。爆発するまでの時間がなさそうなのだから一つのベストを模索するより、幾つかのベターを瞬時に考えて実行したほうがいい。

「最悪、ミスったらフォロー頼むよ。修だったら何でもありだろうし」

「まだタコを練習台にしようとしてるあたり、お前の根性の据わり方も凄すごいな、おい」

　二人はたったそれだけの言葉を交わすと、優ゆう斗との左手にある指輪が反応を見せた。

　──大丈夫。僕なら喚よぶことが出来る。

　優斗は感覚で理解していた。自分は大精霊を使し役えき出来る、と。

　口にするべき詠唱は、やっぱりゲームから引っ張り出す。優斗的に少し気になっているのは、自分の詠唱はこの世界に比べてかなり厨ちゆう二に病びようっぽいのではないかと思うぐらいだ。

　──とはいえ仕方ないのかな。

　大精霊を召喚する詠唱はまだ知らない。そもそも自分は独自詠唱の神話魔法が使えるので、大精霊召喚の詠唱も普通のものでは駄目な可能性だってある。

　ついでに言えば隣に修しゆうが立っている以上、失敗したところで問題は一切ない。

　だから失敗を恐れることなく練習することが出来る。

『現世に顕けん現げんせよ。この世あらざる世界の住人よ』

　優斗は左手を前に突き出しながら言葉を紡ぐ。

　魔法とは少し違う、精霊の使役。魔法というものが魔法陣によって出力、形、属性を与えられたものだとすれば、精霊術は魔力を魔法陣に通すことによって精霊という〝モノ〟に魔力を与え、パスを繫つないで協力して貰もらうこと。

『我が望むは全てを分かつ疾風はやての神使い』

　龍りゆう神じんの指輪が煌きらめくと、巨大タコの眼前に魔法陣が生まれた。

　そこから薄く緑色に輝いている半透明な人間の女性の姿を模した精霊が現れる。

『我らの敵を切り刻むがために姿を成せ』

　優斗の詠唱が完成し指輪が先ほどより大きく輝いたと同時、竜巻が突然海上に現れて巨大タコを囲み凄すさまじい勢いで切り刻んでいく。足も身体からだもどんどん細切れになっていくが、それでも爆発する気配が微み塵じんも衰えないので、

「これだと結局爆発するみたいだね。風の壁だけだと不安だし修も頼むよ」

「はいよ。まあ、竜巻の中に水をぶっ込めばいいか」

　リライトの勇者が右手を振り上げると、竜巻の中心に水柱が上がった。

　細切れになった巨大タコの破片が水に包まれ、水の中で膨らみが限界になったのか小規模な爆発が幾つも起こる。だが、全て水が爆発の威力を吸収し、さらに風が壁となっているので傍はた目めには特に大げさなことになっていない。

　全ての爆発が終わると優斗と修は精霊の使役と魔法を解除。

　水柱はゆっくりと海に戻っていき、竜巻も大精霊の姿が消えるとすぐに霧散した。

「うしっ。これで終了っと」

　修がパンパン、と手を叩たたいて終わりを告げる。啞あ然ぜんとしているのはレイナだけだが、他のメンバーも卓たく也やと和泉いずみを除いて未いまだ驚きを隠せない。

　マリカだけはただ一人、目の前の光景を喜ぶように目を輝かせていた。

「……またユウトから聞いたことのない詠唱が出てきましたね。自分も一緒に調べはしましたが、大精霊を召喚するための本を借りてはいなかったような……」

「シュウ様も詠唱せずにあれほどの魔法を突然使うのはやめて欲しいですわ」

　クリスが呆あきれ返り、アリーも嘆息する。威力的にはかろうじて上級で収まっているようではあるが、やっていることは本当にとんでもない。

「カルマの時にも思ったのだが、ユウトもシュウも本当に凄すごいのだな」

　レイナが再確認するように呟つぶやいた。すると修しゆうはレイナに振り向き、

「正直に言っておくと、レイナがしっかりしてれば俺らは出張る必要なかったんだぞ」

　そして彼女ならば、問題なく解決出来るだけの能力があると踏んでいた。

「す、すまない。私も海辺の敵に対して、想定が足りなかったと反省している」

　修の物言いに頭を下げるレイナだが、優ゆう斗とがフォローするように言葉を重ねた。

「いやいや、さすがに最後の爆発は予想外だし判断が遅れてもいいんじゃないの？」

「まあ、確かにそうだけどよ。レイナほどの実力者だったら問題ないはずだろ」

　確かに修もタコが爆発って何だよ、とは思ったけれど。

「しかしシュウ、ユウト。お前たちはしっかりと対応してみせた」

「フォローする準備はあったからな。ユウトが練習台にするのはビックリしたけど」

「……そうか。私は真剣だったのだが、お前たちは練習台にするほどの余裕があったのか」

　今回、レイナが失敗した一番の原因は、魔法が当たった時点で倒したと少し安心してしまったことだ。これがもっと凶暴な魔物だとしたら、誰かを窮地に追いやってしまったかもしれないので、勉強になったと一つ頷うなずく。

「いや、しかしこうでなくてはな。追い掛ける甲か斐いがあるというものだ」

　そしてビシッと指を突き出して、優斗と修を指し示す。

「いいか！　絶対に追い付いてやるから覚悟しておけ！」

　指を指された二人は、素直に格好良いと思える宣言をするレイナの頼もしい姿に肩を竦すくませると、くすくすと笑って頷きを返した。





　　　　　　　◇　　　　　　◇






　楽しかった旅行も終わって帰りの馬車。今度は修と卓たく也やが御ぎよ者しやをやっていた。

　他のメンバーは色々とあって疲れたのか、大抵は馬車の中で眠っている。

　その中で起きていた優斗とレイナは小声で会話をしていた。

「イズミの拳銃？という武器も凄かった。弾丸というものに魔法陣が込められているのは、魔法具と同等の技術で作られたものなのだろうな」

　本当に素晴らしいものだ、とレイナは感嘆する。異世界の知識とセリアールの技術を用いたのだろうが、誰にでも創り出せる武器ではないことぐらい彼女にも理解出来ていた。

「だが、ユウトの詠唱も何なのだ？　精霊を扱う精霊術士のことは知っているが、お前のような詠唱、私は今まで聞いたことがない」

「まだ大精霊召喚の詠唱まで調べてなかったんだけど、感覚的に出来そうだから独自詠唱でやってみたんだよ。今日は修しゆうも一緒にいたから、失敗してもよかったし」

「……予想以上に何でもありなのだな、ユウトは」

　闘技大会といい今回といい、ぶっ飛んだことをやっている。独自詠唱の神話魔法に加えて大精霊召喚とか、どれだけの離れ業をやっているか理解しているのだろうか。

　けれど優ゆう斗とは否定するように軽く首を横に振り、

「あのね、レイナさん。僕だって何でもありなわけじゃないよ。精霊についてはマリカの親になった副産物。さすがに最初から精霊を使し役えき出来たわけじゃない」

　膝の上で眠っているマリカの髪の毛を優しく梳すきながら説明する。

　と、その時に突然馬車がカタンと跳ねた。小さな揺れではあったが、右隣に座っていたフィオナの頭がポスン、と優斗の肩に乗ってしまう。

「──ッ！」

　瞬間、優斗がピシっと石のように固まった。レイナはそんな初うい々ういしい反応に笑みを零こぼし、

「何を緊張している。フィオナはお前の奥様なのだろう？」

「……奥様だろうと誰だろうと、美人の顔が近くにあったら緊張するんだよ」

　周囲に視線を彷徨さまよわせて落ち着かない彼に、レイナはころころと笑う。

　巨大タコが現れても「食べられるか？」なんて会話をしていた男の子が、女の子の頭が肩に乗っただけで狼ろう狽ばいしているというのは、本当に可お笑かしかった。

「何ともまあ、意外な弱点の発見だ」




　空が暗くなる頃には全員が無事に家へ帰り、優斗は未いまだ眠そうなフィオナを部屋に送り届ける。そして馬車から降りた途端妙に元気になったマリカと、フィオナの部屋から出てきたところをマルスに誘われ、一緒にテラスで飲むことになった。

　トラスティ邸で暮らし始めてから何度も誘われてはいるが、今日はマリカを抱いたままなので優斗はアルコールがほとんどない葡ぶ萄どう酒しゆをちびちびと飲む。

「旅行はどうだったかな。楽しむことは出来たかい？」

「楽しかったですよ。マリカも楽しかったよね？」

「あいっ！」

　元気一杯なマリカの返事にマルスの表情も緩む。

「君たちが来てからというもの、騒々しくも実に楽しくなったね」

　フィオナの今までと比べると、優斗だけでも十分すぎるほど騒がしい。

　なのに他の面々が加わった瞬間、さらに騒がしくなるのだから本当に驚いてしまう。

「マリカも我が家に来たことで、余計に日々が彩られたように私は感じているよ」

「あうっ！」

　何な故ぜかマリカが反応した。その姿が愛らしくて、マルスはさらに表情を崩した。

「いやはや、孫というのは想像以上に可愛かわいいものだね。フィオナは大人しく可愛かったが、マリカは娘と違って元気で可愛い」

　懐かしむようなマルスに、優ゆう斗とはマリカを構いながら会話を広げる。

「やっぱりフィオナって幼い頃から大人しかったんですか？」

「そうだね。あの子はあまり夜泣きもせず、エリスや家政婦長の手を煩わせない良い子だったんだよ。ユウト君はどうだったのかな？」

「えっと……どうでしょう？　そういう話をしたことはありませんから」

　さして気にしていないのか優斗は平然と言葉を返すが、マルスは僅わずかに眉をひそめた。

　彼が『道具のように扱われていた』と教えてくれたことを失念してはいなかったが、それでも訊きいてはいけない話題だった。

「すまない、ユウト君。私の失言だったね」

「いえ、気になさらないで下さい。僕を育てた人たちを親だと言ってしまうと、マルスさんたちのような方々に失礼ですよ」

　優斗は本当にそう思っている。息子である自分を道具として扱い、人として扱わなかった奴やつらのことをどうして親だと思えるだろうか。

「けれどある意味、感謝しています。あの人たちを反面教師にできるから、マリカに対してもやってはいけないことだけは理解しているつもりです」

　自分が過ごした日々とは真逆なことをやっていけばいい。

　そうすれば、少なくとも自分のような間違った育ち方はしない。

「とはいえ、それが親として子育てすることに繫つながっているのかは分かりませんけどね」

　微笑ほほえみを浮かべながら落ち着いた様子で話す優斗。

　けれどマルスにはそれが、どうしても取り繕ったようなものにしか感じられない。

「ユウト君は普通の親を……いや、普通の暮らしを求めていたのかい？」

　少し踏み込んだことを訊くと、優斗は静かに首を横へと振った。

「……分かりません。だけど昔の僕があったからこそ修しゆうたちに──『家族』に出会えました。それは絶対に譲れないことで、忘れてはいけないことです」

　どれだけ最悪な過去を過ごしたとしても、その後に幸さいわいはあった。

　だからこそ全部を全部、否定することは出来ないし否定しようとは思わない。

「ただ、普通の日々と普通の親が欲しかった、と。そのことを僕自身、一度たりとも考えたことがないかと問われてしまうと……」

　優ゆう斗とはグラスの中にある葡ぶ萄どう酒しゆを飲み干す。

　そしてテーブルの上にゆっくりとグラスを置くと、

「……いえ。どうやら旅行に行った疲れで酔いやすくなっていたようです。マルスさんに少し暗いことを話してしまい、本当に申し訳ありません」

　そう言いながら立ち上がり、優斗はマリカを伴って席を外した。

　マルスは二人のことを見送りながら、今の会話の内容を考えて頭を搔かく。

「踏み込みすぎた……というよりは、私を慮おもんぱかってくれたのだろうね」

　答えてくれたりはしたものの、話すべき内容ではなかったと思い直したのだろう。

　話しても問題ないと思われたいが、そうなると信頼出来る大人というだけでは足りない。

「だとすれば、私はどのような関係を望んでいるのだろうか……」

　彼の過去に何があったのか、今はまだ詳しく知らない。

　しかしどのような過去があったとしても、マルスにとってはフィオナを良い方向へ変えてくれて、自分の夢を叶かなえてくれた素晴らしい少年だ。

　だから近いうちに自分も優斗とどのような関係を望み、どのようになりたいのか。

　しっかりと定めていこうと思った……その時だった。

「あなた、またユウトさんと飲んでたの？」

　エリスがテラスに顔を出し、マルスへ苦言を呈した。

「少しだけだ。酔ってしまうほど、お互いに飲んではいないよ」

「だからって何度もやるのは限度があるわ。念願の夢だったのは分かってるけど」

　とはいえ、付き合わされている優斗の身を考えて欲しいとエリスは思う。

　けれどマルスは難しい表情をさせたまま首を振った。

「いや、むしろ私はもっと彼と関わる必要があると実感させられたよ」

「……あなた。一体、どういうことかしら？」

　真剣味を帯びているマルスに問い掛けると、夫は先ほどの顚てん末まつを妻に伝える。

　エリスは話を聞き終えると、僅わずかに目を伏せた。

「ユウトさんの話を聞いた上で、あなたはどうするつもりなの？」

「まだ結論は出していない。けれど彼に対する遠慮をなくすことだけは決めたよ。一緒に暮らしているのだから遠慮は不必要だ、と。それだけは間違いなく私が願っていることだ」

「……遠慮、ねぇ。確かにユウトさんはもう少し、気を抜いてもいいとは思うけど」

　今の彼が取っているスタンスは同居人だ。家族と呼べるほどの関係ではない。

「私たちは立場上、後見人ではある。だが設定を持ち出させて貰もらうなら、彼の義両親でもある。つまり彼は私たちの義息子、という立場だと言える」

　優斗には単なる異世界人という立場だけではなく、フィオナの婚約者という立場があり、夫という立場だってある。彼はトラスティ家にとって欠かせない人間の一人だ。

　しかも孫のためにと親友たちと離れて一緒に暮らし、大人という存在を信じていないのに自分たちを信じてくれて、マルスの夢を嫌な顔一つせずに叶えてくれた。

「だからエリスも考えて欲しい。ユウト君と自身の関係を、どのようにしたいのかを」






第四話






　旅行も終わり、夏休みなのでまったりと優ゆう斗とが過ごしていた頃。

「ユウトとフィオナさんにお願いがあるんです」

　珍しく単独でトラスティ邸に来たクリスが唐突に切り出した。

「ユウトには旅行に行った時、夏に婚約者と会うことは話しましたよね？」

「そうだね。クリスに婚約者がいることに驚いたよ」

　四人全員で驚いたので、優斗もよく覚えている。

「明後日あさつて、その婚約者と会うことになったのですが、一緒に会っていただけませんか？」

　クリスが珍しくしてきたお願い。もちろん、突発的だったので意味が分からない。

「別に会うくらいなら構わないんだけど、説明お願い出来るかな？」

「分かりました」

　クリスは頷うなずくと事の発端を話し始めた。

「初めて会った時は両家の顔合わせということもあって互いの両親随ずい伴はんでしたが、今回はどちらの両親もいません。しかも何な故ぜか早いうちに自分の知人を知っておきたいという話になりました。それで今回は友人を交えてのお茶会をするということになって……」

　クリスも初めての経験とはいえ、急に知人を交えてのお茶会など多少の違和感はあった。

　しかし婚約者と会うというのはこういうことなのだろう、と割り切って頷いたらしい。

「そして彼女が初対面でも安心して会える知人を選ぶとなると、自分としてはユウトとフィオナさんが適任かと思った次第です」

　優斗も一緒にいる面々を考えると、クリスの人選に納得する。

「とりあえず修しゆうと和泉いずみは論外だし、アリーは王族だからどうしたって緊張する。残るは卓たく也やとココだけど……卓也はテンパりそうだし、ココも緊張したら色々と失敗しそう」

　クリスも苦笑していることから、優斗と同じ意見なのだろう。

「というわけで、お二人にお願いしたいのです」




　そして翌々日のお茶会の日。クリスが迎えに来たので、優斗とフィオナも準備をして玄関に向かう。フィオナはエリスに抱っこされているマリカへ色々と話し始めた。

「まーちゃん。ちゃんとお母様──ばあばの言うことを聞いて下さいね」

「あい」

「夜には帰れますので、それまで良い子でいて待っていて下さいね」

「あい」

「他にはですね──」

　フィオナがあれやこれやとマリカに注意するべきことを教える。

　初めてマリカを伴わずに二人で出掛けるのだから心配するのは分かるが、

「……フィオナ、心配しすぎ。エリスさんがいるんだから」

「そうよ。これからのことを考えると、二人がいないことも慣れないといけないんだから」

　優ゆう斗ととフィオナのうち、片方がいないのはマリカも慣れてきている。

　そろそろ次の段階に進んだほうがいいので、今回の一件は渡りに船だ。というわけで去り際もチラチラと後ろを振り返るフィオナを引き連れて、三人はクリスの家を目指す。

「ねえ、クリス。お相手は子爵のご令嬢というわけだけど、どういう子なの？」

　優斗は念のため、クリスに再度確認を取る。

「清せい純じゆん無む垢くな女性です。間違えても事前準備なしでイズミと関わらせたくないですね」

　受け持つ生徒の扱いが雑だとは思うが、優斗もフィオナも特にツッコミは入れない。

「性格はどんな感じ？　清純無垢ってことは大人しいの？」

「大人しいわけではありませんね。タイプとしてはアリーさんとココさんに近いと思います。アリーさんを幼くして、ココさんの慌てる感じが追加された性格です」

　少なくとも噓うそは平然と言えるような女性ではないだろう、とクリスは語る。

「……あっ、そういえば忘れてたけど、僕たちはどういう設定で会えばいいのかな？」

　優斗がふと気になった点を訊きく。確かに、とフィオナも頷うなずいた。

「そうですね。それによって会話の内容も変わってくると思います」

　友人同士か婚約者か夫婦か。クリスは問い掛けに対して少し悩むと、

「……ほとんど結婚まで決定していることを考えれば、今後マリカちゃんと会う機会がないとも言えません。なので夫婦設定がベストだとは自分は考えます」

　どこまで事情を話すべきかは考えどころだが、将来的なことも含めれば夫婦としての二人に会ったほうが余計な齟そ齬ごが生まれないだろう。

「すみませんが、そういうことでお願いしてもよろしいでしょうか？」

「了解だよ。まあ、そっちのほうが話題には困らないから良いかもしれないね」

　その他にも軽く打ち合わせをしているうちに、クリスの住んでいる家まで辿たどり着く。

　初めて目にする庭園。そこにあるテーブルで一人の少女が落ち着かなそうに待っていた。

「クリス、あのガッチガチに緊張してるのが婚約者さんだよね？」

「はい。自分の婚約者のクレアです」

　待ち合わせ時間までは三○分以上もあるので、クリスとしては三人でゆっくり婚約者を待とうとしていたのだが、予想は大いに外れてしまっていた。

「まさか自分もこんなに早く来ているとは思いませんでした」

　少々驚きながらクリスは婚約者に近寄っていく。

「クレア、久しぶりですね」

　近くまで歩いてクリスが話し掛けると、勢いよく婚約者は立ち上がった。

「ク、クク、クリス様、お久しゅうございます！」

　緊張のあまり、口が上う手まく回っていない。クリスも優ゆう斗ともフィオナも苦笑した。

　さらに彼女は優斗たちを認識すると、慌てっぱなしのまま挨あい拶さつをする。

「あ、あの、あの、あの、こ、この度はわたくしたちのために、お、お越しいただき、その、えっと、あ、ありがとうございます！」

　九〇度にもなりそうな勢いでクレアは二人へ頭を下げる。

　何というか優斗が今まで関わってきた貴族とは毛並みが違っていた。

「クレア。今日は緊張しないで済む友人に来ていただきましたから、落ち着いて下さい」

「ひゃ、ひゃい！」

　なんて頷うなずくものの、これではさすがに緊張しすぎだろう。

　優斗はフィオナを伴って近寄ると、警戒心をできるだけ抱かせないよう爽やかに笑う。

「クレアさん。まずは深呼吸をしてみましょう」












「……へ？」

　優ゆう斗とのトンチンカンとも言える第一声にポカンとするクレア。

「クリスもフィオナも一緒にお願い」

　優斗が目論んでいる意図を察したクリスとフィオナは頷うなずきを返す。

「はい。それじゃあ、みんなで一緒に息を吸ってみましょう」

　合図を出すと、フィオナとクリスがゆっくりと深呼吸をし始めた。

　クレアも慌てて二人と同じように息を大きく吸った。

「では、焦らずに少しずつ少しずつ息を吐いて下さい」

　ゆっくりと三人が息を吐く。もう一度、同じことをさせると優斗はパン、と手を鳴らした。

「では自己紹介をさせていただきますね。ユウト＝フィーア＝ミヤガワと申します」

「妻のフィオナです。本日はお招きいただき、まことにありがとうございます」

　丁寧な形で二人がクレアに頭を下げた。クリスは二人のことを手のひらで示しながら、改めて自身と優斗たちとの関係を説明する。

「二人とも学院のクラスメートなんです」

　そしてクリスは続いてクレアの肩に手を置き、

「ユウト、フィオナさん。こちらが自分の婚約者のクレアです」

　優斗たちに紹介すると、クレアは先ほどよりもゆったりと頭を下げた。

「ユ、ユウト様にフィオナ様。本日はよろしくお願いします」




　やっと場の空気が落ち着いたので、四人はテーブルを囲む。

「クレア、最初に言っておくことがあります」

　クリスとしては、とりあえずこれだけは伝えておかなければならない。

「自分たちの付き合いは貴族階級の垣根を越えたところにあります。階級など関係なく愛称で呼びますし、呼び捨てで呼ばれたりしています。一般的にはおかしいかもしれませんが、そこは貴女あなたも了承して下さい」

「分かりました。クリス様がそう仰おつしやるのであれば、わたくしは全く気にしません」

　婚約者の説明にクレアが頷くと、優斗は早速切り出した。

「クリス、今日のところ口調はどうしましょうか？　クレアさんが緊張してしまうのであれば、私はこのままの話し方で通しますけど」

　なにぶん優斗は初対面なので、どこまでしていいのかが分からない。

「いえ、まずは普段の口調に戻って下さい。ユウトに耐えられなかったら不ま味ずいので」

　問題児はもっと他にいるのだから、彼の口調ぐらいは慣れてもらいたい。

「分かったよ。クレアさん、僕はこれからこういう感じで話すけど大丈夫？」

　クリスに言われた通り、パッと口調を変える優斗。

「は、はい。わたくしは大丈夫です」

　いきなり優ゆう斗との言葉遣いが変わったことにクレアも驚きはしているが、嫌悪感は抱いていない様子なのでひとまず安心するクリス。

「ただ、どういうことか、その……」

　クレアとしては説明を求めたい。優斗は頷うなずいて理由を教える。

「クリスが仲良くしてる友達には、もっと言葉遣いが乱雑な人たちがいるんだよ。しかも誰が相手でも口調を変えないから、汚い言葉が駄目な人だと厳しいなって」

　クレアが彼らの言葉遣いを蔑みでもしたら、彼の嫁となるにしてはかなり致命的になる。

「だ、大丈夫です！　わたくし、ちゃんと頑張ります！」

　ぐっと両の拳を可愛かわいらしく握りしめるクレア。どういう意味で頑張るのかは分からないが、少なくとも付き合っていく気があるのは良いことだ、と優斗は思う。

「クレア、この二人は初級レベルです。今後、今日のようにお茶会が増えてくるとレベルが上がっていきますので、心の準備はしておいて下さい」

「……ち、ちなみに、上級レベルだと、どういう方が？」

　恐る恐る問い掛けるクレアに、クリスははっきりと大層な友人のことを伝える。

「我が国の王族が普通に茶飲み友達で出てきます」

「………えっ？　お、お、王族ってことはアリシア様でしょうか!?　もしそうなった時、どのようにお相手をすればいいのでしょう!?」

　またまた慌てるクレア。仕方ないことだとは思うが、優斗は苦笑してしまう。

「今日はアリーを連れてこなくてよかったね」

　もし連れて来たりでもしたら、彼女は緊張のあまり失神してしまいそうだ。

　クリスも簡単に想像出来てしまったので苦笑いしながら頷く。




　当たり触りのない会話をしていくうちに、少しずつクレアの緊張もほぐれてきたようで、こんなことをクリスに訊きいてきた。

「クリス様は学院で、どのような生活をされているのですか？」

「自分ですか？　自分は普通に日々の……」

　と、言いかけたところでクリスはあることに気付いてしまった。

「普通に……？」

　最近の自分の学院生活に、普通なんてところはあっただろうか？

　和泉いずみに振り回され、和泉に引っ搔かき回され、和泉のボケに嘆息しツッコミを入れる日々。

「……普通？」

　思いの外、言葉にしたことと掛け離れてしまった日々に首を傾かしげるクリス。

「クリス様？　どうされました？」

「いえ、ここ数ヶ月で〝普通〟という言葉が随分遠のいてしまったと思いまして」

　特に和泉いずみのせいで、普通とは縁遠い生活をしているように思えた。

　優ゆう斗とはクレアにクリスが首を捻ひねってしまった原因を説明する。

「事情があってクリスが和泉って友達の家庭教師をすることになったんだけど、彼の性格が中々にぶっ飛んでるから、とっても大変だってことだよ」

「そうですね。連れ回され、振り回され、大変そうな日常です」

　毎日が本当に騒がしいとクリスは実感している。

「そ、そんな方の家庭教師を？　クリス様は大丈夫なのですか？」

　心配そうな視線を婚約者に送るクレア。けれどクリスは優しい表情で首を横に振った。

「何だかんだ言っても、イズミと共にいるのは楽しいですから」

　一緒にバカ騒ぎに巻き込まれるのは楽しい。これに関しては真実だ。

　時折、後処理が面倒なのも間違いないが。クレアはクリスの返答にほっと一安心すると、次いで気になっていたことを優斗たちに話し掛ける。

「それで……その、ユウト様とフィオナ様はご夫婦なのだと伺いましたが……」

「何か気になることがあれば、何でも仰おつしやって下さい」

　同じ女性ということもあって、親身になってフィオナが話を聞く。

「えっと、ですね。結婚生活とはどういうものでしょうか？」

　クレアはいまいち想像出来ない結婚生活のことを尋ねる。両親は年齢が離れすぎて参考にならないし、すでに結婚している友人にもまだ参考になるほど聞けていない。

　なので今日、目の前にいる夫婦から話を聞くのは、クレアにとって重要なことだった。

「夫は優しいですし、一緒にいることは本当に幸せです。ただ二学期に入れば学院生活と育児を両立させなければなりませんし、大変さはありますね」

「お、お子様がいらっしゃるのですか!?」

　クレアが目を丸くしながら、凄すごい勢いで驚いた。

　学院に通っているのに、すでに子供がいるとは思ってもいなかった。

「一歳半になる娘がいるよ」

「学院に通っている間は乳母や家政婦にお任せするのですか？」

「家政婦長もしっかりした人だし、フィオナの母親もフォローしてくれてるからね」

　というより龍りゆう神じんという特殊性があるため、迂う闊かつに他人へ任せられないのが現状だ。

　家政婦長はエリスと長年の付き合いらしいので、信頼に足る人物であると優斗は聞いている。しかし、家政婦長や守衛長のバルトが任せられる限界の相手だろう。

「そういえばユウト様が貴族ということは、フィオナ様のご実家も貴族なのですか？」

　続くクレアの問い掛けに今度はクリスが答える。

「彼女の実家はトラスティ公爵家なんですよ。ユウトは子爵の家系なので、爵位という点ではクレアと同じということですね」

「フィオナ様のご実家のほうが爵位は高いというのに、よく結婚が許されましたね」

　女性のほうが公爵の家系なのだから、少なくとも相手である優ゆう斗との家系も侯爵ぐらいでないと許されないのが普通だろう。

「フィオナさんのご両親は寛大な人たちなんです。フィオナさんが気に入ったのなら貴族だろうと平民だろうと、平然と結婚させると思いますよ」

　数ある貴族の中でも、トラスティ家は飛び抜けて変だとクリスは思う。

　クリスの実家も限界まで敷居を広げたからこそ、クリスはクレアを選ぶことが出来た。

　とはいえ最低限、公爵家としての体裁を考えて相手を選んだことも間違いない。

　だがマルスとエリスは絶対に気にしない。フィオナの感情一つで相手を選ぶ。

　するとクリスの説明を聞きながら、クレアはあることを一つ思い出した。

「あっ！　そういえばクリス様、わたくしたちの結婚のことなのですが……」

「何かありましたか？　滞りなく話は進んでいますよね？」

　こうしてお茶会をしていることから、破棄ということはないだろう。

　だというのに何かしらの問題が起こったのだろうか。

「それが結婚の日程が早まりそうなのです」

「……どういうことですか？　自分はまだ何も聞いていませんよ」

　クリスが学院を卒業するまでは待つ、という話だったはずだ。

「わたくしも詳しくは分かりませんが、遅くとも年末……早ければ一ヶ月後にでも、と」

「それはあまりにも早くなりすぎじゃない？」

　あまりの早急さに優斗が特大の疑問を抱いた。公爵家の長子が結婚するというのに、万全の準備で結婚式を行わないなんて違和感しかない。

「わたくしもそう思うのですが……」

「クレアさんは本当に何か聞いてないの？」

「いえ、ただクリス様の周囲が……ということは聞きましたが」

　両親が話しているところをたまたま耳に入れただけなので、詳しい事情までは知らない。

「クリスさんの周囲に何か変化があったのでしょうか？」

　フィオナも一緒になって考え出す。クリスとクレアは意図が分からずに混乱していた。

　優斗も彼らと一緒に考えていると、ふと気付く。

「……ん？　だけど周囲に変化といったら……」

　一つ、思い付いたことがある。なのでもう一度確認したいことをクリスに問い掛ける。

「クリス。初めてクレアさんと会ったのは僕たちに会う直前だったよね？」

「そうですね。ユウトたちと出会った、ほんの少し前ですよ」

「やっぱりね。だとしたら、そういうことかもしれない」

　返答を聞くと、自分の想像におおよその筋が通っていると確信する。

「優ゆう斗とさん、何か分かったのですか？」

「分かったというか、勘違いするには十分かなと思う推論はあるよ」

　全員に説明するため見回せば、フィオナだけではなくクリスもクレアも興味津々で彼を見ている。あくまで予想だと前置きして、話し始めた。

「クリスが誰かに取られることを危き惧ぐしてるんだよ」

「自分が誰かに取られる？　一体、どういうことでしょうか？」

　クリスが疑問を呈する。優斗は指を一本立てると、順序よく説明を始める。

「僕たちと会うまでクリスに友達はいなかった。要するに一人ぼっちだったんだけど……」

「確認されると胸に刺さるものがありますね」

　クリスが乾いた笑いを浮かべる。ただ、事実なのだから仕方がない。

「僕たちと出会ってからクリスの周りには人がたくさん増えた。それは僕とか和泉いずみだけじゃなくてアリーたち──つまり女の子も一緒にいるようになった」

　ここが結婚の話が早まった焦点だと優斗は見る。

「アリー、ココ、フィオナに最近だとレイナさんか。王族に公爵に近衛このえ騎士団長の娘っていうのは、クリスの相手としては上等だと思わない？」

　このうちの誰と結婚しても互いに利点は多々あるはずだ。

「あの、私は優斗さんの妻ですけど」

　するとフィオナが訂正するように声を発した。あくまで夫婦という設定なのだけれど、ほとんど反射的に出たフィオナの言葉に優斗は不意を食らって顔を赤くする。

　けれどどうにか堪こらえて、無理やりに話を進めた。

「あー、フィオナ。ちょっと論点がずれてる。僕が言ったことで重要なのはね、クリスの周囲に上等で上級な女の子がいるってことなんだよ」

　ちゃんと見なければいけないのは、今言ったことが事実であるということ。

「クリスが王子系イケメンってことを考えると、誰かと恋仲になってしまう可能性も──」

「クリス様！　そ、そうなのですか!?」

　途端にクレアが泣きそうになったので、クリスが慌てて彼女を宥なだめる。

「ありません！　ありませんから落ち着いて下さい！」

　どうにか婚約者を落ち着かせながら、クリスは優斗に続きを促す。

「二人の結婚がどういう利益を生むのか、どういう状況下で行われるかは知らない。けれど、さっき言った四人のうちの誰かと付き合ってしまったら、縁談はなくなってしまうかもしれない。特にアリーだった場合は問答無用で破談という形になるだろうからね」

　王族なのだから、いくらクレアの実家が頑張ったところで無意味だろう。

「というわけで誰かと恋仲になってしまう前に結婚させてしまいたいと、クレアさんのご両親が考えた……っていうのが今回の本筋じゃないかな。僕たちを呼んだ理由だって『クレアという歴れつきとした婚約者がいるんだから手を出すな』みたいな意図が見えるしね」

　クリスの両親は優ゆう斗とたちを知っているし、女性陣に対してもクリスは仲間として大事にしているだけで、恋愛対象として見ることはないと理解しているだろう。

　なのでクレアの両親が早とちりした、というのが事の真相ではないだろうか。

「……何となく、ユウトが言っていることで合ってそうな気がします。両親は今回、自分の周囲と打ち解けようとする努力は素晴らしいと言っていましたから」

　とはいえクリスとしても相手の両親が不安がる理由は大いに納得出来る。

「で、クリスはどうするの？」

「どうする、とは？」

　優斗が言った言葉の意味を把握し切れないクリス。

「僕がした予想はどうでもいいし、そもそも公爵家の結婚が一ヶ月後まで早まる可能性は薄いと思う。だけどもし、そうなった場合はどうしたいの？」

　話したことはあくまで優斗の予想だ。

　正しいか否かは相手側しか知り得ない事情なので、正直どうでもいい推理でしかない。

「年末に早めるぐらいなら出来そうなものだけど、それも嫌なら今まで通り学院を卒業してから結婚……ってレールに戻ることも容易たやすいと思うよ？」

　特に王女や勇者は発言力も強いので、無理矢理ねじ伏せることも可能だろう。

「ユウトは自分が頷うなずいたら、絶対にやり遂げますよね」

「クリスが本当に嫌ならね」

　軽口を叩たたく優斗に、クリスは内心で感謝を述べながら婚約者を真まっ直すぐに見据えた。

「クレア」

　名前を呼ばれてビクリ、とクレアの身体からだが跳ねる。

「貴女あなたは今回の結婚、どのように思っていますか？」

「わ、わたくしは、両親の望むがままに……」

「自分は貴女の気持ちを訊きいているのです」

　テンプレートのような台詞せりふをクリスは叩き斬る。

　自分が求めているのは大義名分や決まり切った定型文ではない。

「会って二回目です。そのような男と最短一ヶ月で結婚など嫌ではありませんか？」

「い、嫌ではありません!!」

　クレアの突然の大声に、クリスだけでなく優斗とフィオナも驚いた表情を浮かべた。

「こ、これでもわたくしは婚約してから、結婚生活を送るとしたらどんなことをすればクリス様が喜ぶだろうか、と。そればかり考えておりました！」

　啞あ然ぜんとしている三人に対して、クレアは思いの丈をぶつける。

「確かにクリス様の婚姻は両家の思惑が重なってのことです。ですがわたくしは……」

　この人なら、と最初に出会って思えたからこそ望みたい。

「わたくしはクリス様と愛ある生活を望んでおります」

　しっかりと断言した告白に、思わず優ゆう斗ととフィオナから拍手が起こる。

「これはまた……驚きもありますが照れくさいですね」

　珍しくクリスの顔が赤らんだ。そして一つ頷うなずく。

「ユウト、心は決まりました」

　貴族同士の結婚というものは、平民と比べておいそれと離婚など出来ない。

　他国と比べて比較的緩いリライトでさえ、二割以上は仮面夫婦になってしまうのも事実。

　だが、クリスはどうしてか彼女とは良い結婚生活を送れると思えてしまった。

　何より女性にここまで言われて退ひくのは男らしくない。

「年内に結婚することにします。そうすればクレアのご両親も安心なされるでしょうから」

　別に関係を荒立てたいわけではないし、そもそも心配させたのはこちらだ。

「けれど学院との兼ね合いや、クレアのことをもっと知りたいと自分は思っています。それにイズミやシュウ、アリーさんと顔合わせをしておかなければ安心できません。なので年末まで結婚は延ばすつもりです」

「分かったよ。クリスが決めたのなら、僕がどうこう言うつもりはないよ」

　優斗は右手を軽く挙げた。クリスも意図を理解してハイタッチすると、互いに笑った。

「頑張れ。これから先は大変だろうけど、ちゃんと僕たちもフォローするから」

「ええ。ですがクレアとであれば、自分は問題ないと思っていますよ」

　そしてクリスは吹っ切ったように晴れやかな笑みを浮かべると、婚約者に提案する。

「クレア。八月の終わり、王城の近くにある会場で小さなパーティーがあります。まずはそこに行って挨あい拶さつ回りをするとしましょう」

「それは構わないのですが……挨拶、ですか？」

「はい。貴女あなたのご両親を安心させるためにも、自分の婚約者として来ていただけますか？」

　まるで王子様が求婚をしているかのような光景。

　クレアは彼の立ち振る舞いに見み惚とれながら、一切の迷いなく首肯した。

「よろしくお願いします、クリス様」
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　そしてクリスの結婚宣言から数日後。

　レグル邸へと呼び出された和泉いずみは、お茶会での一幕を聞いて心底感心していた。

　和泉と偶然出会ったレイナも一緒に顔を出し、クリスの行動を賞賛する。

「お前のような男らしい判断は尊敬されるべきだと私は思う」

「そんな面白いことがあったというのに、俺は呼ばれなかったのか」

「自分は最初にイズミをクレアと会わせる度胸がありません」

「私もクリスと同様の意見だ。お前はもう少し常識を弁わきまえたほうがいい」

「なるほど。正しい判断すぎて、俺としては何も言えん」

　順を追って紹介するのであれば、最初に和泉いずみを紹介するのは駄目だ。

　本人でさえそう思うのだから、クリスはまさに正しい判断をしたと言える。

「さて。それでは今日の本題に入るとしましょうか、イズミ」

　クリスはとある部屋の前で足を止めると、ドアを開けて中に入る。そこには居室と使われるような道具は一切置いておらず、代わりに工作用の道具が一通り揃そろっていた。

「父がイズミのために、と用意した研究室になります」

　遊び半分でも趣味でもなく、仕事場だと呼んだところで相違ない部屋の内装。

「……いや、これは驚いた。想像以上に道具が揃っていて感動している」

　考えていた以上の光景に和泉もポカン、と口が開いてしまった。

　クリスは企みが成功したことで、何度も何度も嬉うれしそうに頷うなずく。

「どうやら父はトラスティ家に触発されてしまったようで、何かイズミのために出来ないかと考えた結果、この部屋を提供しようと考えたみたいですよ」

　トラスティ家は他の後見人となった家より、深く異世界人に関わっている。

　それを羨ましく思った結果、今回のようなことを思い付いたらしい。

「これほどの道具が揃っているのなら、イズミもさぞかしやり甲が斐いはあるのだろう？」

「もちろんだ、生徒会長。さらにやる気になったぞ」

　無論、のめり込みすぎて学業が疎おろそかになる可能性は高い。というより絶対に疎かになる。

　なので和泉が二度と追試にならないよう、管理することがクリスの役割だろう。

　しかし今、珍しく感情を大きく表現して道具を見ている和泉に言うのは野や暮ぼだ。

　と微笑ほほえましく和泉を見守っていたクリスだったが、

「あっ、クリス様。こちらにいらしたのですね」

　ひょこっとドアから顔を覗のぞかせた婚約者の登場に、一気に微笑みが消し飛んだ。

「ク、クレア!?　今日、我が家へ来ると自分は聞いていませんよ!?」

「クリス様に会いたくて伺ったのですが……その、ご迷惑だったでしょうか？」

　いつでも来ていいとは伝えている。レグル邸に入ることも問題としてはいない。

　けれど今、この状況下だけは駄目だ。何な故ぜなら部屋の中にいるのはクリスだけではなく、

「おおっ。ここでクリスの婚約者が登場とは粋いきな計らいがあるものだ」

「先ほど話していたクレア、だったか。女の私から見ても可愛かわいらしい女性ではないか」

　声に反応したのか、和泉とレイナが面白そうに振り返っていた。

　クリスは慌てて縋すがり付くように和泉いずみの肩を摑つかむ。

「イ、イズミ！　彼女は昔の自分たちと一緒です。貴方あなたに耐性はありませんからね!?」

「分かってる、クリス。最初の会話は重要だと言いたいんだろう？」

　サムズアップしながら和泉はクレアに近付く。そして、

「俺はクリスの友人の豊とよ田だ和泉だ。よろしく頼む」

「は、はい。わたくしはクレア＝セス＝ミストと申します」

「ところでクリスは女装が似合うと思うが、どう思う？」

　瞬間、クリスは頭を抱えた。レイナも目が半眼になり、呆あきれたような表情を浮かべる。

　そして頭でも叩たたいてやろうかと考え近付こうとした時、

「クリス様が似合うのは当然かと思います。こんなにも格好良いのですから」

　思わぬ返答がクレアからあって、レイナもうっかり動きが止まってしまう。

　クリスも予想だにしない展開で、頭を抱えた状態で婚約者の様子を確認してしまう。

「俺としてはロングヘアーが似合うと思っているが、どうだろうか？」

「クリス様はショートだろうとロングだろうと問題ありません」

　女装しているクリスを思い浮かべているのか、うっとりとしているクレア。

「もちろんイズミ様もロングヘアーでウェーブをかけると、とてもよく似合うと思います」

　と、ここでまさかの飛び火に和泉の表情が変わった。滅めつ多たにない困惑した表情になり、

「……クレア。今、耳を疑うようなことを付け足されたんだが、俺の気のせいか？」

「えっ？　クリス様も似合いますが、イズミ様も似合うとわたくしは思うのです」

　はっきりとした口調のクレアに、和泉はどう反応すればいいのかと考えて振り返った。

　さすがに今まで誰にもされたことのない返しに困った末の行動だが、そんな和泉の視界に映っているのは、先ほどと打って変わって笑いを堪こらえているクリスとレイナの姿。

　見たこともない狼狽うろたえ方に込み上げてくるものがあったらしい。

「啞あ然ぜんとしたイズミというのは、中々に新鮮で面白いですね」

「私は少ししか関わっていないが、それでも愉快な反応を見ることができて満足だ」

　会話が上う手まく嚙かみ合っていないというか、突拍子もない会話をするのは基本的に和泉だが、それよりも突拍子もない返答をされるとさすがに困惑するらしい。

「あの、イズミ様？　クリス様とそちらの女性は、どうして笑っているのでしょうか？」

　二人が笑っている理由を理解出来ず、不思議そうに首を傾かしげるクレア。

　どうやら自分の天然発言が原因だとは全く考え付いていないようだ。

「いやはや、まさかイズミに天敵がいるとは自分も想像していませんでした。しかもそれが婚約者だというのは驚きの一言ですよ」

　しかし、よくやったとクリスは褒めてあげたい。本来はまともな仲間で慣れて貰もらってから和泉に会わせたかったが、良い誤算もあったものだとクリスは思う。

「こうなるとシュウにも会わせられるでしょうね。アリーさんだけは王族というステータスがありますから、申し訳なくも後回しになってしまいますが」

　どうやらクリスが感じているよりも、ずっと真面目で面白い婚約者だ。

　未いまだ不思議そうにしているクレアにクリスは近付き、優しく頭を撫なでる。

「少し勘違いしていました。貴女あなたは意外としっかりしているのですね」

「じ、自分では分かりませんが、クリス様が褒めて下さるのなら嬉うれしい限りです」

　頭に感じる感触に照れながら、嬉しそうに幸福を享きよう受じゆする。

　一方でクレアの返答に困惑してしまった和泉いずみは、額に手を当てていた。

「どうした、イズミ？　さしものお前も戸惑うことがあるのだな」

「……自分の容姿は把握しているつもりだし、会話の流れも理解していた。だからクレアの返し方は俺も想像していなかったし、何よりも対応が一切思い付かなかった」

　どうしてクリスの女装で話を振ったのに、和泉が似合うかどうかに発展するのだろう。

　むしろ、よく和泉の女装姿をイメージして答えたものだ。

「やってみればいいだろう？　ロングヘアーのかつらでも被かぶってみればいい」

「……やめてくれ。クリスは似合うからこそネタで色々とぶっ込むことが出来るが、俺が女装をすると悲惨な光景が広がるだけだ」

　げんなりとした様子の和泉に、レイナはさらにくつくつと笑い声を漏らした。






第五話






　八月も半ばを過ぎ、優ゆう斗とがトラスティ邸の広間でマリカを構っていると、

「卓たく也や、いきなりどうしたの？」

　親友の一人が落ち込んだ様子でふらっと現れた。

　一緒にいるココもどうしたらいいのか分からず、困ったように右往左往している。

「……どうしよう。やっちまった」

　いきなりトラスティ邸にやって来て、しかもヘコんでいる卓也の姿に首を傾かしげる。

「何をやっちまったの？　そこまで落ち込むなんて、相当なことだと思うけど」

「……金が一銭もないんだよ」

「はっ？　定期的に貰もらってるのに、どういうこと？」

　異世界組のお金は王様から毎月、小遣いのように支払われている。本当はもっと膨大な額らしいが、王様が本当の意味で彼らが『異世界の客人』となるまで管理している。

「修しゆうや和泉じゃあるまいし、卓也が金ないっていうのは珍しいどころじゃない……っていうか、やっちまったのはもしかして……」

　卓也がお金を全く持ってないとなると、考え得る可能性で一番高いのは、

「……財布を落としたっぽい」

　がっくりと肩を落とす卓たく也や。どうやらどこかに財布を落としたようだ。

　優ゆう斗とは苦笑いを浮かべると、ちょうど広間にいるエリスへ訊きいてみた。

「エリスさん、何か割のいいバイトとかあります？」

「う～ん、と……そうね。割のいいバイトではないけれど、ギルドでも行ってみたら？　タクヤさんにも出来る依頼はあると思うわよ」

　すぐにお金を手に入れるのなら、ギルドが一番の主流だろう。

「どうする、卓也？　ギルドに行ってみる？」

「とりあえず行くだけ行ってみるとするか。オレでも出来そうな依頼があるっておばさんも言ってくれたしな。ココも悪いけど、一緒に来てくれるか？」

「もちろんです。タクの失敗はわたしの失敗でもありますから」

　善は急げとばかりに三人は玄関に向かおうとするが、優斗は声を掛けることも忘れない。

「フィオナ、悪いけどマリカのことお願いね」

　庭でマリカと日向ぼっこしていた彼女に出掛けることを伝える。

「はい。行ってらっしゃいませ」

「ユウトさん。危険なやつは選べないはずだけど、無茶なものは選んじゃ駄目よ」

　エリスが釘くぎを刺すと、優斗は大丈夫だと言わんばかりに表情を崩した。

「分かってますって。卓也がちゃんと完遂出来るような依頼を選びますよ」




　そしてギルドまでの道中、卓也が先ほどの光景を見たからこその感想を言った。

「何ていうか、思った以上に仲良くやれてるみたいで少しほっとした。フィオナの両親も良くしてくれてるみたいで、本当に良かったよ」

「うん。マリカを育てることに対して相談に乗ってくれるし、すごく参考になってる」

　突然、親になった優斗とフィオナのフォローをしっかりとしてくれている。

　でなければもっと四苦八苦していただろうし、困惑は大きかったはずだ。

「じゃあ、フィオの家が後見で良かったって思ってます？」

「そうだね、ココ。正直、トラスティ家の人たちじゃないと難しかったろうね」

　だからこそ本当に助かっていた。優斗と面識があって、しかも引っ越すことになったとしても満面の笑みで自分のことを受け入れてくれたのだから。

「さて、と。看板が掛かってるから、ここかな？」

「そうですよ、二人とも。ここがリライトのギルドになります」

　大きな看板に『ギルド』と書いてあったので、中に入ってみる。

　何となくイメージ的に汚れている、粗暴な雰囲気、といったものがあったのだが、どうしてなかなか綺き麗れいな内装をしていた。三人は受付に向かう。

「ギルドに初めて来たのですが……」

「それではご案内させていただきます」

　受付の女性に説明を受ける。依頼のランクやギルドライセンスのランク、などなど。

　基本的にＲＰＧと変わらなかったのは優ゆう斗とと卓たく也やにとって幸さいわいだった。

　唯一違うのは国の管轄でギルドが運営されている、ということだろうか。

　他には特に尋ねることもなくライセンスを受け取る。

　この世界の依頼はランク付けされており、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇと八段階になっている。優斗たちが受けられるのはＥランクまでだ。

「討伐でもやるか？　ここに貼ってあるのは弱い魔物なんだよな？」

　卓也は依頼が貼り付けてある掲示板を見ながらココと優斗に相談する。

「タク、討伐はやめたほうがいいんじゃないです？」

「ココの言う通り、討伐より薬草採取でいこう。これなら前に行った森にあったから」

　ランクはＦランク。熱冷ましの薬草の採取。

　そこそこお金になって危険がないということで、これにすることにした。




　森の中に入り、分担しながら草むらで薬草を探す三人。

「優斗、あったか？　オレはもう十分なぐらい集めたけど」

「僕も数に問題なし。これなら依頼も完遂ってことになると思うよ。ココはどう？」

「わたしも大丈夫です。タクに負けないくらい集めました」

　優斗と卓也、ココはパパッと薬草を回収するとすぐにギルドへと戻った。

　修しゆうや和泉いずみのように余計なことをしないので、魔物に絡まれることもない。

「バカ二人がいないから、トラブルなく帰ってこれたな」

「まあ、特に修がいないからね。あいつがいると大抵、何かが起きるし」

「シュウが企画したイベント、連続でトラブルありましたし納得です」

　問題を呼び寄せる災厄人物がいない以上、この三人が問題を起こすことは稀まれだ。

　さっさとギルドで薬草を引き渡し、依頼の完了証明とお金を受け取る。

「これで換金も終了だな。優斗はもう帰るのか？」

「買おうと思ってる物があるから、それを買ったら帰るよ。ココはどうするの？」

「わたしはマリちゃんとフィオに会ってから帰ります」

「それじゃ、オレもおばさんに挨あい拶さつして寮に戻るとするかな」

　ギルドを紹介してくれて、窮地を脱することが出来たのもエリスが教えてくれたからだ。

　なので優斗の買い物に付き合った後、卓也とココもトラスティ邸へと顔を出す。

「ただいま戻りました。エリスさん、ギルドのことを教えていただいて、ありがとうございます。おかげで卓也の金欠が解消されました」

「おばさん、ありがとう。また財布を落としたら、どうしたらいいか分かったよ」

「また落としたら……って、タクヤさんは心配性ね」

　エリスはくすくすと笑うと、ふと優ゆう斗とが何か買ってきたことに気付く。

「あら？　ユウトさんは買い物でもしてきたのかしら？」

「はい。娘に何も買い与えたことがないっていうのは、ちょっと嫌だったもので」

　そう言うと、優斗は庭にいるマリカとフィオナを呼び寄せる。

「ただいま、マリカ。今日もちゃんとお留守番出来たかな？」

「あいっ！」

　元気な返事のマリカ。優斗がフィオナに本当？　と視線を向けると頷うなずかれた。

「それじゃ、いつも良い子のマリカにパパからプレゼントだよ」

　ラッピングされた小さな箱を娘に手渡す。

　マリカは綺き麗れいに包装された箱を手にすると、表情がより一層輝いた。そしてフィオナと一緒に包装を剝はがしていくと、出てきたのはお風呂で浮くアヒルのおもちゃ。

「これはね、お風呂で浮かべて遊ぶおもちゃだよ。マリカがお風呂に入る時、楽しめればいいなって買ってきたんだ」

　黄色いアヒルをマジマジと見たマリカは次の瞬間、大きな声を出して、

「ぱーぱっ！　おふお！」

「お風呂？　う～ん、そうだね。僕も外に出て汗を搔かいたし、今から一緒に入ろうか」

　少しずつマリカの言うことも理解してきた優斗は、娘のお願いを受け入れる。

「それじゃ、お風呂を借ります……と、そうだ。エリスさん、申し訳ないんですけど卓たく也やとココもお風呂を使って構いませんか？」

　汗を搔いたのは三人とも一緒なので、早めに流しておきたいはずだ。

「ええ、もちろん。ユウトさんとフィオナの友達なんだから、気にしないで大丈夫よ」

「それなら二人も僕とマリカが出たら、お風呂に入ってさっぱりしてから帰りなよ」

　優斗はそう言って、娘と一緒にお風呂場へと向かった。

　するとエリスはにこやかな表情を少し変えて、何か悩むような表情を一瞬見せた。

　フィオナはココと和やかに会話を始めていて、その変化に気付いたのは卓也だけ。

「おばさん、どうかしたのか？　なんか難しい表情をしてたけど」

「……そうね。ちょっとタクヤさんに、相談に乗って貰もらおうかしらね」

　エリスの言葉に卓也は首を捻ひねったが、それでも了承の意を示して聞く態勢を取る。

　気付けばフィオナとココも会話を止めて、エリスに身体からだを向けていた。

「先日、マルスに言われたのよ。ユウトさんと、どのような関係になりたいのかって」

　娘たちが旅行から帰ってきた夜。夫からエリスは問い掛けられた。

　今、この家に住んでいる優斗と、どのような関係を望むのかを。

　もちろん優斗と出会った時からこうなればいい、そうなってくれたら嬉うれしい。

　この程度であればエリスも色々と考えていた。

　優ゆう斗ととフィオナの設定を嬉き々きとして望んだのも、それが理由だからだ。

　けれど、それぐらいでは足りないとあの夜にマルスは思い知らされていた。

「だから私も本気で考えてみたわ。この曖あい昧まいな関係をどうするべきなのか」

　いつかは自然と関係が変わる……というのは甘い考えだ。

　優斗の線引きは確固たるものとして動かず、同居人としての立場は崩れない。

　何よりエリスが真剣に考えた結果として望む関係と相反している。

「私はね、ユウトさんに『義か母あさん』と呼ばれたい。そう思っているわ」

　フィオナの夫という設定だからこそ存在する、義母という立場を本当にする。

　そうしたいとエリスは強く思った。

「だからユウトさんの家族であるタクヤさんに訊きいておきたいのよ。私がユウトさんの義母になっても大丈夫かしら？　って」

　誰が何と言おうとも関係ない、というわけにはいかない。

　優斗には家族と呼べる人たちがいて、誰よりも心配するのは卓たく也やたちだ。

　そこに無理矢理入っていくのは果たして、正しいのかと疑問になるのは当然だ。

　そして卓也もエリスの独白を真剣に受け取り、真面目な表情で言葉を返した。

「個人的には、優斗に親が出来るのは喜ばしいことだよ。それは噓うそじゃない」

　優斗に親が出来るというのなら、嬉うれしいと思う以外の感情はない。

「でもオレには理由がいまいち、理解出来ないんだよ」

　自分がどのような関係を望んでいるのかを考えた結果、とエリスは言った。

「優斗と仲良くやってて、あいつだって信用してる。でもそれが『義母になりたい』と思うことに繫つながる理由がオレには分からない」

　言うなればエリスと優斗は、たったそれだけの関係だ。大人として信用されているから、義母になりたいと思うには弱いと卓也は思ってしまう。

「それにおばさんの気持ちは、あいつを知った上で義母になりたいと思えるほどなのか？」

　宮みや川がわ優斗は一般と画した日々を送っていた。可哀かわい想そうと思う程度では済まされないほどの過去を持つ優斗に対して、同情程度では話にならない。

「……タク。喋しやべっていいんです？　この間、ユウが言い淀よどんでた内容もありますよね？」

　ココが心配そうに言うが、その点に関しては心配いらない。

「予あらかじめオレたちは皆で了承してるから。必要だと思ったなら喋っていい、ってさ。もちろん全部を話すつもりはないけど、それでも必要なことは伝えるよ」

　エリスの考えを頭ごなしに否定するつもりはない。どうせ無理だと諦めたりもしない。

「じゃないと、おばさんたちが優斗の心に踏み込む足掛かりさえないんだから」

　卓也が知りたいのは覚悟だ。彼に対して、どれほどの想いを持っているのか。

　どこまでの事実を許容出来るのか、それが分からなければ認めることが出来ない。

「タクヤさんは私を信じて話してくれるのね？」

「フィオナの母親で優ゆう斗とが信用してる。それだけで喋しやべるには問題ないよ。だから一つだけ、オレについても知っておいて欲しいことがあるんだ」

　これから話すことは間違えた方向に捉えられてしまえば、優斗を傷付けることになる。

　そして卓たく也やは家族を傷付けられることだけは受け入れられない。だから、

「不用意に優斗の心へ踏み込もうとするなら、オレはおばさんだろうと絶対に許さない」

　強い言葉で、それに応じた強い姿勢で卓也はエリスへ言い放つ。

　けれどエリスは怒ることも驚くこともなく、当たり前のことだと頷うなずいた。

「タクヤ君の想いは当然のものよ。だって大切な家族のことなんだから」

　彼らの繫つながりは普通の家族よりも強い。何より卓也が優斗のことを本当に心配していることが分かるから、エリスは真しん摯しに彼の気持ちを受け止めるだけだ。

「だから教えて欲しいのよ。貴方あなたが知っていて、私たちが知らないユウトさんのことを」

　真まっ直すぐに卓也を見据えてエリスは答える。

　その姿に卓也は少しだけ肩の力を抜くと、頷きを返して優斗のことを話し始めた。

「それじゃ、質問するけどさ。おばさんは『宮みや川がわ優斗』っていう人間を、どんな風に感じてる？　とりあえず簡単で構わないから、教えて貰もらえるか？」

「……どんな風に？　正直に言えば、飛び抜けて優秀な子だと思ってるわ。礼儀正しいし、勉強も魔法も凄すごいし、何かを否定する要素は見当たらないわね」

　単純に言えば欠点が見当たらない。全般的に優れた人間だとエリスは思っている。

　だが卓也は再び、エリスに質問を投げ掛けた。

「じゃあ、今の答えを踏まえてもう一度訊ききたいんだけど、優秀……どころか直球で言えば〝異常〟だって感じたことはないか？」

　優斗が優秀なのは間違いないが、些いささか度が過ぎていると思ったことはないだろうか。

「この世界に来たばかりなのに座学で優秀な成績を叩たたき出し、魔法は独自詠唱の神話魔法を扱うという破格。剣技や身体能力でさえ最上級だ。さらには状況に応じて態度を改め、大人が相手だとしても堂々と渡り合う」

　表面を見れば大層な人間だと賞賛出来る。しかし、

「もしも今言ったことを全部、平然とやってのける一六歳が優斗以外にもいるって言われたら……おばさんは信じられるか？　それともあり得ないと思うか？」

　卓也が並べたことは、セリアールに召喚されて五ヶ月も経たっていない人間がやったこと。

　まだ少年だと呼べる範囲の人間がやったにしては、異常だと思えるはずだ。

「確かにユウトさん以外に、そんな人がいるって言われたら……信じないわね」

　つまりは目の前に実際いるから納得出来ているだけで、話で聞くだけだと噓うそだと断定されても仕方ないと思えるほどの所行だ。

「宮みや川がわ優ゆう斗とが至上の天才からも〝化け物〟だと呼ばれる理由が、そこにあるんだよ」

　存在として無茶苦茶だと言える優斗。だけどそこには過去が深く関わっている。

「あいつは元々、産みの親から道具のように扱われてきた……っていうのは優斗も話したことがあると思うけど、もっと正確に言うとすれば優斗は『道具としての価値を示し続けてきた』ってことになるんだと思う。じゃないと死ぬしかなった」

「……あの、タク？　死ぬしかなかったっていうのは、どういうことです？」

　ココが確認するように訊きくと、卓たく也やはこれから語ることに対して僅わずかに嫌悪感を見せた。

「優斗を産んだ奴やつらが望んだのは最も優秀な道具。そこに至るまでに壊れたらそれまでだし、要求した水準を満たせないのなら道具を生かす価値はない。その時は優斗も死んでただろうな……っていうか、生死の境を彷徨さまよったのも数え切れないほどあるらしい」

　卓也だって初めて聞いた時は理解が出来なかった。そんな親がいることも、そして優斗が必死になって生き抜いてきたことも、何一つ共感出来る要素がなかった。

「そんなあいつの子供時代は、ある考えに集約されてる」

　優斗の中身がおかしいと言わざるをえない〝一つ目〟の出来事。

「生きるためにどうすれば勝てるのか。そして──」

　勝つため以外の時間は、全てそのことに優斗は思考を費やしていた。




「──どうすれば親を殺せるのか」




　子供じみた怒りではなく、考えなしの空想でもなく、本気で殺すことを考えていた。

「オレたちの中で、あいつだけは別なんだ。オレたちは誰も真っ当な親を持ってないけど、それでも優斗が飛び抜けて酷ひどい親だった」

　少なくとも命の危険がなかっただけ、卓也たちはマシだったと言える。

「オレたちは親を憎んでたし、恨んでた。だけど優斗はもっと単純に……」

　憎んだから殺そうとしたわけではなく、恨んだから殺そうとしたわけでもない。

「自分の平穏のために親を殺そうと考えた」

　今、受けている仕打ちの元凶がいなくなればもっと落ち着けると思ったから。

「だけど手を下すことは出来なかった。優斗がやる前に赤の他人が優斗の親を殺したから」

　偶然なのか必然なのか。けれどそうなるだけのことを、優斗の両親はやってきた。

　周囲から恨まれることなど、どれだけ数えても数え足りないぐらいのことを。

「けれど結果として殺してなくとも、殺そうとした過去は消えるわけじゃない」

　子供ながら、というわけではなく本気で取り掛かっていたのだから。

「しかも親を殺すために考えていたことが、後々に役立ったことが拍はく車しやを掛けてる」

　何より親が死んで以降、優ゆう斗とを襲った苦難はさらに酷ひどいものだった。

　けれど今、それを語る必要はないから卓たく也やは話を続ける。

「それにリライトに召喚されてからの優斗はたくさん笑顔を浮かべてるけどさ、あいつは一年前まで鏡の前で笑顔の練習をしてたんだ。ちゃんと笑えているかどうか確かめてた」

　何度も何度も確認して、不自然さがないというのに繰り返した。

　幾ら卓也たちが問題ないと言っても、やめようとはしなかった。

　エリスはその事実に唇を嚙かみしめ、振り絞るように問い掛ける。

「……タクヤさん。ユウトさんはどうして、そんなことをしていたのかしら？」

「心を凍らせて、感情を止めて、何も感じないようにする。その弊害なんだ」

　普通の精神状態では、とっくに壊れていただろう。

　当たり前のような心を持っていれば、すでに潰れていただろう。

「泣くことに何も意味はないし、嘆くことに価値は一つもない。優斗が物心ついた時から、自分自身に誓っていたことだよ」

　優斗が親の仕打ちに耐えるには人形のように……ではなく人形になるしかなかった。

　たとえ辛つらいことがあったとしても、そういった事実があったと認識するだけ。

「オレたちと出会って、初めて自然に笑えて、だけど……それでも不安だから練習してた」

　今はあんなに楽しそうに笑っているが、昔は全く違う。

「おばさんが知ってる優斗とは、似ても似つかないと思う」

　平然と親を殺そうとする姿も、笑うことすら出来なかったことも。

「けれど、さ。それが宮みや川がわ優斗っていう人間なんだよ」

　表向きは優秀で、どこにでもいるような少年だ。だけど彼が辿たどってきた日々は壮絶で、凄惨で、何よりも普通という単語がどこにも見当たらない。

「だから訊きいておきたいんだ。信用出来る大人って立場だけじゃ駄目なのか？」

　本当は、それだけで凄すごいと知って欲しい。

　優斗が大人を信じようとするなんて、今まで絶対にあり得ないことだった。

「それでもあいつのこと、義息子にしたいって思ってくれるのか？」

　まるで願うような卓也の問い掛けに、エリスは間髪入れずに首肯した。

　覚悟は話を聞いているうちに、もっともっと強くなっていた。

「ええ、もちろん。そんな話を聞いたところで揺るがないわ」

　大抵の人間は、聞けば拒否してしまうような過去だったかもしれない。

　かといってエリスは彼の過去を蔑ないがしろにしようとも思っていない。

　全てを理解して、それでも思うからこそ断言する。

「他の誰かじゃなくて、私はユウトさんの義母になりたいと思ったんだから」

　だからどんなことでも受け入れる。過去があるからこそ出会えたと彼らが考えているのなら、自分だって同じことだ。優ゆう斗との過去があったからこそエリスは彼と出会えた。

「だとしたらオレの兄弟のこと、よろしくお願いします」

　卓たく也やは心から嬉うれしそうにすると、渾こん身しんの想いを込めてエリスへ頭を下げる。

　きっとこの人なら、今の話を足掛かりに本当の優斗を受け入れてくれると思ったから。

「あいつに親というものが何なのか──普通の家族がどういうものなのかを教えてやって下さい」




　そして卓也とココはトラスティ邸から出て行った。

　さすがに今の話をした後では、変な雰囲気になってしまいそうだったからだ。

「……ねえ、フィオナ。貴女あなたは親友のために、血の繫つながらない兄弟のために簡単に頭を下げられる人を知ってるかしら？」

　フィオナは母の問い掛けに少し考えてから、言葉を返す。

「優斗さんとシュウさん、タクヤさん、イズミさん。少なくとも彼らだけはそうだということを知っています。ですが彼ら以外では知りません」

　しかもあれほど嬉しそうに。自分のこと以上に心を込めて頭を下げる。

　仲間であるフィオナでさえ、心が震えてしまうほどの光景だった。

「……そうよね。しかもよく知っている人ならともかく、私相手になんて驚いたわ」

　卓也にとってエリスは仲間の母親でしかない。

　疑うべき要素も信じ切れない疑念も、彼にしてみればたくさんあっただろう。

　だというのに優斗が信じているから、卓也もエリスを信じた。

　そして大切な家族がもっと幸せになることを願って、頭を下げてくれた。

「タクヤさん以上にユウトさんを強く想っているだなんて、口が裂けても言えない。だけど全く届かないなんてことも、言うことは絶対に許されない」

　でなければ期待を裏切ってしまう。エリスを信じて語ったことを後悔させてしまう。

「しっかりと応えて、踏み込む。そして設定だけの関係を本当にしてみせるわ」

　何となくではなく確固たる関係を結んでみせる……と、その時だった。

「あれ？　卓也とココ、もしかして帰っちゃいましたか？」

　優斗がマリカを伴ってお風呂から出てきていた。

　さっぱりした様子の優斗はソファーに座ると、マリカを膝の上に乗せる。

「せっかくエリスさんから了承を得て、大きなお風呂に入れたのにもったいないな」

「あいっ！　じゃんねん！」

「やっぱりマリカももったいないって思うよね」

　くすっと笑う優斗。だが、エリスとフィオナの表情にふと違和感を覚えた。どうにも表情が固いような感じがして何事かと思い、自分の行動を振り返ると焦り出した。

「も、もしかしてお風呂長かったですか？　もうちょっと短いほうがいいんですかね？」

　幼い子供なので、のぼせてしまうこともあるだろう。

　慌ててマリカの体調が大丈夫か確認を始める優ゆう斗とだが、全く以もつてトンチンカンな方向へ勘違いしていることにエリスは表情を崩す。

「熱い湯を張ったわけじゃないから大丈夫よ。もちろん脱水症状に気を付ける必要はあるけれど、基本的に幼い子ってお風呂で遊ぶの大好きだから」

　そう言いながら慌てた調子の優斗にレクチャーを始める。

　優斗は真剣な表情でエリスの言葉に耳を傾けると、何度も理解した頷うなずきを繰り返した。

　だからエリスも優斗の様子を見ながら、内心で改めて誓う。

　彼の義母になることを、絶対に確固たるものにしてみせると。





　　　　　　　◇　　　　　　◇






　一方でトラスティ邸を出た卓たく也やとココも、先ほどの会話の続きをしていた。

「やっぱりフィオのお母さんでも、心配は心配です？」

「まあな。だけど心配だったから訊きいたわけだし、今はもう大丈夫だよ」

　エリスの表情を見た限りだと、ちゃんとやってくれるだろう。

　優斗にとって素晴らしいことになると卓也は素直に思える。

「タクは自分にも両親がいたほうがいいって思ってます？」

「どうだろう？　まあ、オレだって同年代の男四人家族っていうのしか知らないからな。だから歪いびつだなって思う時は確かにあるよ」

　普通の家族を知らないっていうのは、やはり問題だと思ってしまう時もある。

　けれどココは何な故ぜか胸を張って笑みを零こぼし、

「だったら大丈夫です、タク」

　彼は前に言っていた。自分のことを、どのように見ているのか。

「タクの先生なのに何で……というか今でも逆転出来ないかなって、ちょっと思ってますけど。それでもこの世界で出会ったわたしは、タクの妹だって胸を張って言ってあげます」

　恋人になるのは互いに願い下げだが、兄妹きようだいと呼ばれるとしたら嫌だと思わない。

「だからタクにもユウたち以外の家族がちゃんといます。それを忘れないで欲しいです」

　ココは背伸びしながら手を伸ばし、ポンポンと卓也の頭を優しく叩たたく。

「だから妹としては、うっかり財布を落としてしまうお兄ちゃんが心配です」

　くすくすとココが笑うと、卓也は参ったとばかりに肩を竦すくめた。

「だったら妹を心配させないために、オレもうっかりはなくさないとな」













第六話






　八月も終盤、クリスの言っていたパーティーに異世界組全員が参加することになった。

　理由としては以前、マルスが言っていたマナーを学ぶためだ。トラスティ家の門の前では優ゆう斗ととフィオナ、満面の笑みを浮かべたマルスが正装で馬車の前に立っていた。

　エリスもマリカを抱っこして見送りに来ている。

「いやはや、ついにこの時が来たかと思うと嬉うれしくて仕方がない」

　マルスは自分と同じ燕えん尾び服ふくを着た優斗の姿を見て満足げな様子だ。

　楽しみにしていた日が来たのだから、それも当然というものだろう。そんなマルスを尻目にエリスは正装姿の優斗と、桜色のドレスを着ているフィオナに話し掛ける。

「ユウトさんも困ったことがあったら、フィオナでもマルスでもいいから訊ききなさいね」

「分かりました。この世界でパーティーは初めてですから、頼らせて貰もらいますね」

「フィオナはユウトさんの婚約者として、ちゃんと立ててあげるように」

「はい。しっかりと優斗さんを支えたいと思います」

　そして最後にマリカに出掛けることを伝えた三人は、会場に向かうため馬車に乗る。

　けれど会場へ近付くにつれて、段々と難しい表情になっていく優斗がいた。

「緊張することはない。君ならば問題ないはずだよ」

　マルスがフォローするように肩を叩たたくと、優ゆう斗とは違うとばかりに首を振った。

「そう言っていただけるのはありがたいんですが、心配事は別にありまして」

「シュウさんとイズミさんですね」

　優斗が気にしているだろうことを、フィオナは理解している様子を見せる。

　アリーは参加するものの、おそらくは挨あい拶さつに来る貴族の対応があるだろう。

　クリスもクレアを連れて挨拶回りをすると言っていた。

　ということはつまり、バカ一号と二号の手綱を握る人がいないわけだ。

　優斗だってフィオナの婚約者という設定がある以上、自分のことだけで手一杯になる可能性は十分にある。フィオナも立場上、彼のフォローを優先する。

　なので二人の最大の心配事は、修しゆうと和泉いずみが何をしでかすか、ということだった。

「どうしようかな。卓たく也やとココに全部丸投げしてみる？」

「おそらくココさんが大変すぎて、大慌てになってしまうと思いますけど」

　どうしたものかと二人は考えてはみたものの、結局どうにもならないと予感していた。




　そしてやって来たパーティー会場で優斗とフィオナ、そして合流した卓也とココは目の前で繰り広げられている案の定な光景に頭を抱えていた。

「本来は貴族のパーティーって、セレブな感じが溢あふれてるんだろうけど台無しだね」

　王城の近くにあるとはいえ、場所としては狭い部類に入るパーティー会場。

　来ている貴族たちも身内を除けば、大層な人はほとんどいない。

　異世界組を慣れさせるためには、とても都合の良いパーティーだ。

　マルスもパーティーの雰囲気に慣れておくといい、と言って公爵の自分が近くにいることで緊張しないよう、優斗たちから離れた場所に移動している。

　だから異世界組は着慣れない燕えん尾び服ふくなどを纏まとって会場にいるのだが、

「アリー、まさか問題ないと思ってたのかな？」

　王女様は先ほどから、まばらにやって来る客人と会話を交わしているし、クリスはクレアを連れて挨拶回りに行っている。フィオナはこの場だと優斗の婚約者となっているので、わざわざ名乗ることはしないまでも彼の隣に佇たたずんでいる。というわけで、

「いやはや、参ったものだね」

　四人の視界には、修と和泉が凄すごい勢いで料理を食べている光景が映っていた。

「あのバカ二人がパーティーの品位を下げてるんだろ？」

　卓也は額に手を当てる。自分たちの社交界デビューを知っている人はほとんど皆無。

　注目されることもほとんどない。なので修と和泉はお目付け役であるアリーとクリスがいなくて、これ幸さいわいとばかりに料理を食べ続けているわけだ。

「ユウ、そろそろ止めに行きます？　一応は様子を見ましたけど、あれはさすがに……」

　ココが優ゆう斗とに訊きくと、仕方なさそうに頷うなずいた。

「そうだね。気になって練習どころじゃないし、周りに注目される前に……って、あれ？」

　歩き出そうとしたところで、先日一緒に旅行へ行った女性の姿が見て取れた。

「レイナさんが修しゆうたちのところに向かってるね」

　生徒会長がずかずかと二人のところへ大急ぎで歩いていくと、勢いよく拳を振り下ろして修と和泉いずみの頭に見舞った。卓たく也やが「おおっ」と感嘆の声を上げる。

「拳骨を喰くらわせて黙らせるとは。さすがは生徒会長だな」

「やっぱり真面目な人だから、彼女がいると僕たちの負担が減って助かるね」

　優斗がしみじみと感謝し、卓也とフィオナとココは本当だとばかりに頷いた。




　レイナは拳骨を見舞った後、首根っこを引っ摑つかんで修と和泉を引き摺ずっていく。

「何をやっているか、お前たちは！」

　参加したパーティーで挨あい拶さつ回りをしているクリスに偶然出会ったのだが、彼は和泉のことを凄すごく気に掛けていた。なので自分が様子を見てやると言ったのだが案の定だ。

　家庭教師たちに説教して貰もらうためにも、レイナは二人を引き摺って歩いていく。

　しかし和泉と修は全く堪こたえていないようで、

「何をやっていると言われても、腹が減ってしまったのだからどうしようもない」

「だからしゃーないだろ、レイナ。ちょっとぐらい見逃してくれよ」

　いきなりトンチンカンなことを言い出した。レイナはバカ二人を大声で黙らせる。

「しょうがないわけがないだろう、馬鹿者が！」

　修と和泉を引き摺りつつ、彼女は彼らの仲間に尊敬の意を示す。

　──ユウトたちはこいつらの面倒をいつも見ていたのか。

　このマイペースな二人を相手にするのは根気が必要だろう。少し同情しそうになる。

「クリスから聞いたがお前たちは今日、パーティーの何たるかを勉強しに来たのだろう？」

「「飽きた」」

「飽きるな！　そもそも始まったばかりで勉強すらしていないではないか！」

　再び怒鳴りながらレイナは前に立っている男性とすれ違う。

　次いで引き摺られている修と和泉もすれ違うことになるのだが、

「……ん？」

　その時、ピクリと修が反応した。

「どうした、修？　何か美う味まそうな食べ物の匂いでもしたのか？」

　同じように引き摺られている和泉が話し掛けると、修は首を捻ひねって眉を僅わずかに寄せた。

「いや、何つーか……変な感じが……」

　ほんの僅わずか、毛筋ほどの感覚がピリッと来たような気がした。引き摺られながら周りを見てみるが、特に変わった様子はなく修しゆうのアンテナに再び引っ掛かるものはなかった。

「う～ん？　気のせいか？」

　違和感とも呼べないほどの僅わずかな感覚だ。

　慣れない場所で少し神経質にでもなってしまったのだろうか。

　──いやいや、神経質とか俺のキャラじゃないし。

　修は少し考えて、馬鹿らしいと一笑する。レイナもシュウの異変に気付いたようで、

「どうした、シュウ。何かあったのか？」

「いや、気のせいだったわ。レイナに引き摺ずられてるせいかもな」

「だったら自分で歩け、馬鹿者」

　レイナが両の手で摑つかんでいた二つの首根っこをパッと離すと、修と和泉いずみが地面に落ちた。

「痛いっつーの。こういう場所では暴力禁止。そういうのは駄目だろ」

「そうだ。暴力はツンデレにのみ許される行為だと覚えておいたほうがいい」

　特に痛そうな表情をさせないまま、二人がレイナをからかい始めた。

　するとレイナは壮絶な笑みを顔に貼り付け、

「……ほう。お前たちのためを思って説教はクリスたちに任せようと思っていたが、どうやらバカ二人は私の説教を所望のようだな」

　怒りの炎が彼女の瞳に灯ともると、思わず二人は正座した。

「いえ、俺はレイナよりもアリーの説教がいいです」

「俺もクリスの説教のほうがいい。生徒会長は確実に怖いと断言できる」

「……はぁ。説教されないようにする、と答えないのが本当にバカとしか言いようがない」

　レイナは眉間を揉もみほぐす。何となく出来の悪い弟を持った気持ちになってきた。

「とりあえずシュウもイズミも誰にも挨あい拶さつをしないのは問題だろう。試しにアリーにでもやってみろ。まだ周りも様子を窺うかがっているし、今なら時間を取られずに出来るだろう」

　我先に、という貴族がいないので少し余裕が生まれている様子だ。

　レイナたちが近くまで寄るとアリーは気付き、三人へ手を挙げる。

「シュウ様にイズミさん、レイナさん。始まったばかりですが楽しんでいますか？」

　にこやかに笑みを携えながらアリーが経過を訊きいてきた。

　けれどレイナは二人がやっていたことを普通に暴露する。

「そのことなのですが、シュウとイズミがパーティーであるまじき行為をしていました。ですからパーティーが終わり次第、アリシア様に説教していただこうかと」

　レイナの提言に修と和泉はちょっとだけ慌て、アリーは面白そうに目を細めた。

「まあ、シュウ様とイズミさんはそうだと思いましたわ。別に無礼講とまでは言いませんが、お二人が何をやろうと今日だけは許容範囲とします」

　アリーにも簡単に予想出来た行動だったので、特に説教することもない。

　挨あい拶さつ回りをしようとしていたクリスには余計な心配をさせて申し訳ないが、わざわざ格式張ったものではなく小さなパーティーを選んだのも、今言ったことが理由だ。

「しかしですね、レイナさん。今はわたくしたちの会話に聞き耳を立てている方もいませんので、いつものようにアリーと呼んでくれて構いませんわ」

　アリー的にはそっちの方が嬉うれしい。けれどレイナは姿勢を正し、

「いえ、騎士を目指している者として公私の分別は弁わきまえることが必要です」

　そう言ってレイナはちらりとアリーを警護している騎士たちを見る。

　彼らのようになるのが目標なのだから、今からでも練習して損はないだろう。

「……そうですか。では仕方ありませんわね」

　レイナがそのように考えているのであれば、無理に強制するものでもない。

「それはそうと、シュウ様とイズミさんは──」

　一体何をしたのですか？　と質問しようとした時だった。

　場に不似合いな甲高い音が響く。さらに数秒経つと会場の隅にあるテーブルのところでガシャン、と皿が割れる音がして同時に悲鳴が起こった。

　周囲がざわめき、混乱のようなものが起きる。修しゆうとレイナはいち早く不審な音が響いた方向を向いたのだが、正直言って理解が出来なかった。

「……え～っと？　何か黒い物体が動いてるけど、何だあれ？」

「私も見たことがない。あれは魔物なのだろうか？」

　二人の視界の範囲内にいるのは、黒い人の形を模した存在。

　三メートルはありそうな巨体が突然、そこに姿を現していた。

「この世界はホント、何の前振りもなしに問題が起こるよな」

　何気なく修がぼやいた瞬間、

「──ッ！」

　膨れ上がる殺気を察し、修は咄とつ嗟さに振り向いた。真後ろには大柄な男が立っており、

「……おいおい、マジかよ」

　そして男が振り上げている手には、鉈なたのようなものが握られていた。

　修は舌打ちすると強く鋭い声を放つ。

「和泉いずみ、レイナ！　アリーを守れッ!!」

　振り降ろされる鉈を修は一歩横に踏み出して半身になり躱かわす。二撃目は……来なかった。

「狙いは俺か？　それともアリーか？」

　修は反撃に転じることなく、二歩下がって和泉とレイナと一緒にアリーの前に立った。

　さらにはアリーの警護をしていた騎士たちも周りを固める。

　けれど大男の視線がアリーに向くことはなく、修に固定されたまま。

「何だ。ずっと俺を見てるってことは、狙いは俺みたいだな」

　自分だけが対象であれば幾分、気が楽になったとはいえ混乱が広がっている最中だ。

　アリーも少し離れた場所で起こっている、もう一つの騒ぎをちらりと見る。

　どうやらあちらも関わっているのは優ゆう斗とたちのようだ。

「シュウ様。今すぐ、目の前の方を倒すことは可能ですか？」

　向こうはわけの分からない漆黒の巨体が存在している。

　であれば出来る限り早く、フォローしてあげたほうがいいだろうとアリーは考える。

「まあ、落ち着けよアリー。ひとまずは関係なさそうな他の参加者を逃がしてやろうぜ。こいつら人質を取る様子もないことだし、そっちのほうがいいだろ？」

　相手の狙いがある程度分かっているのなら、余計な邪魔が入らないほうが動きやすい。

　そしてそれが、現状における正しい判断のはずだ。

「心配してくれんのは嬉うれしいけど、俺たちを信じろよ」

　友達を想ってしまうからこその焦りを、修しゆうはニッと笑ってフォローする。

　アリーは修の笑顔に落ち着きを取り戻すと、素直に頷うなずきを返した。

「分かりましたわ。我々以外を気にしていないのであれば、このまま参加者が逃げる時間を稼がせて貰もらうとしましょう」





　　　　　　　◇　　　　　　◇






　その少し前。優斗たちは親切に話し掛けてくれた貴族と少々の会話を交わしては、愛想笑いを浮かべる時間を過ごしていた。

　今のところ面倒な貴族には近付いていないため、大きな問題は起きていない。

「フィオナ、卓たく也や、ココ。何か食べておく？」

　そして和やかに会話を終えた後、少し小腹を満たそうと優斗が提案する。

「そうですね。私も緊張していたのか、少しお腹なかは空きました」

「オレも何か摘つまむものが欲しいし、ココと取ってきてやるよ」

「ユウとフィオ、何か欲しい食べ物はあります？」

　訊きくと二人は何でもいいと答えたので、ココは頷いて卓也と一緒に中央にあるテーブルまで歩いて行った。優斗とフィオナは小さく手を振って見送り、

「シュウさんとイズミさんはレイナさんに、どこかへ連れて行かれてしまいましたね」

「意外とアリーが余裕あるみたいだし、挨あい拶さつの練習でもさせるつもりなんじゃないかな」

　レイナが参加しているのは驚いたが、おかげでとても助かった。

　少なくとも今日は彼女に二人のことを任せてもいいだろう……と優斗が考えた時だ。

「……あれ？」

　不意に刺すような感覚を、ほんの僅わずかではあるが優斗は感じ取った。

「優ゆう斗とさん、どうされましたか？」

「いや、何ていうか……少し引っ掛かるような感覚があったんだ」

　戦闘の時ほど気を張り詰めているわけではないので、本当に一瞬のことだった。

　けれど間違いなく、優斗のアンテナに引っ掛かる気配が存在した。

「ごめん、フィオナ。申し訳ないけど、ちょっとだけ肩に触れるよ」

　念のため左手で彼女の肩を抱き、守れるように少しだけ引き寄せる。

　そして会場の空気を壊さないよう、気を付けながら周囲のことを探った。

「……気のせいであればいいんだけど」

　さすがに王族も参加しているパーティーで、問題を起こす馬鹿は普通いないだろう。

　しかし何事も基本的に絶対、ということはない。だから、

「──っ!!」

　一○メートルほど離れたところにいるウェイターの存在に気付いた瞬間、優斗は緊張を走らせた。胸元に手を入れ、身体からだの向きは優斗へ向いている。

　そして意識がこちらを重視しているのは分かったが、胸元から取り出した数本のナイフが狙っている先は優斗ではなく、

　──マルスさんか！

　少し離れた場所で優斗たちの姿を見守っているマルスだった。

　次の瞬間、ウェイターの姿をしているひょろ長い男から三本のナイフが投とう擲てきされる。

　射線上から少しずれた場所に立っていた優斗は、肩を抱いているフィオナを強く抱き寄せると足に力を込めて、

「フィオナ、悪い！　少し乱暴に動く！」

　数メートルを一気に動き、マルスを狙って投擲された三本のナイフを同時に摑つかみ取る。

　ナイフ同士が手の中でぶつかり甲高い音が鳴ったと同時に、今度はすぐ近くにいた貴族然とした老人が同じように懐ふところからナイフを取り出して投擲。

　左手はフィオナを抱き寄せていて、右腕はナイフを摑み取るために伸ばし切っている。

　かといって躱かわしてしまえばマルスにナイフが届いてしまう状況の中で、優斗が下した判断は──伸ばした右腕で防ぐことだった。

　投擲されたナイフが優斗のジャケットとシャツに穴を空け、二の腕に突き刺さる。




「──ッ!!」

　しかも厄介なことに、一息吐つく暇もなく床に召喚陣が唐突に描かれた。

　今度は人間の形を模した三メートルほどの漆黒の巨人が登場し、腕を振り被かぶる。

　──いきなり何なんだ、こいつらは!?

　周囲は突然のことに騒然とし、悲鳴も起こっている。優斗とて自分と……おそらくフィオナが狙われていることは把握したが、初対面の相手なので意味が分からない。

　かといって悠長に考えている暇はなく、目の前にいる漆黒の巨人が振り下ろす腕を優ゆう斗とは強引に回避する。だが、やはりフィオナを抱きながらでは無理があったのか、指先のような部分が右肩を掠かすめ、浅くない傷が一筋走った。

　しかし優斗は気にすることなく体勢を立て直すと、相手を睨にらみ付けて牽けん制せいする。

　すると何な故ぜかこれ以上の攻撃はなく、他の貴族たちが悲鳴を上げながら続々と会場を飛び出して逃げていることにも気にしている様子はない。

　と、そこで急変した事態にマルスが慌てて声を掛けた。

「ユウト君、すぐに下がるんだ！　会場にいる兵士と騎士が彼らの相手をする！」

　王族も公爵もいるパーティーなので、兵士も騎士も当然の如ごとく存在している。

　アリーの周囲は当然のこと固めているし、マルスにも近くには兵士が立っている。

　緊急事態が起こった場合、彼らに任せることが当たり前ではあるが、

「マルスさん。僕たちがここにいる理由は兵士や騎士と違たがわず、貴方あなたたちのことを守るためです。そのための存在だということを忘れないで下さい」

　このような状況になった場合、異世界人には絶対防御としての役割がある。

　そのことは以前、初めてマルスと会った時に話し、優斗も納得したことだ。

「だがパーティーにすら慣れていない今ではないはずだ！」

　少なくとも初体験の状況下で頼むべきことでは断じてない。

　しかし優斗は敵を見据えたまま、否定の言葉を口にする。

「あり得ないことが起こったのは確かです。ですが起こってしまった以上は、僕たちはやるべきことをやる。でなければ僕たちの存在意義がなくなってしまいます」

　マルスの言葉と想いは心から嬉うれしく、本当に感謝しか言えることがない。

　だが内うち田だ修しゆうはリライトの勇者であり、優斗たちは彼を支える異世界人だ。

　たとえ今は王様の願いで秘ひ匿とくされていようと、パーティーに参加することが初めてであろうと、自分たちの役割を忘れてしまうわけにはいかない。

「本来は警備体制が甘かったのが問題だとは思いますが、さすがにアリシア王女がいる場でこんなことをしでかす馬鹿がいるとは、誰も彼も考えませんよ。このナイフも厨ちゆう房ぼうから奪い取ったものでしょうしね」

　手に持ったナイフを手放すと、優斗は大きく深呼吸をして意識を切り替える。

　雰囲気は普段と違い、柔らかさなど微み塵じんも感じられなくなっていた。

「フィオナ。振り回してしまったけれど怪け我がはないか？」

「優斗さんが守ってくれましたから、私はどこも怪我をしていません」

「そうか。それなら安心した」

　フィオナを振り回してしまったので、怪我がないことに安あん堵どする優斗。

　けれど口調は以前、漆黒のシルドラゴンと戦った時のような固いものに変わっていた。

「あいつらの狙いはおそらく僕とフィオナだ。だからフィオナは卓たく也やと一緒にマルスさんのところまで下がってくれ」

　騒ぎに気付いた卓也とココも近くまで来ている。なのでフィオナを安全な場所まで下げようとした瞬間、ほんの僅わずかにウェイター姿のひょろ長い男が反応を見せた。

「なるほど。やっぱり僕とフィオナが標的らしいな」

　ついでに言えば向こうでも修しゆうが動いているので、おそらくは修もターゲットのはずだ。

「卓也、頼んだ。僕はこいつらを片付ける」

　そう言って抱き寄せているフィオナを離そうとするが、フィオナは優ゆう斗との胸元をぎゅっと握り、敵を見据えている優斗を真まっ直すぐに見る。

「せめて……怪け我がを治療させてはくれませんか？」

　一緒に戦いたいとは言えないが、負傷している右肩と右腕は治療をしたい。けれど、

「君のドレスが綺き麗れいなことは、僕がしっかりと守れた証拠だ。だから汚さないで欲しい」

　優斗は敵から目を逸そらさないまま、それでも言葉を返した。

「誰より綺麗な君を、綺麗なままで見届けたい僕の我わが儘ままを聞いてくれるか？」

　視界に入れなくても、優斗にはすぐに彼女の姿を思い浮かべることが出来る。

　それほどまでに桜色のドレスを身に纏まとった彼女の姿が、優斗は本当に美しいと思っているから。血で汚してしまうには、心から惜しいと考えてしまう。

　優斗が心からの願いをフィオナへ伝えると、

「……分かり……ました」

　フィオナは頷うなずきを返すしかなかった。優斗が何のために戦おうとしているのか理解して、そのことに苦しさを覚えて、でも……彼の言葉が嬉うれしかったから。

「優斗さんが、そう望んでいるのなら。けれど、怪我はもうしないで下さい」

「分かってる。これ以上の心配をフィオナには掛けないと約束する」

　そう言って優斗はフィオナを卓也に託した。

　卓也は頷くとフィオナとココを一緒に下がらせて、兵士と守る体勢を取る。

　そして左手が空いた優斗は、右腕に刺さっているナイフを引き抜き、放り投げた。

「初撃の動きとしては褒めてやる。僕の余裕をなくすために、マルスさんをあえて狙って防がせる。追撃によって怪我を負わせ、最後にトドメを刺す。綺麗な展開だ」

　優斗は攻撃を企てた二人と一体の連携に対して、素直に賞賛の意を示した。

　自分とフィオナを狙うためだと考えると、普通は終わっているほどに上う手まかった。

「しかし、狙いがいまいち理解出来ないな。どうして初手だけで攻撃の手を緩めた？　三手まで防がれたとしても、奇襲なら混乱に乗じて五手くらいまで攻撃すべきだろう？」

　不意打ちをした側としては基本的な手段だろう。だというのに、それをしなかった。

　騒ぎを起こしたにしては、随分とお粗末な結果だ。

　──せっかく魔物まで召喚して……というよりナイフを投げてきた奴やつらと違って、巨人は以前出会った漆黒のシルドラゴンもどきと雰囲気が同じだな。

　魔物とは思えないほどの異常な存在感を、優ゆう斗とは漆黒の巨人から同じように感じている。

　──となると肩の傷は普通の治療魔法では、どうにもならないか。

　治療の神話魔法でなければ癒やせないだろうが、今は気にすることでもない。

　優斗がちらりと周囲の状況を確認すると、会場からどんどん逃げ去っていく貴族たちの中で、厄介な存在が残っていることに気付いた。

　──そういえばまだ逃げていなかったのか。

　愛想笑いを浮かべて他の貴族と話していた時、優斗は面倒な相手を見つけていた。

　ラッセルの舎しや弟ていであるダイク＝ルスティ＝アルノーレだ。

　近付くこともなくスルーしていたので、幸さいわいにも面倒事になっていないのだが、

「……まさかラッセルの企みなのか？」

　そう呟つぶやいたが、優斗は可能性が薄いと内心で否定した。

　今の状況が最悪なのかは、大抵の人間は考えるまでもなく理解出来る。

　──どれほど愚かな行動か分からないのは、一○○○人に一人いるかどうかだ。

　さすがにラッセルとはいえ、アリーもいるパーティーでやらかすことはない。

　優斗がそう考えた瞬間だ。

「これは一体何事なんだ!?　フィオナ様、ご無事ですか!?」

　今、まさに否定しようとした登場人物が現れて、優斗は開いた口が塞がらなかった。

　ラッセルは出入り口から登場するや、特に傷付いていないフィオナを何な故ぜか心配する言葉を口にする。さらには手に何か瓶のようなものも持っていた。

「もう私が来たからには、このような凶事はすぐにでも止めてみせましょう」

　そう言ってラッセルは周囲を見回し、フィオナを見つけると頷うなずきを入れた。

　しかし彼女は優斗を見つめているので全く気付かず、優斗は優斗で何故かラッセルに驚きと睨にらみ付けるような視線を向けられる。

「平民風情が高貴な者しか来ることの出来ない場所にいるから、そのようなことになってしまったのだよ。自分の立場を分かったのであれば、今すぐにでもここから去るべきだ」

　さらには離れた場所にいるアリーにも、ラッセルは大声で呼び掛ける。

「アリシア様もご無事で何よりです！　さあ、どうぞこちらへ！」

　叫んでから傍そばに立っている修しゆうの存在に気付き、そちらもラッセルは睨み付ける。

　アリーも優斗同様、ラッセルの登場と行動を訝いぶかしく思ったので、

「えっと……移動してもよろしいので？　参加者は無事に外へ逃げることが出来ましたが、わたくしたちもシュウ様が狙われているので、迂う闊かつに隙を見せるつもりはないのですが」

「問題ありません！　私という実力者がいる以上、彼らは動けません！」

　そんなわけないだろう、という言葉を並べるラッセル。

　アリーが大男の様子に注意を払うと、若干ではあるが困惑の様子を見せた。

　──彼らの行動はラッセルの命令……というわけですわね。

　どのタイミングで襲おうと修しゆうを傷付けるのは不可能に近いが、今のタイミングで動いてしまうのはラッセルの言葉と違ってしまう。それは本意ではないはずだ。

　だからアリーは大男と修の間に兵士を念のため挟んでから動く。大男が老人たちと合流し、アリーたちはフィオナたちと合流する前に優ゆう斗とへ声を掛ける。

「主導権はどうやら、彼が握っているようですわ」

「ああ。考えたくはないが、そうみたいだな」

　であれば、何な故ぜこのようなことを引き起こしたのかを考える必要がある。

　修と優斗が狙いであれば、そもそもパーティーでやる必要性がない。

　しかもフィオナが狙いに加わっているところも解せない。

　と、そこで優斗はラッセルが持っている瓶に注目を向けた。

　他の誰にも聞かせないように小声で優斗はアリーへ質問する。

「アリー、あの瓶の中身が何か分かるか？」

「おそらくは〝霊薬〟ですわ。怪け我がの程度にもよるのですが、亡くなったばかりならば死者ですら蘇よみがえらせることを可能とする高級な薬です」

　すぐに返事があったので優斗が感謝の意を示すと、アリーは小さく笑った。

「どうした？　何かおかしいことでもあったのか？」

「いえ。雰囲気が怖くても口調が怖くても、ユウトさんはユウトさんなのだと思いまして」

　以前、フィオナの前で一度だけなったという『昔の優斗』。

　雰囲気も口調も何もかも怖くなるらしいが、確かに自分が怖いとは感じていない。

　それは彼が何のためにそうなったのか、理解出来るからだろう。

「……悪い。アリーたちの前で取る態度じゃないな」

「気にする必要はありませんわ。フィオナさんは当然として、わたくしもココさんもトラスティ公爵も皆が、そのことに意味があると知っていて理解しています」

　優斗が少し振り向けば、全員が変わらず心配した表情をこちらへ向けていた。

　傍そばにいるレイナもアリーも、口調の違いなど誰一人として気に掛けていなかった。

　けれど彼らのやり取りを気に食わない者が口を挟む。

「アリシア様！　平民どもと話す必要などありません！　早くお下がりを！」

　王女なのだから立場を弁わきまえろ、と言わんばかりのラッセル。

　お前こそが何を考えている、とアリーは言い返そうとするが、

「下がってろ、アリー。ここから先は僕と修に任せておけ」

「そういうこった。俺と優ゆう斗とが一緒にやるんだから安心して見てろよ」

　リライトの勇者と、その同等と呼ばれる親友が絶対の安心感を伴わせながら告げた。

　その威風堂々たる態度にアリーは目を瞬かせると素直に頷うなずき、レイナと和泉いずみと一緒にフィオナたちのところまで下がっていった。

　するとラッセルは優斗たちに対しても声を荒げる。

「王族に対して何と無礼な言葉遣いなのだろうか。それがアリシア様に対して不敬だとは思えないのであれば、やはり教育がなっていないようだね」

　何よりも、と言葉を続けたラッセルは驚くべきことを口にした。

「手て練だれの暗殺者に対し、闘技大会で不正を行った君が倒せるわけないだろう？」

　瞬間、誰もが呆ほうけた表情を浮かべる。優斗は思わず自分を襲った老人へ確認してしまう。

「……もしかして本当に暗殺者なのか？」

「………………」

　老人たちは反応を見せない。が、大男の喉のど仏ぼとけが動き唾を嚥えん下げした様子が見て取れる。

　──緊張した、ということは事実なんだろう。だけどこの世界に暗殺者とかいたのか。

　まあ、元々の世界にも未いまだに暗殺者と呼ばれる人はいるのだから、セリアールにもいたところでおかしいことではないのかもしれない。

「それにフィオナ様が襲われているのなら、私の将来の妻であることを考えれば私が救うべきなのだよ。いずれは夫なのだし、それが当然というものではないかな？」

　今まで優斗しか聞いたことがなかった妄想を披露するラッセル。修しゆうやアリーといった仲間は優斗から聞いているので驚きはない。だがフィオナの父親であるマルスは別だ。

「……ユウト君。彼は一体、フィオナに対して何を考えているんだ？」

　いきなり登場した人物が、娘のことを将来の妻と言っている。

　父としては、とてもではないが看過出来る発言ではなかった。

「マルスさんが特に気にする必要はありません。彼の妄想ですから」

　そして優斗も瓶の中身が分かったことで、ある程度の状況は読めてきた。

　フィオナが狙われた理由も、おそらくは冗談みたいなことだろう。

　だがラッセルは優斗を見下しながら、まるで演説するかのように言う。

「何を馬鹿なことを。彼女の美貌が私に相応ふさわしいのは事実で、将来の妻となることも決定事項だ。平民風情が否定することなど、実に愚かしいことだと理解できないのかい？」

　妄想を自信満々に語っていることに、思わずフィオナは背筋がぞっとした。

　マルスもラッセルの言っていることに対して、理解が全く追い付かない。

　その中で優斗はアリーに視線を送ると、自分と修、卓たく也や、和泉を見回す。

　アリーはすぐに彼の意図することを理解し、一つ首肯し了承した。

　すると優斗は見下してきた相手に、同じく見下した視線を向けて、

「どうやってフィオナがお前の妻になるんだ。不可能だからこそ妄言だと言っているのに、お前こそ理解出来ていないなら愚かしいと判断するしかないな」

　心から馬鹿にした言葉を吐き、ラッセルを煽あおり始める。

「君こそ先ほどから口の利き方に気を付けろと言ったのに、それを守らないばかりか私の言葉を何も信じていない君こそが愚かだね」

　呆あきれた様子を見せるラッセルを横目に、優ゆう斗とはちらりと暗殺者たちを観察する。

　完全に蚊か帳やの外にいる暗殺者たちは未いまだ、こちらの様子を窺うかがっている。油断した様子を見せているのに動かないということは、やはりラッセルの依頼で動いたと考えていい。

「フィオナを籠ろう絡らくするために、こんな茶番を仕掛けた奴やつの言うことを信じろと？　はっ、いかにも考え足らずがやりそうな支離滅裂な言動だ」

　僅わずかな疑念すらも消えたことで優斗はまだまだ煽ろうとしたのだが、そこでマルスが疑問となった単語があって口を挟んでくる。

「ユウト君。茶番とはどういうことか、出来れば私にも説明してくれると助かる」

「分かりました……とはいっても、凄すごく簡単な話ですよ」

　解説しようとする優斗に対し、ラッセルは遮るように声を張った。

「平民風情の戯ざれ言を聞くなど必要ありません、トラスティ公爵」

　先ほど優斗がマルスと呼んだことで、彼がフィオナの父だということはラッセルも気付いていた。つまりラッセル的には将来の義父になるわけだが、

「君は黙っていろ。私はユウト君に訊きいている」

　マルスは睨にらみ付けるように一喝し、ラッセルは思わず萎縮してしまう。

　そして続きを促された優斗は、皆が理解出来るよう丁寧に解説を始める。

「僕と修しゆう、フィオナは暗殺者に狙われて殺されるか危機に瀕ひんする。そこに登場したラッセルが暗殺者を格好良く撃退し、偶然にも持っていた霊薬によってフィオナだけは無事に助かり、感激したフィオナはラッセルへ是非とも夫になって欲しいとお願いする……という、あまりにもアホらしい筋書きですよ。僕と修は死んだままですけどね」

　間違っていて欲しいと優斗も願いたいぐらいだが、これが正解なはずだ。

　マルスも解説を聞き終えると思わず額に手を当て、

「ユウト君がいるというのに、私が他の誰かをフィオナの夫と認めるわけないだろう」

　そもそもフィオナがその程度で靡なびくわけがない。

　さらに今のトラスティ邸の状況を考えれば、あり得ないと断言できる妄想だ。

「……トラスティ公爵は一体、何を意味不明なことを言っているのだろうか？」

　マルスの反応を訝いぶかしんだラッセルと、それに目め聡ざとく気付いた優斗。

　であれば、と追い詰めるため問答無用で現在の自分が持っている事実を叩たたき付けた。

「二つ、伝えておこう。一つ目は異世界人の僕に対して言葉遣いを改めるのはお前だ、ということ。二つ目は僕の妻をどうやって娶めとるつもりだ？　一生涯、離婚する予定はない」

　涼しい顔をして言ってのけた優ゆう斗とに対し、ラッセルは驚きよう愕がくの表情になった。

　しかし、すぐにあり得るわけがないと一も二もなく大声で否定する。

「そんなものは全て噓うそだっ!!　君こそ妄言は大概にしたまえ!!」

「いいえ、全て事実です。もし機会があるのであればユウトさんたちが異世界人であることと、お二人が夫婦であることを証明する書類も見せてあげますわ」

　アリーが間髪入れず、突き刺すような言葉でラッセルの否定を許さない。

「い、今、この場で証明出来なければ信じることは難しいのですよ、アリシア様」

　王女からのお墨付きににラッセルは狼狽うろたえる様子を見せるが、それでも迂う闊かつに信じることはせず立ち向かうように反論したところで、

「おーい、ラッセル。これが勇者の刻印っていうんだけど、さすがに知ってるよな？」

　軽い調子ではあるが、一発で証明できるものを修しゆうが見せ付ける。

　さらには優斗も左手の薬指を強調させながら、ラッセルへ見せつけた。

「ついでに僕とフィオナが夫婦である証拠だが、ちゃんと同じ結婚指輪をしている。それがどういう意味を持っているのか、分からないほどバカではないだろう？」

　反論したところで無意味だと言わんばかりに、しっかりと証明してみせる。

　そして過剰なほどに叩たたきのめしたところで、ラッセルは放心したように動きを止めた。

　優斗はしばらく復活しなさそうなことを見てから、今度は暗殺者たちに話し掛ける。

「さて、と。お前らも僕たちのことを理解したところで、あらいざらい話して貰もらおうか」

　どのような経緯で、彼らが優斗たちの暗殺をすることになったのか。

　確かな情報をちゃんと聞いておきたかった。

「どれほどの大金をラッセルに提示されたかは知らないが、幾いくら何でもリスクが高すぎるだろう？　依頼を引き受けない、ということは考えなかったのか？」

　そもそも、よく引き受けたものだ。幾ら大金を積まれたとしても、さすがにアリーがいる場で茶番も含めた暗殺をやるなんて、優斗には考えられない。

　すると貴族然とした格好の老人が、ぽつりと言葉を返した。

「……いや。そもそも貴族に仇あだなす無礼な輩やからの暗殺……という話だ。フィオナ＝アイン＝トラスティ公爵令嬢に対しては、未来の夫である婚約者の自分に対し無礼な態度を改めさせるため、少しばかりの教育を施す……ということになっていた」

　事実関係をしっかりと確認はしていなかったが、彼らの所属しているところが大金を受け取って依頼を引き受けてしまったので、彼らはとりあえず仕事としてやっていた、というわけだった。

　結果としては大噓な上、暗殺どころの話では終わらないのだが。

「次の質問だが、どうして攻撃を三手で終わらせた？　まあ、暗殺であれば最小限の攻撃で仕留めるのが最重要だということは僕も理解しているつもりだが、解せない点ではある」

　少なくとも優ゆう斗とと修しゆうは殺さなければいけないはずだ。

　ラッセルが驚いた様子を見せたのも、二人が死んでいなかったから。

　と、そこで優斗は老人の暗殺者がちらりとラッセルを見たことに気付く。

「もしかして攻撃を加えなかったのはラッセルの登場シーンを目立たせるためか？　僕と修は攻撃を防いだし、追撃してしまえば登場のタイミングが合わないから……なのか？」

　そもそも周囲の状況を確認せず、フィオナの安否を確認したぐらいだ。

　ラッセルにアドリブでタイミングをずらしてもらうのは無理だろう。

「……全く。後の祭りではあるけれど、依頼者は選んだほうがいいな」

　そこで優斗は大きく息を吸って、ゆっくりと吐いた。

　右腕と右肩の傷は痛むが、今はまだ気にすることでもない。

　──それに話を聞いたけれど、やっぱり一つだけ見えていないことがある。

　たとえば今回の出来事はラッセルの罪になる。これはもう、ほぼ確定していることだ。

　それほど愚かなことをしているわけだが、優斗には引っ掛かることがある。

　誰もが止めるだろう行動を、どうして誰も止めなかったのか。

　こんな茶番、普通であれば止めて然しかるべきだろうに。

　しかもラッセルとの会話の中で一つ気付いたが、彼は優斗が闘技大会でカルマを倒したことを未いまだ知らない。ということは以前、カルマを召喚したのがラッセルの仕業だと思っていた自分の考えが間違っている可能性が高い。

　──となると、こいつの存在が突破口だな。

　先ほどから動いていない漆黒の巨人。普通に考えれば暗殺者かラッセルのどちらかが召喚したように思えるが、暗殺に不釣り合いな巨体を暗殺者が用意するとは考えにくい。

「確認だが、この黒い巨人はお前たちが召喚したのか？」

「……いいや。依頼者による提供だ」

「ラッセルは……まだ呆ほうけているから確認は出来ないか」

　とはいえ彼がやろうとした茶番劇では、魔物を用意したとも考えにくい。

　何な故ぜなら狙いは優斗と修を殺すことと、フィオナを窮地から助け出すこと。

　それは暗殺者が十分に担っており、魔物に関しては完全に蛇足だ。

　──つまりは第三者による召喚……もしくは提供だと考えるべきだな。

　ラッセルだけでは、このような状況にはならない。

　まだもう一人、これ以上のことを望み、表舞台に立っていない人間がいる。

　この件に関わっているというのに、裏でこそこそと動いている奴やつがいる。

　──だとするなら、それは一体誰だ？

　優斗はそこで周囲の人間を確認すると、ふと一人の人間が視界の端に映った。

「もしかして……」

　すぐに頭の中で情報を精査し、見えていなかった疑問が解けるか確認する。

　一つは自分が視界の端に捉えた人物が、本当に今の状況を作り出せるのか。

　そしてもう一つは──闘技大会でカルマを召喚したのが本当は誰だったのか。

「……ああ、なるほど。そういうことだったのか」

　優ゆう斗とはくつくつと笑って、暗殺者でもラッセルでもない場所へ視線を向ける。

　そして誰からも離れた場所で、ラッセルを見守るように立っている人物に声を掛けた。




「なあ、ダイク＝ルスティ＝アルノーレ。黒幕を気取って嘲笑している気分はどうだ？」




　まるで何も関わっていないと言わんばかりの彼に、優斗は嘲りながら言い放つ。

「せっかくの機会だ。舞台にはお前も上がるべきだろう？」

　否定することも、戸惑う演技すらも許されない優斗の断言。

　ダイクは優斗が断定している様子を見ると、諦めたように何一つ言い訳せず聞き返した。

「どうして気付いた？　貴様が疑うべき余地はどこにあった？」

「以前、偶然会った時にご丁寧な前振りをしてくれたが、今となっては不自然に映る」

　ラッセルの行動はあまりにも愚かで、このような事態を引き起こすような馬鹿は優斗でさえ、一○○○人に一人いるかどうかと考えたほど。

　要するにラッセルの行動を肯定するような人間は、普通に考えればいない。

　だというのに騒ぎもせず、慌てもせず、まるでラッセルが登場することを待っていたダイクは、今回の一件を知った上でわざと止めなかった可能性が高い。

「いかにも余計なことをして欲しくない体ていだったが、この最悪な状況に至ることは話を聞いていれば誰であれ分かることだ。だというのにお前は止めなかったんだろう？」

　少なくとも普通の考えを持っていて、余計なことが起きないように願っているのなら止めるべきだった。けれどダイクの態度はそれを微み塵じんも感じさせない。

「あくまで首謀者がラッセルだということは変わらないだろう。けれどラッセルが愚かに踊っていることに愉ゆ悦えつを感じ、ほくそ笑んでいたのはお前だ」

「しかしミヤガワの言い分程度では、俺に疑いの目を向けるには薄いはずだがな」

　まだ他にもある。それをさっさと説明してみろと言わんばかりの傲慢な態度。

　だから優斗もさらに言葉を続けた。

「闘技大会に起きたカルマの一件、ラッセルは僕がカルマを殺したことを知らなかった。独自詠唱の神話魔法を使えることも、知っている素振りすら未いまだ見せていない」

　自分との勝負が不正だと言ってはいるものの、カルマに関しては何一つ追及してこない。

　ラッセルの性格を考えれば、一言くらいはあっていいものだ。

「そこで考えられる可能性は二つ。カルマが召喚されたのはラッセルの指示で誰かが動いたか、ラッセルの意思が関わっていない独自の行動……ということになる」

　けれど前者は可能性が薄い。せっかく魔物で襲う指示を出したというのに、優ゆう斗とが窮地に追い込まれる様子を確認していないことになる。

「さらには、そこにいる暗殺には不似合いな黒い巨人だ。カルマの時のように魔法具で召喚されたようには見えなかったし、ラッセルには魔法具なしで召喚できるほどの技量がないはずだ。つまりラッセル以外に誰か暗躍している可能性が浮上してくる」

「しかし魔法具が使用されたように見えなかったということは、貴様が気付かなかっただけでラッセル様が召喚した可能性も残っていただろう？」

「確かに可能性は少しばかり残っていたが、それよりもお前がタイミングを合わせラッセル自身が召喚した、と勘違いさせる可能性のほうが圧倒的に高いと僕は見た。自分が召喚したのでは、と勘違いしているラッセルへ責任転てん嫁かすることは容易で、お前自身は何も関係ないと知らぬ存ぜぬを通せるからな」

　優斗の問い掛けに対し、ダイクは肯定も否定もしなかった。

　けれど目の奥に宿った愉ゆ悦えつの感情が全てを物語っている。

「そこまで考えれば、お前がラッセルと行動を共にしていることについても理解が及ぶ」

　ダイクにとってラッセルは同じ意思を持つ仲間同士……だけではない。

　駒として使うのも何をするにも都合の良い存在だということだ。

「貴族至上主義の筆頭というのは、防波堤にはちょうどいいはずだ。他人を見下したところで、返ってくる反応は『ラッセルの取り巻きがうるさい』程度だからな」

　舎しや弟ていのように認識されていれば、何を言って何をやったところで全てが自分に返らない。

　現にこれまで優斗もラッセルの取り巻きが騒がしい、ぐらいにしか思っていなかった。

「しかも当の本人は非常に頭が悪い上に、リスクを考えることなく愚を犯す。お前ほど近くで見ているのであれば、さぞかし楽しかっただろう」

　都合良く動かすことも可能で、責任も転嫁することは容易。

　これほど裏でやりやすい環境はそうそうない。

「とはいえ、どうして黒い巨人を召喚した？　愉快な状況をさらに盛った理由は何だ？」

　優斗がダイクに辿たどり着いた最大の要因ではあるが、だからこそ分からない。

　何な故ぜ、漆黒の巨人を召喚したのかを。

「状況を盛った理由？　そんなものは単純な話でしかない」

　しかしダイクは優斗へ向けて、初めて狂気を含んだ笑顔を見せると、

「独自詠唱の神話魔法を扱う貴様を殺せると証明するためだ」

「……僕が狙いというわけか。お前の態度から、どうやら勝つ自信があるようだな」

　とはいえダイクの背後関係が未いまだ見えてこない。

　証明するとしても誰に向けて、何のためにやるのか分からない。

　そもそも漆黒の巨人がどのような存在なのかも、未いまだに把握できていない。

「黒幕気取りの雑魚が魔物を召喚しても大したことはない。そんな言葉を返してやるよ」

　鼻で笑いながら、身の程を知れと暗に伝える。だが優ゆう斗と自身、漆黒の巨人が魔物だとは思っていないし、極めて例外的な何かだと感じていた。

　けれど優斗が気付いていることさえ言わなかった理由は簡単。

　ダイクが漆黒の巨人について絶対の自信を持っているのであれば、

「……ふん。我らが見つけ出した〝堕神〟の欠片かけらを魔物だと勘違いしているのか？」

　そう、その発言が優斗は欲しかった。何もかも分からない後手に回ってしまった今の状況から、たった一つでもいいから情報を手に入れることが重要だった。

「幾ら独自詠唱の神話魔法を使える貴様だろうと〝堕神〟の欠片には、貴様では到底理解の及ばない能力を持っている。そして対策出来るわけがない」

　黒幕を気取った人間は、自身だけが知っていることに絶対的優位を見つけ出す。

「ふざけたことを抜かすなよ。対策する必要はないし、僕が徹底的に殺してやる」

　だから、さらなる馬鹿にした物言いをすれば結果は必然なもの。

「殺す？　神に連なる〝モノ〟だとしても、貴様は殺せると言うつもりか？」

　優位性を持ったことは喋しやべらずとも、他のことは簡単に口を滑らせる。

　優斗はダイクの発言に思考をさらに深めて、

　──神に連なる……といっても、龍りゆう神じんに関係はなさそうだな。

　最大の宗教や幾つかの宗教でも、基本的に神と扱われている龍神。

　けれどダイクが言った『神』というのは、おそらく龍神ではないだろう。

　龍神に連なるのは精霊らしいが、目の前の存在は精霊とは似ても似つかない。

　──そもそも以前、似たような存在が龍神の卵を狙っていたしな。

　だから龍神とは別の神がいると考えたほうが筋は通る。

　──ということはシルドラゴンもどきもダイクが襲わせたのか？

　そう考えて、優斗はすぐに自分で否定した。知っているのであれば漆黒の巨人と優斗を戦わせることはあり得ないし、これほどまで堂々とした態度は取れない。

　であれば、と優斗は自分が持っていた事情を活かし主導権を握りに行った。

「神に連なっていようと、僕が殺すと決めたのなら殺す。そして一つ、預言をしてやるよ」

「……預言？　一体、何を預言するつもりだ？」

「次の言葉でお前は自信を失い、上からの目線で語ることは不可能になる」

　繫つながりはあるはずだ。優斗が感じている異常な存在感は漆黒のシルドラゴンと同じ。

　となればダイクが言っている理解の及ばない能力とは、

「〝堕神〟の欠片とやらの能力は、魔法を打ち消すことだろう？」

　瞬間、ダイクの表情が想定外のことだったのか初めて歪ゆがんだ。

　優ゆう斗とも相手の反応を見て、告げたことが間違っていなかったことに安あん堵どする。

「わざわざ反応してくれてありがとう、ダイク＝ルスティ＝アルノーレ。おかげで確信を持つことが出来たし、何よりもお前の余裕を崩すことが出来た」

　無反応か馬鹿にしたような笑いを浮かべたのであれば、断定することは出来なかった。

　だがご丁寧にも驚きの表情を浮かべてくれたので、やはり漆黒の巨人と漆黒のシルドラゴンは同種の存在であることも理解出来た。

「というわけで修しゆう。この場で最低限の情報を得ることは出来たから、僕は四人──暗殺者たちとラッセルを片付ける。だから修はこいつらを頼む」

　今までの会話から予想できない展開に、隣に立っていた修がポカンとした表情になった。

「……えっ？　俺たちのことをずっとほったらかしにして話してたのに、俺がこいつらと戦うのか？　なんか、すっげー可哀かわい想そうじゃね？」

　優斗を倒すと豪語し、優斗と戦うために漆黒の巨人を召喚したというのに。

「僕だと神話魔法で建物を壊すことになるから、修にやって貰もらうのが一番だ」

　わざわざ余計な被害を増やすことはない。漆黒の巨人を倒せる人間が二人いるのであれば、周囲に被害を与えない戦い方を出来る修のほうが適任だろう。

「まあ、そっか。そう言われると俺がやったほうがいいのか」

　修は優斗の言い分に納得し頷うなずくと、右手を軽く前に出した。

　別に威圧感も何も感じない、ただの動作でしかないと皆が判断する修の動き。

　しかも優斗でさえ何をやるのか分からない行動は、次の言葉で誰しもの理解を超える。

「出てこいよ、布ふ都つの御み魂たま」

　詠唱はない。けれども告げた名称に反応して修の眼前に魔法陣が生まれると、幾重にも魔法陣が折りたたまれていき、形状が浮かび上がってくる。

　そして、ほんの数秒。直刀が姿を成していた。

「……修ならどうにでも出来ると思ったが、さすがにそれはどういうことだ？」

　魔法なのか何なのか、目の前にいる〝堕神〟の欠片かけら以上に理解が及ばなかった。

　優斗が呆あきれた様子を見せるものの、修はいつもと変わらない様子で答える。

「勇者の特殊能力じゃね？　『勇者の刻印』に教えて貰ったんだよ」

「……非常識な存在だと理解していても、平然と突き抜けられると驚きは隠せないな」

　けれどそれが至上の天才だということも分かっているので、優斗も納得出来てしまう。

「まあ、ダイクも安心しろよ。俺は優斗と同じくらい強いからな」

　そう言って漆黒の巨人を見定める修。ダイクも目の前で起こったとんでもない光景に、修を無視してあえて優斗へ襲い掛かるような判断は下さなかったらしい。

「……ふん。ウチダが勇者であるというのなら、それでもいいだろう」

　修しゆうとダイク、それに〝堕神〟の欠片かけらが戦うために離れていく。

　そして優ゆう斗とも宣言した通り、しっかりと暗殺者たちを見据えた。

「さて、と。お前たちにはこれから、僕の八つ当たりに付き合って貰もらう」

　今までの会話の中で、如い何かに優斗が強いか分かったことだろう。

　そもそも初撃で殺せなかったことで、優斗の強さを知るには十分だったはずだ。

　加えてラッセルの虚言に対し、これ以上付き合うリスクが暗殺者たちにはない。

「お前たちの選択肢は素直に捕まるか無理をして逃げるか、この二択だろうが……」

　先ほどから周囲に目を配り、どこからか逃げられないか考えていたことだろう。

　また不可能であれば、余計なことをせずラッセルに全ての責を押し付け減刑を請う。

　今の状況下では、それが彼らにとってベストだが、

「そんな甘えた考えは必要ないし、させるつもりがない」

　優斗は一切、彼らの行動を認めるつもりがない。そもそも先ほど言った通り、優斗がこれからやることは暗殺者を捕まえるために戦うわけでも、正義感による行動でもない。

　個人的な苛いら立だちを晴らすために暗殺者たちを叩たたきのめす。

「僕はお前らがやったことを絶対に許さないし、自分自身のことも許せない」

　だから今、抱いている感情は苛立ちと後悔しかない。少しだけ俯うつむいたことで雰囲気が変わった優斗を誰もが怪け訝げんそうに見た時、彼はぽつりと想いを零こぼした。




「この燕えん尾び服ふくを買う時、凄すごく喜んでくれた人がいたんだ」




　その言葉にハッとした表情をさせたのはマルスだ。優斗はナイフと漆黒の巨人の攻撃によって、裂けてしまった燕尾服にゆっくりと触れながら、尚も言葉を続ける。

「僕が採寸している時も楽しそうに見ていてくれて、今日も同じ燕尾服を着ることが出来たと嬉うれしそうに笑ってくれた人がいる」

　後見人だから、同じ家に住むのだから、トラスティ家に関わってくれたから。

　ただそれだけの理由で優斗のことを慮おもんぱかってくれたのがマルスだ。

「だけどお前らは僕から余裕を奪うためだけに、その人を狙った」

　優斗が初めて信じた大人で、自分が持ってきてしまった厄介事さえ、何一つ問題ないとばかりに笑って許してくれたマルスを、彼らは優斗を狙うための道具にした。

「そして僕は、その人から貰もらった大切な服を自分のミスで傷付けた」

　守る絶対の自信があるなら、他の方法も選ぶことは出来た。だけど失敗する僅わずかな可能性を考えてしまったから、最も確実な自分の腕を盾にすることでマルスを守ることにした。

「狙いは賞賛してやるし、僕を傷付けるには最適な行動だったと褒めてやったが……」

　誰を狙い、何をしでかしてしまったのかを絶対に理解させてやる。

「だからこそお前らを許すつもりはないし、痛みもなく素直に捕まえる気はない」

　抵抗する気がないのなら、素直に捕まえるほうがいいだろう。

　けれど暗殺者たちがいなければ、マルスはずっと笑顔でいてくれたはずだから。

　自分がマルスの喜びを奪ってしまうこともなかったはずだから。

「八つ当たりだと言ったのは、それが理由だ」

　そして優ゆう斗とは圧迫するような雰囲気で、暗殺者たちを睨にらみ付ける。

「殺しはしない。けれど覚悟はしておけ」

　話し合いは通用しない、と。分かったからこそ暗殺者たちも身構えた。

　だが至上の天才である修しゆうからしても、化け物と呼ばれた少年に敵かなう道理は存在しない。

　たとえ右腕が傷付いていようと、その気迫が分かってしまうほどに威圧感を醸し出す優斗は、堂々たる言葉で暗殺者たちに宣言した。

「お前ら如ごときがやったことを、心から後悔して倒されろ」

　瞬間、優斗は凄すさまじい速度で暗殺者たちへ飛び込んだ。

　最初に狙いを定めたのは老齢の暗殺者。未いまだ懐ふところに隠し持っているナイフを取り出し対応しようとした老人だったが、優斗は左手で老人の右腕を摑つかみながら膝蹴りを見舞う。

　かろうじて動きを察し膝蹴りは防いだものの、優斗は老人の腕を叩たたきナイフを奪い取り、振り返り様に背後から襲い掛かってくるひょろ長い男の胸元を切り裂いた。

　さらには距離を置いて魔法の詠唱を始めた大男に対して、優斗は振り向いた勢いでナイフを投げ付けて詠唱を妨害し、老人が次の行動を取るよりも早く再び蹴りをかます。

　ひょろ長い男も胸元を切り裂かれ痛みに怯ひるんだものの、当然すぐに持ち直して優斗が怪け我がを負っている右腕側へ移動し、再び攻撃をしようとしたのだが、

「──考えが温ぬるいんだよ」

　優斗の右腕は当たり前だが痛みはあり、傷付いてもいる。だが動かせないわけではない。

　負傷した腕で攻撃をしてくるわけがない、と高を括ったひょろ長い男に対して優斗は右手で握り拳を作ると、思い切り鳩尾みぞおちに叩き込んだ。

「ついでに、一緒に吹き飛んでおけ」

　拳を叩き込んだ状態で、さらに風の魔法を使う。

　次の狙いは鉈なたで襲い掛かってきている大男だ。

　優斗はひょろ長い男を避けるように左側から鉈を振り下ろす大男の腕を左腕で摑むと、今度は鉈を奪い取りながら風の魔法を至近距離から大男に叩き付ける。そして二人の暗殺者を伸のしたところで飛び込む機会を窺うかがっていた老人に、優斗が鉈を持って襲い掛かった。

「どうした？　暗殺者というからには、魔法よりも体術のほうが得意なんじゃないか？」

　嘲笑しながら優斗は容赦なく老人に斬り掛かるが、老人には優斗の動き方そのものが理解しがたいものだった。というのも、単純に自分が知っている人間の速度よりも優ゆう斗とが圧倒的に素早く動いているからだ。三対一という状況下で、怪け我がを負っている状況下で、優斗が怯ひるむことなく堂々と相手を倒しに動ける理由がそこにあった。

　そして実際に目の前で自身の想像以上の速度で動かれてしまえば、このような人間がいることも信じざるを得ない上、何よりも自分の末路が容易に分かってしまう。

「……参った。そう言っても聞き入れて貰もらえないか」

「当たり前だ。お前は暗殺する相手が参ったと言ったところで、殺すことをやめるのか？」

　そう言ってのけた優斗は鉈なたの峰の部分で老人の頭を殴りつけた。

「まあ、こんなものか。かろうじて殺してはいないから感謝しろ」

　老人が最後の攻撃で昏こん倒とうし、吹き飛ばした二人も気絶していることを確認した優斗は、未いまだ呆ほうけた様子のラッセルたちに近付いていく。

　その途中で優斗がふと修しゆうのところを見れば、彼のほうも決着がついていた。





　　　　　　　◇　　　　　　◇






　優斗たちから十分すぎる距離を取って修とダイク、漆黒の巨人は向き合う。

「そんじゃ、戦うとするか」

　現れた直刀で肩をトントン、と叩たたきながら修は気負った様子なくダイクに告げた。

「ウチダ、貴様……たかが剣で〝堕神〟の欠片かけらと戦うつもりか？」

「えっ、何で？　俺はこれでぶった斬れるって思ってんだけど」

　ダイクの困惑が、修の返答によってさらに広がっていく。

　というのも魔法陣が変化した以上、魔法に分類されていると推理したからだ。

　そして魔法である以上、ダイクは搔かき消せると信じている。

　だが修はダイクの推測など全く無視して直刀のことを喋しやべり始めた。

「だってこの刀、カテゴリーは神しん剣けんって呼ばれてるやつだから余裕だろ」

「……神剣……だと？」

「おう。俺らが元々いた世界で神剣って呼ばれてたやつ。こっちの世界だとどうかは知らんけど、何か凄すごそうだし神剣のままでいいんじゃね？」

　とりあえず修の前にいる漆黒の巨人を倒せるなら、どんな刀だろうと構いやしない。

　けれどダイクはもっと修のことが分からなくなる。

「魔法を得手とする異世界人が大幅に戦い方を削られて尚、余裕を崩さないのか？」

「ん？　まあ、異世界人ってのは魔法が凄い。大体の人がそういう認識だよな」

　それは間違ってないのだろうし、この世界的に見れば普通なのだろう。

　だが修はそういった常識を平然と覆してしまう。












「とりあえずは安心しろよ。魔法を使わなくても、そのでっかい奴やつがどんだけ強くても、俺には関係ない。つーか、問題になんて全くなんねーからさ」

　理解が及ばない存在だからといって、それが何だというのだろうか。

　魔法を消されるからといって、どうして狼狽うろたえる必要があるのだろうか。

　だからいつも通りに、何一つ気にすることなく修しゆうは言ってのける。

「誰であろうと俺の敵になれるわけがないんだから」

　瞬間、漆黒の巨人の右腕が大きく掲げられた。

　そして一歩踏み込み、修に対して振り下ろそうとした時だ。

　ダイクにも漆黒の巨人の視界にも存在していた修の身体からだが、不意に霞かすんだ。

　同時、振り上げられていた漆黒の巨人の右腕が音もなく消し飛ばされる。

「消え……っ!?」

「それを振り下ろしたら、床が傷付いて俺が優ゆう斗ととアリーに怒られるだろ！」

　修がわけの分からないコメントを残しながら、突然と漆黒の巨人の背後に立っていた。

　人間が出せるわけがない速度に、ダイクは戦せん慄りつし思わず息を吞のんでしまう。

　たとえ勇者の特殊な魔法によって、今の動きをしていようと関係ない。

　常識外れだとか、そんな言葉が生なま温ぬるく感じるほどの圧倒的な異常性。それを一発で見せつけたリライトの勇者は、再び霞かすむほどの動きと剣けん閃せんで漆黒の巨人を斬り刻む。

　ダイクが強固だと思っていた漆黒の巨人の身体からだは容易に裂かれ、少しずつ消え去り、一度たりとも反抗を許されず、一いち縷るの望みさえ与えられず消滅してしまう。

　ダイクが何をしようと、言葉を発することさえ全く意味がないと分からせる所行。

「よっしゃ。会場は傷付けなかったし、これで怒られないだろ」

　うんうん、と一人で頷うなずいている修しゆうは今の今まで戦っていたと思えないほどに通常通りだ。

　いや、そもそも修にとっては勝負ではなかったのだろう。

「……人間か、貴様は？」

　自信も何もかもを根こそぎ砕かれたダイクの口から思わず出た言葉。

　修もどうしようもないのか、無意識に苦笑いを浮かべてしまう。

「一応、な。勝利の女神に愛されてる……って注釈は付くけどよ」

　誰もがあり得ないと断言出来るほどの才能。何より素晴らしさと、そして少しの憐れん憫びんさを覚える彼の才能は、今やったことでさえ一端に過ぎない。

「つーわけで、お前も眠っとけ。変に反抗されても困るしな」

　修は直刀を横に薙なぎ、剣の平でダイクの顎を擦らせるように当てる。

　それだけでダイクの身体はふっと力が抜けて、ぐらりと傾くと地面に突っ伏した。

「別に疲れたりはしなかったけど、優ゆう斗とがあれこれ訊きいてたってことはややこしい存在なのかね……なんて、俺が考えたところで分かるわけねーか」

　なので頭脳労働は優斗やアリー、クリスに任せておけばいい。

　修はダイクを担ぎ上げて、優斗たちのところへ戻っていく。

　するとタイミングが良かったのか、ちょうどクライマックスだったらしい。

　ラッセルのところへ歩いていく優斗と目が合って、終わったことを視線で知らせる。

　優斗も修へ小さく頷きを返すと、そのまま歩んでラッセルの眼前に立った。

「最後はお前の番だな。もう、どうしようもない状況だというのは分かっているだろう？」

　未いまだ呆ほうけた様子で自分のことを見ているラッセルに、優斗は鋭く言い放った。

　さらにはアリーが状況を踏まえ彼が犯した罪を伝える。

「トラスティ公爵令嬢及びリライトの勇者と異世界人に対する殺人未遂。考えるまでもなく処刑ですわ。秘ひ匿とくされていた異世界人のことを除いたところで、それは変わりません」

　普段とは違い淡々と冷酷に告げる姿に、修が驚きの表情を浮かべる。

　優斗も彼女の発言で気になったことがあったので確認を取った。

「ラッセルが行ったことを、パリーニュ家が素直に認めると思うか？」

「いいえ。息子のしでかしたことは、パリーニュ子爵にとっても最悪のことです。金を湯水のように使ってでも無罪を勝ち取ろうとするでしょう」

　肯定すれば何もかも終わりなのだから、それも当然のこと。

　けれどそれを聞いたラッセルは、呆けた表情から突然と笑い出した。

「……は、ははっ！　ああ、そうだ。私が罪に問われることはない！」

　精神が壊れたとも思ったが、罪に問われない可能性があることに気分を良くしたらしい。

　笑い声を響かせ、ラッセルは再び上の立場から言葉を述べようとしたが、

「少しは黙ってろよ。まさか直々に殺されたいのか？」

　優ゆう斗とが足払いし、倒れ込んだ瞬間に鉈なたを顔の真横へ添える。

　さらには倒れた衝撃でラッセルが手放した霊薬を踏み砕き、

「殺されたいなら、さっさと言え。処刑よりも多くの苦痛を与えて殺してやる」

　紛まごうことのない脅しに、ラッセルは半分涙目になりながら首を横に振る。

「まあ、たとえ一万分の一の可能性で処刑にならず罪にならなかったとしても、だ」

　優斗は暗殺者たちと対たい峙じした時でも出さなかった殺気を、全面に押し出して告げる。

「次、フィオナに関われば、その時は問答無用でお前を殺す。消し炭すら残らないと思え」

　ただ単純に事実を述べた優斗の言葉ではあるが、そこに込められている感情には一切の慈悲がなく、何より空気さえ震えていると思うほどの強烈な圧迫感がある。

「…………っ」

　その圧倒的な恐怖にラッセルは、これ以上立ち向かうことなく易々と意識を手放した。




　そして今回の騒動に荷担していた人物を縛り上げて広間の外に出た優斗たち。

　無事に会場から逃げ出せたクリスたちには修しゆうや卓たく也やが状況を説明して、アリーも後始末をするために指示を色々なところへ出している。

　その中で唯一の怪け我が人にんとなってしまった優斗は、何な故ぜか王城の医務室でフィオナと一緒にマルスの迎えを待っている状況になっていた。

　というのもナイフの傷は治療魔法で治せるのだが、肩の傷だけは漆黒の巨人の攻撃だ。

　案の定、漆黒のシルドラゴンと同じように治療魔法では全く治ってくれなかった。

　なので最初は修に治療の神話魔法を掛けてもらおうと思ったのだが、

「ん～、どうすっかな……。お前がミスだって認めた怪我をマリカの時と同じように治すと段々エスカレートしそうな気がするからな。そろそろ気を付けないと、延々とフィオナが心配しなきゃいけなくなりそうだ」

　と言われ、まさかの修に反省を促すため怪我人のままでいろと言われてしまった。

　もちろん傷跡は消してくれるらしいが、このまま放置してはいけないので王城の医務室へ行って肩の傷を縫ってもらい、動かさないようにと右腕が三角巾に吊つられた状態。

　そこにアリーと後処理を行っていたマルスが凄すごい勢いで迎えに来て、三人で馬車に乗りトラスティ邸へ帰ることとなった。

「優斗さん。右腕の痛みはどうですか？」

「痛み止めを飲んでるし、今のところは問題ないよ」

　時々、馬車が石ころで跳ねるが衝撃で痛みが走ることはない。

　浅くはないが深く裂かれたわけでもないので二、三週間もすれば動かせるようになるはず。

　するとフィオナは丁寧に優ゆう斗とへ頭を下げて、

「今日はナイフで襲われた時、助けて下さってありがとうございます」

　狙いとしては自分も対象だったはずなのに、どこも傷付くことがなかった。

　彼が自分を守ってくれたから、フィオナは綺き麗れいなドレス姿のままでいられた。

　けれど優斗もフィオナと同じように頭を下げて、

「僕のほうはごめん。前回以上に怖い姿を君に見せちゃったね」

　暗殺者やダイクに相対していた時とラッセルに最後の通告をした時の自分は、間違いなく前回とは比類出来ないほどの怖さがあったはずだ。

　あのようになった自分が、どのような人間なのかは優斗自身がよく分かっている。

　人を傷つけることを躊躇ためらわず、ただ単純に相手を貶けなし、脅し、見下す。

　間違いなく人として最悪の部類だと優斗自身は思っている……のだが、

「一つ確認したいのですが、優斗さんは私が怖がったと思っているんですか？」

「……えっ？　まあ、さすがに今回は酷ひどすぎると自分では思ってる」

「ですが理由が分かっている私は全く怖くありません。前回も『昔の優斗さん』になった時に謝って下さいましたが、もう少し私のことを理解していただけると助かります」

　勝手に勘違いされて謝られても、そっちのほうがフィオナは困る。

「お父様もそう思いませんか？　私たちを守るために怖い口調や怖い態度になったというのに、そのことを謝られても困りますよね？」

「そうだね。燕えん尾び服ふくについても、私を守るためにしてくれたことだ。君自身が失敗したと思っても、助けてくれた君がを私が咎とがめることはないし感謝以外は思っていないよ」

　むしろ、それほど大切に思ってくれていることを知ることが出来た。

　フィオナはもちろんだが、マルスのこともしっかりと考えてくれている。

　そのことがマルスは嬉うれしくて、だからこそ決めたことがある。

　家に戻ったら、自分たちの関係をはっきりさせよう、と。




　トラスティ邸の広間に戻ると、まだ起きていたマリカが駆け寄ってきた。

　だが右腕を負傷している優斗の姿を見て足を止める。

「……ぱーぱ？」

「ごめんね、マリカ。パパは怪け我がをしちゃって、ちょっとだけ抱っこできなくなっちゃったんだ。だからママに抱っこしてもらおうね」

　左手でマリカの頭をポンポン、と撫なでる優斗。だが同じように三人を出迎えたエリスも驚きの表情を浮かべ、慌てた様子で駆け寄ってきた。

「怪け我がをしたって大丈夫なの!?　ちゃんと治るのよね!?」

　外傷であれば、治療魔法で普通は治るはずだ。けれど優ゆう斗とが怪我人のまま戻ってきたということは、高位の治療魔法を使わなかったか……もしくはそれでも治せなかったのか。

　けれど優斗はエリスを落ち着かせるように、柔らかな声音で言葉を返す。

「ちゃんと治りますので安心して下さい。それに僕は異世界人ですから、こういうことは今後もあると思いますし、今回はフィオナもマルスさんも守ることが出来ましたから」

　余計な心配はしないでいい、と伝える優斗。だがエリスは彼の発言に唇を嚙かみしめた。

「私が言いたいのは、そういうことじゃなくて……っ！」

　心配したのは彼も含まれているというのに、自分を無視している。

　それがどうしても悔しくて、困惑した様子の優斗が理解していないのも悔しい。

　するとマルスが不意に優斗へ声を掛けた。

「ユウト君がこの家で暮らし始めてから、どれくらいになっただろうか？」

「……えっ？　その、えっと、一ヶ月弱といったところですけど……」

　優斗はエリスの様子を不可思議に思いながらも素直に答える。

　トラスティ邸に引っ越してから、とても早く思えるほどに時間が過ぎていた。

「対外的に私とユウト君はどのような関係だと言えるかな？」

「設定を述べさせてもらうのであれば義理の親子、もしくはそれに近しい関係ですね」

　フィオナとは現状が夫婦や婚約者という扱いなのだから、マルスやエリスに対しては自分が言ったような関係が一番適しているだろう。

　だが優斗は二人がそれを設定ではなく、真実にしたいと考えているとは思っていない。

　もちろんのこと、彼が考えられない事情を持っているとエリスは知っている。だから気を持ち直すと、マルスと頷うなずき合い共に望んでいることを声にしてはっきり告げる。

「義理の親子であるなら、私たちはそろそろ呼んでもらいたいと思っているわ」

　エリスの言葉を聞いた瞬間、察した優斗の表情が突然と険しいものになった。

　何を伝えたいのかは分かるが、すぐに頷けるものではない。

「……マルスさんから話を聞いたりはしてないんですよね？」

「いいえ、聞いてるわよ。私はタクヤさんからも貴方あなたの話を聞かせて貰もらったわ」

「それでも、ですか？　卓たく也やが話したことはきっと、親に関係したことのはずです」

　優斗の態度から良い話題でないのは確かだが、エリスも引くわけにはいかない。

「私だって意地悪をしているつもりはないわ」

「分かってます。それぐらいは今までの付き合いでちゃんと把握しているつもりです」

　彼女が無神経な人物でないことは、優斗もよく理解している。一緒に住む前からエリスのことは知っているし、冗談と真面目な話の使い分けができることだって分かる。

　だからこそ優ゆう斗とは問わねばならなかった。

「何な故ぜですか？　僕がどんなことを考えて生きてきたか、知っているのに──」

「私が貴方あなたを本当の義息子のように思いたいからに決まってるわ」

　問い掛けに対する言葉は即答だった。優斗の事情を知ったところで、自分たちの気持ちはまるで変わることがなかった……どころか、より強いものになった。

「……僕がここにいるのは、あくまでマリカのためですよ」

「それと私が貴方に伝えたいことは全く関係ない」

　エリスが断言した瞬間、優斗の表情がより一層固いものに変わった。

「疲れるわよ、ユウトさんの生き方は」

　今の彼は気の休まる時間を持っていない。常に何かしら緊張の糸を張らしている。

「……知ってますが、それも居候であれば当然だとは思いませんか？」

「私は貴方を居候とは思ってないから、当然だとも思ってない。家ではもっと気を抜いたっていいじゃない。だからこその〝家〟じゃないの？」

　彼はどんなことにも伺いを立てているが、友達をお風呂に入れることぐらいは自分の許可など全く必要ないことを分かって欲しい。

　だが優斗もおいそれと頷うなずくことはしなかった。

「それが出来る生き方をしていないと知ってるでしょう？」

　マルスにも卓たく也やにも話を聞いているのなら尚更だと優斗は反論する。

　けれどエリスは彼の反論を許さない。安易に逃げさせることはしなかった。

「なら、出来るよう努力なさい。私はこの家でユウトさんが気を張ることを認めないわ」

「……厳しいですね、エリスさんは」

「だってユウトさんに対して、私は遠慮をしないって決めたからよ」

　マルスから話を聞いて以降、ずっとどうしたいのかを考えていた。

　卓也から理由を聞いてからは、ちゃんと覚悟を決めていた。

「前にマルスが言ったかもしれないけれどね、貴方がいるおかげでフィオナはたくさん話すようになってくれたし、明るくなった。それが良い変化だって私は思ってる」

　今のフィオナは昔とはまるで別人になった。同一人物だとは、とても思えない。

「マルスだって同じ。帰ってお酒を飲むことを今まで以上に楽しみにするようになった」

　夫は夢の一つが叶かなった、と心の底から喜んでいる。

　優斗と一緒に酒を酌み交わす時間が本当に至福なのだろう。

　服を一緒に選んだ時のことだって、本当に嬉うれしかったことだとエリスは理解している。

「私だってそう。貴方と会ってマリカが来て、目まぐるしく変わる毎日が本当に楽しいの」

　この家に住んでいる自分たちは、優斗のおかげで素晴らしい日々を得ることが出来た。

　だから。自分たちの気持ちを彼に、もっともっと知って貰もらっていたいから。




「〝ユウト〟もう一歩だけ私たちに歩み寄りなさい」




　こっちから目一杯に踏み込んでも、最後の一線を越えるのは彼自身の意志が必要だ。

　エリスはマルスから話を聞いて、卓たく也やから聞いた話を踏まえて、目一杯に手を伸ばした。

　あとは彼がほんの少しでも、歩み寄ってくれるだけでいい。

　ただそれだけで、自分たちの関係は確固たるものへ変わっていく。

「………………」

　優ゆう斗とも目の前にいる女性が真剣に考えてくれていることが分かっている。

　だから取り繕うことはせず真面目に答えた。

「……怖いんですよ」

　小さな声が、けれど彼から初めて聞いた言葉がエリスの耳に届く。

「エリスさんが望む一歩は、僕が僕として生きてきたラインを越えるものです」

　彼女からしたら僅わずかばかりの人生かもしれないけれど、それでも生きていくために必要なことがあって、その線引きがあったからこそ生きることが出来た。

　──きっと、僕だってそうなりたいと思う気持ちはあるけど……。

　マルスとエリスのことを知ったからこそ、初めて思ってしまった感情がある。

　くしゃり、と優斗の顔が少しだけ歪ゆがんだ。

　まるで泣いているような、だけど笑おうとしている表情で優斗は告げる。

「僕はそれを越える勇気を持ってないんですよ」

　涙は出ない。バカみたいだけれど、最後に涙を流したのがいつだったか覚えていない。

　覚えているのは涙を流さないと決めた誓いだけ。

「……少し、勘違いしてたわ。貴方あなたも弱い心を持っているのね」

　エリスはこの時、本当の意味で思い違いをしていることに気付いた。

　優斗はいつでも平然としている。にこやかに笑っている。強く、優しく在ある。

　卓也の話を聞くまでは、そう思っていた。

　けれど話を聞いてからは今までの優斗と違う側面も知った……と思っていた。

　だけど卓也が本当に伝えたかった優斗の姿とは、自分たちが気付かなければいけなかった本当の優斗の姿とは、きっと今の彼のことだ。

　彼は〝強い〟のではなく〝強く在る必要があった〟ということ。

　弱い部分を見せてしまえば、彼は生きていけなかったから。

「必要があったから『強く在る』しかなかったんです。でなければ駄目だったから」

「ここは貴方のいた世界じゃないわ」

「知ってます。僕はそのことを本当に深く理解していますよ」

　だけど変えられないんです、と付け加えながら優ゆう斗とは朗らかに笑った。

　しかしその笑顔は、彼の過去と心を知ってしまったからこそ印象が変わる。

　──この子はずっと、こうしてきたのね。

　エリスは優斗に近付くと……右肩の怪け我がを避けながら強く抱きしめる。

　大人へ立ち向かうために必要だった強さと強固な意志。

　まともな世界で過ごしているなら、そんなものは必要ないというのに。

「……ちょっと苦しいですよ、エリスさん」

「我慢なさい。私は貴方あなたのことが大切だからやっていることよ」

　ただ、エリスに言われるがままに優斗は抱きしめられる。今まで誰からも感じたことのない温かさが優斗の身体からだに染み渡る。何となく、これが〝親〟なのだと実感した。

「……親の温かさというのは、こういうことを言うんですかね？」

　優斗は、ふと思う。今、感じているのが親の温かさだと言うのならば。

　自分はちゃんと出来ているのだろうか。

「僕はマリカにこの温ぬくもりを与えられていますか？」

　出来ていればいいな、と。優斗は願う。

　けれどエリスは彼の問いに思わず泣きそうになった。

　──どうして、この子は……。

　誰もが与えられて然しかるべきことさえ分からないのだろう。

　そして恨みそうになる。親の温もりすら教えてこなかった優斗の両親を。

「もちろんよ。貴方はちゃんと、マリカに温もりを伝えられているわ」

　エリスは強く頷うなずきを返す。すると優斗は安あん堵どの表情を浮かべた。

「よかったです。本当に……」

　言葉だけではなく、態度だけでもなく、自分はマリカに対して親らしいことができているのだ、と。心からそう思えたから。

「覚悟は決めたとしても……不安を拭うことは出来なかったのね？」

「僕は普通の子育て、というものを実感していませんから」

　自分にとっての理想はあるから努力もする。己のマイナスイメージも振り切ってはいる。

　けれど、不安がないと言えば噓うそになっていた。

「でも、だからこそ良い親で在ありたいと思ってるんです。あんな最低な人たちから産まれたからこそ、心を閉ざしてしまうほどの教育を受けてきたからこそ、僕は絶対にあの人たちのようになりたくない。ただ、それだけなんです」

　淡々と事実を告げる優斗にエリスはもう限界だった。どれほど辛つらい状況だったのかは想像も付かないが、こんなに純粋な芯を持っている優斗にエリスは涙が溢あふれてきた。

　少しでも擦れた人間になってれば、もっと楽だったろうに。

「……バカよ、貴方あなたは。不安なら私だろうとマルスだろうと相談しなさいよ」

「そう……ですよね。本当は、そうするべきだったんでしょうね」

　あまりにも否定出来ない事実だったので、情けないように頷うなずく優ゆう斗と。

　けれどエリスは彼の頭を柔らかく撫なでた。

「でもね、ユウト。だからこそ私は貴方がこれから安心出来るよう、この言葉を贈るわ」

　本当の強さを持っている彼に対して、伝えられることがある。

　エリスは抱きしめていた優斗の左肩に手を置き、真正面から見据えた。そして、

「ユウトのためにこれだけ泣ける私は、本当にユウトを大切に想ってるって実感したわよ」

　義息子と思いたい相手に優しく微笑ほほえみを浮かべるエリス。

　その表情からは大きな母性が溢あふれ出ていて、愛情が一重に優斗に向けられていて。

「……っ」

　それが優斗の心を揺さぶった。何な故ぜか目頭が熱くなって、顔を下に背ける。

　決めたことだった。自分が流す涙には何一つ価値がなかったと分かっていたから、不必要な涙は無意味でしかないと知っていたはずだった。

「……どうして……ですかね。自分でも覚えていないぐらい幼い時に、泣かないって決めていたんです。泣いても何も変わらないから、泣くことに意味はないって……」

　ずっとずっと、そう思って生きてきた。

　心を凍らせて、感情を止めて、自分が自分であるという意思を殺して、何も感じないようにして、ただ日々を生きるために必死になっていた。

「僕はもう……自分のことで流す涙はないと思っていたのに……」

　エリスの微笑みと温ぬくもりを感じてしまったら、込み上げてくるものが止まらなかった。

「あのね、ユウト。泣きたいなら泣けばいいのよ」

　エリスはもう一度、優斗を抱きしめると今度は彼の頭をあやすように撫でた。

　温もりを知らないというのなら、自分が与えようとエリスは誓う。

　親としての在あり方を知っているというだけであれば、自分が彼に実践しようと決める。

　そして彼の悲しみや苦しみを親が与えていたのであれば、

「私が受け止めるわ。ユウトの義母として、貴方の気持ちを全部ね」

「ありがとう……ございます」

「感謝なんて必要ないわ。私がそうしたいから、やっているだけのことよ」

　優斗の瞳から零こぼれる涙をエリスは受け止める。〝大人〟としてではなく〝義母〟として。

　マリカの父親になろうとしている優斗を見習って、自分も頑張って優斗の義母になる。

　これが優斗に対する自分の一歩だ。

「あなたはどうするのかしら？　私はもう、覚悟を決めて動いたわよ」

「私とて今日、ユウト君との関係をはっきりさせようと考えていたところだ」

　二人の行く末を見守っていたマルスは、優ゆう斗ととエリスが落ち着いたところで入れ替わるように近付いていく。そして真剣な表情で今日の出来事を語り始めた。

「会場で君は言ってくれたね。同じ燕えん尾び服ふくを着たことに、喜んでくれる人がいたと」

　何も否定することはない。マルスは心躍おどるようにパーティーを楽しんでいた。

「その通りだ。私はユウト君と同じ燕尾服でパーティーに参加できたことを喜び、また君が燕尾服を裂かれたことに心苦しく思ったことに対しても、喜んでしまったくらいだよ」

　自分のことを考え、動いてくれた。それは友人の父に向けてもらえるような気持ちではないし、マルスが優斗に関わっているからこその感情だろう。

「私の夢を叶かなえてくれた少年が、私のことを想って強い憤りを示してくれた。こんなことは同居人であっても後見人であっても、得ることの出来ない幸せだ」

　何と恵まれているのだろう、と。マルスはそう思った。

　優斗のことはとても気に入っている。マリカを育てる際に設定とはいえ、フィオナの婚約者にすることも夫にすることも何も問題ないと思うほどに好んでいる。

　だが今日の出来事は、マルスに一つの気持ちを自覚させるに至っていた。

「私はその時、自分の要求を知ったんだよ。ユウト君に義父と呼ばれたい、とね」

　設定でも後見人でも信用出来る大人でも何でもなく、本当の家族として。

　宮みや川がわ優斗を本当の意味で迎え入れたいと思った。

「私たちの望みは二人とも違たがわず、君の義父と義母になることだよ」

　もう曖あい昧まいさは必要ない。確固たる気持ちと想いをマルスとエリスは示した。

　だからあとは、一人の少年がどのように判断し踏み出すか。

　優斗はマルスの言葉を聞き終えると、大きく深呼吸をした。

「エリスさんとマルスさんの踏み出した一歩は凄すごいですね」

「そうかしら？　私とマルスはユウトにちゃんと踏み込もうって決めただけよ」

「それが凄いんです。僕を泣かせるんですから、相当なものですよ」

　涙を零こぼすとは思わなかったし、泣ける自分がいるとも考えていなかった。

「だとしたらユウトも、これで少しは踏み出す勇気が出たかしら？」

　今一度、エリスが尋ねると優斗は小さく頷うなずいた。

「言葉だけになってしまうかもしれません。ですが僕も一歩を踏み出そうと思います」

　自分を泣かせるぐらいに踏み込んできたエリス。そして自分のことを真しん摯しに考えてくれたマルスに優斗は応えたいと思う。今ならきっと、言える気がした。

「ありがとうございます。義と父うさん、義か母あさん」

　思っていた以上に素直に出た言葉に、マルスが本当に嬉うれしそうな表情を浮かべる。

　一方でエリスは喜びと共に安あん堵どの表情となった。

「本当によかったわ。これでタクヤさんに怒られないで済むもの」

「卓たく也やが話したとは聞きましたけど、あいつが怒るっていうのはどういうことですか？」

　エリスに卓也が怒る状況なんて、優ゆう斗とは想像が出来ない。

「不用意にユウトの心へ踏み込んだら、絶対に許さないって言われたわ。彼の家族に関わることだから、とても心配していたのよ」

　だけどエリスの覚悟を信じてくれた。親になってくれることを彼は喜んでくれた。

「本当に素晴らしい親友で……素晴らしい貴方あなたの兄弟だと私は思うわ」

「僕も同感です。卓也が義か母あさんを信じて、僕を想ってくれたことがよく分かります」

　優斗も同じことが出来るかは分からないが、いつか卓也にも似たようなことがあった時には、同じようなことをしてあげたいと心から思う。

「とりあえず卓也に何か恩返しするには、まずは怪け我がを治さないと駄目ですね」

　さらにはマリカを抱っこすることも出来ない。

　優斗が怪我をして、一番悔やむことがあるならばこれだ。

「しばらくはフィオナにも迷惑を掛けることになるだろうけど……」

「大丈夫です。存分に迷惑を掛けて下さい」

　むしろフィオナとしては守ってもらった分、やる気が漲みなぎっている。

　マリカも母親のやる気に気付いたのか、何な故ぜか彼女の腕の中ではしゃぎ出した。

「う～ん。まあ、自分で出来る範囲はやるから、そこまで頑張らなくていいよ」

「駄目です。下手に頑張ってしまっては怪我が悪化してしまいますから」

　彼ならば多少でも無理をすれば何でも出来てしまうだろうが、完治の時期が延びてしまうことも考えられる。なのでフィオナは変な気遣いをされないよう気を付けようと思う。

「でもね、フィオ──」

「──でも、なんて駄目ですよ」

　遠慮をとことん拒否すると、フィオナはゆっくりと優斗へ近付いていく。

　そして抱きかかえているマリカの手を握ると、娘と一緒に彼の胸元を優しく叩たたいた。

「頼って下さい。私たちは家族なんですから」

　迷惑だと考えてしまう必要はないし、迷惑だと思ってしまう必要もない。

　何よりフィオナと優斗の関係であれば、当然だということを知っておいて欲しい。

「あの……その、あとですね」

　だから彼女は少し顔を赤くすると、今度は先ほどより懸命に言葉を紡ぐ。

「わ、私は優斗さんの妻ですから、夫を支えるのは当然のことだと思います」

　言い終わった頃には、フィオナの顔が真っ赤になっていた。

　初めて見た彼女の完全な赤面は、まるで完熟したトマトのように本当に真っ赤で、普段は優斗も一緒に顔が赤くなりそうなのに今回だけは可お笑かしくなった。

「ゆ、優斗さん！　笑うのはさすがに酷ひどくありませんか!?」

「いや、ごめん。すごく嬉うれしくて、すごく可愛かわいくて、そしたら笑っちゃった」

　さっきまでシリアスなことをしていた反動だからだろうか。

　いつもは使えない『可愛い』という言葉も、するりと出てきた。

「ありがとう、フィオナ。困ったらちゃんとお願いさせて貰もらうね」






第七話






　一ひと悶もん着ちやくがあったパーティーの翌日。トラスティ邸の広間でのんびりしていた優ゆう斗とのところに、修しゆうとクリスが様子を窺うかがいに来ていた。

「何だ。普通に怪け我が人にんルックじゃん」

「昨日は大変でしたね。ですが思っていた以上に重傷ではないようで安心しました」

「そうだね。状況を鑑かんがみれば、上出来に終わったんじゃないかな」

　大きな怪我をしたのが自分だけだというのは、上等の範囲だと優斗は思う。

「自分は今朝、改めて事情と大筋は伺いました」

「今のところ、ラッセルってどうなってるの？」

「状況で言えば最悪なのではないでしょうか」

　これ以上はないくらいの悪い展開になっていると言っていいのだろうか。

「お金でどうこうなりそう、ってことはないのか？」

　ほんの僅わずかな可能性だとしても、そんな展開になるかもしれないとアリーが話していたのは修も覚えている。けれどクリスは首を横に振った。

「さすがにあのレベルまでやってしまっては、どう足あ搔がいたところで無理な話になっているそうです。王族に対する危険行為に公爵、龍りゆう神じんの両親に選ばれた二人と王国の勇者に対しての殺人未遂。一族どころか関係者もろとも投獄されても文句は言えません」

「うわ～、改めて罪状を並べると大変そう」

「国家転覆でも謀ったのではないか、と取り調べている人は勘繰っているそうです」

　確かにそうそうたる面子メンツを狙って殺害しようとしていた。

　隠している事情が多かったとはいえ、相手が悪かったとしか言いようがない。

「ラッセルに騙だまされてた暗殺者の三人はどうなんだ？」

　修が続けて訊きくと、クリスは少しばかり憐あわれみを持った表情になり、

「あちらも金で雇われていたとはいえ実行犯に間違いないのですが、虚偽を吹き込まれていたという憐れな点を考えれば一○年程度の投獄で済むのではないでしょうか」

　ある意味で被害者ではあるのだが、だからといって罪に問われないわけではない。

「ダイク＝ルスティ＝アルノーレについては何か分かった？」

「いえ、今のところ気になる点はありませんね。数代前に別の国からリライトへ移住し、成り上がって男爵の爵位を得た家の子……といった情報しかありません」

「なるほどね。じゃあ、クリスは〝堕神〟の欠片かけらって聞いたことはある？」

「いえ、自分はありませんが……」

　クリスの返答は半ば予想出来ていたので、優ゆう斗とも落胆することはない。

「フィオナも見たことがなかったし、クリスも名前を聞いたところで知らなかった。この世界に住んでいても知られていない存在なのに、僕は妙な因いん縁ねんでもあるのかね」

　漆黒のシルドラゴンに漆黒の巨人。すでに二度も出会っている。

「なあ、優斗。それって個別イベントのフラグが立ってんじゃね？」

　修しゆうが面白そうに言うが、優斗は辟へき易えきしたように首を振った。

「嫌なことを言わないでよ。正直、建物の中だと後手に回って戦い方も大幅に限られるんだから、二度と出会いたくないんだよ」

　倒すだけなら余裕だと答えられるが、状況を問わずに倒せるかと言われたら難しい。

　今のところ、優斗が倒せるような手段は神話魔法をぶっ放すだけなのだから。

「しかもややこしいのは、前に倒した漆黒のシルドラゴンもどきがダイクと関わりがないことなんだよ。せめて前のもダイクがやってくれてたら、僕も安心出来たのに」

「何でだ？　偶然、出会ったってだけじゃ駄目なのか？」

「漆黒のシルドラゴンもどきは、龍りゆう神じんの卵を狙っている様子を見せた。要するに神様繫つながりで、うちの娘を狙っているのかもしれないってこと」

　だから不安要素は残る。再びマリカが狙われる危険性も完全に消えるわけではない。

　するとクリスは顎に手を置き、考える仕草を取った。

「どちらにせよ、守衛は増やさなければならないでしょうね」

「それはマルスさんとエリスさんに頼もうと考えてる。龍神がいることを感付かれるのは良くないけど、それでも危険性に応じた対応はしないと──」

　と優斗が話している最中のことだった。離れた場所で三人の話し合いを微笑ほほえましく見ていたエリスが、突然立ち上がって優斗の脳天に拳骨を叩たたき込んだ。

「痛っ!?　えっ、ちょ、エリスさんどうしたんですか!?」

「あのね、ユウト。誰が『エリスさん』なのかしら？」

　にっこりと笑っているが、完全に怒っている。彼女の言葉で優斗も何を失敗したのかは分かったが、少しぐらい情状酌量の余地はあるのではないだろうか。

「……義か母あさん。うっかりしたミスぐらいは許してくれませんか？」

「嫌よ。私は貴方あなたの義母なんだから、いつだってちゃんと呼ばれたいもの」

　優斗の反論など軽く無視してエリスは窘たしなめる。

　修やクリスは目の前で繰り広げられた珍しい光景に、面白そうな表情を浮かべた。

「何か面白いことになってんじゃん。おばさん、優ゆう斗との親になってくれたのか？」

「ええ、私はユウトの義母になったの。というわけでユウトの家族のシュウさんのことも、これからはシュウ君って呼ぶからよろしく頼むわね」

　詳細を省いて結果で伝えるエリスだが、修しゆうがそのことを気にする様子はない。

　自分の家族に親が出来て良かった、と思うだけだ。

　というより優斗とエリスの変化より、自分の名称が変わったことを気に掛けた。

「おおっ。優斗を呼び捨てするだけじゃなくて、俺の呼び方も変わるのか？」

「だってユウトの兄弟ってことを考えたら、シュウ君なんて私の立場からすると甥おいっ子みたいなものよ。今までは遠慮していたけど、もう必要ないでしょう？」

　そもそもエリスは優斗と出会った時から、配慮はしても遠慮が見られない……と思っていたが、これでも遠慮はしていたようだ。だけど優斗との関係性が確定したことで、ややこしいことをするつもりは一切なくなったらしい。

「まあ、優斗の親ってことは俺たちにとっても叔お母ばさんみたいなもんか」

「そういうことよ。だから〝さん付け〟とか面倒になっちゃったのよ」

　優斗の家族である修たちを蔑ないがしろにするつもりなど、当然のことエリスには全くない。

　であれば今の関係に応じた態度に変わるのも当然だろう。

「さすがはエリス様、といったところでしょうか。普通の貴族であれば出来ないことであっても、容易たやすくやってしまうのは尊敬の限りです」

　クリスもくすくすと笑う。優斗が拳骨を食らって痛がっている姿を見るとは思わなかったし、後見でもない勇者の修を君付けで呼ぶとも思わなかった。

「自分の父も、まだまだイズミに対して出来ることはありそうですね」

「でもクリス君のところだって、イズミ君に実験用の部屋を提供したって聞いたわ」

「いえいえ。トラスティ家の皆さんがやったことに比べれば、まだまだレグル家は足りていません。だというのに、再び羨むようなことをやっているのですからね」

　感化されて関わりを深くしようと思ったのに、トラスティ家はさらに上を行っている。

　追い付くためにはまだまだ、やらなければいけないことが多い。

「とはいっても、うちは特殊よ？　フィオナの性格を良い方向に変えてくれて、マリカを育てるために引っ越してくれて、私や夫の夢を叶かなえてくれたからこその義息子だもの」

　本来であれば優斗たちの事情を考えれば、家族になるというのは難しい。

　特殊な状況だからこそ得ることが出来た関係だ。そこはクリスも当然のこと分かっているので、レグル家としては別方向で関わっていくつもりだ。

「実験のための道具を増やそうと画策する可能性は大いにあります。あとは一緒に食事をする機会ももっと増やしたいところではありますね」

　セリアールに召喚されて五ヶ月。学院にも通い、この世界に慣れてきたことだろう。

　その中でどのようなことをしたいか、また何かするために必要なものはどれか。

　今なら色々と聞いて、相談に乗ってあげることも出来るはずだ。

「どの家も考えることは同じなのよね。ココちゃんの母親のナナも、同じようなことを言ってたわよ。まあ、向こうはうちに近い方向で色々とやりたいみたい」

　エリスの友人でもあるココの母親も、卓たく也やと関係を強くしたいと考えているらしい。

　彼の服を選んだりすることを、一緒にやりたいとエリスは聞いている。

「卓也とココの関係がもともと兄妹きようだいみたいなものですからね。あれもまた不思議な関係ではありますけど、ココのご両親はどうしてうちと似たようなことをしたいんでしょうか？」

　優ゆう斗ととトラスティ家が特殊だというのは分かっているはずだ。

　だというのに、どうして似たようなことをやりたがっているのだろうか。

「ナナと一緒にお茶を飲んでいる時に、私がユウトの服を見繕ったとか色々と自慢しているからじゃないかしら。たぶん、私は満面の笑みでナナに話してるわよ」

「……なるほど。義か母あさんの自慢話に触発されてしまったんですね」

　そして卓也とココの関係を見れば、服を見繕うぐらいは出来ると思ったのだろう。

　フィグナ家も子供はココだけしかいないので、母親であるナナがエリスと同じように男の子の服を選んでみたかった、と考えるのも不思議じゃない。

　と、ここで修しゆうが今までの話を聞きながら自分の現状を見据えて言葉を挟んだ。

「良いか悪いか分からんけど俺は王様が後見だから、そういったことはなさそうだな」

　王様ということもあり、普通に考えるのであれば忙しいだろう。

　そして修も王様という立場を考えると、後見になってくれただけで感謝している。

　だが事情を知っているエリスからしてみれば、修がそのように考えるのはリライトという国を甘く見ていると言わざるを得なかった。

「シュウ君は何を言ってるのかしら？　我が王は貴方あなたの成績とか、ちゃんと把握してるわよ。だからあまりに暴れ回っていると、そろそろ説教でもあるんじゃない？」

「……えっ？　王様、俺の成績を知ってんのか？」

「あれほど異世界人を大切にしてる我が王が、後見という立場を得ただけで終わるわけがないでしょう？　時々は顔を出してあげないと落ち込むわよ、きっと」

　王様は他の後見となった家がどのような感じで、異世界人に対して動いているかも把握している。というかマルスに至っては今日、王様に対して盛大に自慢していることだろう。

「シュウ君が楽しそうに日々を過ごしているから何も言わないけど、本音は王城で一緒に食事もしたいだろうし、色々な話をシュウ君から聞きたいはずよ」

　勘違いしていることをエリスが伝えると、修は頭を搔かいた。

「うわ～、マジかよ。だったら何もなくたって王城に顔を出したほうがいいってことか？」

「きっと我が王も喜ばれるわ。だってシュウ君の後見人なんだから」

　面倒臭がることもないし、迷惑だと思うこともない。

　来てくれたことに対して嬉うれしそうに笑ってくれるだろう。

　修しゆうも納得したように頷うなずくが、優ゆう斗とは今までの会話を聞いて気に掛かったことがあった。

「そういえば他の国に召喚された異世界人も、やっぱり似たような扱いなんですか？」

　この世界には自分たち以外にも召喚された人たちはいる。

　自分たちは何一つ問題ない日々を送っているが、他の国でも同様なのだろうか。

「私は詳しく知ってるわけじゃないけど、リライトほどの好待遇はないはずよ」

　公爵以上の立場というのをエリスは聞いたことがない。

　しかしクリスは最近調べたことがあると言って、優斗の質問に答え始めた。

「基本的には侯爵ほどの扱いにするのが普通のようですね。ユウトたちほどの年齢であれば、やはり我が国と同じように学院へ通わせる場合もあるそうですよ」

　つまり同じように異世界召喚されたとしても、待遇には幾つかの違いがある。

「また異世界人を勇者として召喚している国はリライト、フィンド、クラインドール、タングスの四国になりますが、そのうち二名は周辺諸国を巡って問題解決に動いています」

　さらに勇者として召喚された者たちは、二人が優斗のイメージ通りに行動をしている。

「ですが皆、老齢の方々でしたので……。リライトも含めますと、三人が最近亡くなっており、新たな勇者が召喚されています」

　フィンドとクラインドールの勇者も最近、亡くなっている。

　なのでリライトと同様、再び召喚が行われていた。

「何かトラブルが起こったからこそ亡くなったのかな？」

　短い期間で三人も亡くなっているのなら、それも考えられる。

　けれどクリスは首を振って否定した。

「違いますよ、ユウト。他国なので正確な情報ではありませんが、老衰で亡くなったと聞いています。もちろん我が国の先代勇者も大往生でしたよ」

　そもそも戦闘やトラブルによって亡くなる異世界人は近年では本当に少ない。

　修のように国を守るため召喚されているとしても、何もフォローせずに死なせてしまうのは国としての矜きよう持じに関わるからだ。

「だけど義か母あさんの考えが当たっているとすると、この世界で召喚される異世界人っていうのは日本人だから他の国は大変そうな気がするね」

　エリスは以前、異世界人は全て同じ世界、同じ場所から来ていると推測していた。

　つまり彼女の考えに則のつとると、時間軸を無視していなければ現代の日本人が召喚される。

「どういうことですか？　異世界人には何か大きな問題があるのですか？」

　クリスが不思議そうに首を傾かしげる。

　優斗たちを知っている彼にとって、何が大変そうなのか想像が付かない。

「召喚される理由がリライトと同じ場合だと、大きな問題になるんだよ。僕たちがいた時代の異世界人は戦うことに慣れてない。平和主義者で戦闘なんてものは普通に生きている場合、絶対にやることがないからね」

　つまり召喚して、国を守ってくれと言ったところで普通は無理極まりない。

　まずは戦う練習をさせて、人間や魔物を傷付ける行為にも慣れて貰もらう必要がある。

「そうなのですね。ユウトやシュウが平然と戦うので知りませんでした」

「僕たちは例外に近い……というか例外でしかないから仕方ないよ」

　現代の、それも普通の日本人だと、この世界では色々と大変なことが多いと優ゆう斗とは思う。

　一方で修しゆうも先ほどのクリスの説明で気になったことがあった。

「あれ？　そういや周辺諸国を巡ってるってことは、リライトに来ることもあるのか？」

「いいえ。リライト以外の勇者を召喚する国は近くにはありません。例外的に周辺諸国ではなく各国を漫遊しているのなら、可能性は無きにしも非あらずではありますが」

　なのでリライトで他の勇者と会うことは難しい。すると修は残念そうに指を鳴らし、

「そりゃ残念だ。せっかく他の勇者に会えると思ったんだけどな」

　まあ、いずれ出会うこともあるだろうが残念ではある。

　けれどクリスは修が他の勇者に会いたいと考えていることを聞いて、

「異世界人ではない勇者で問題ないのなら、隣国のリステルにも勇者はいるのですよ」

　近くの国にも勇者と呼ばれている人がいることを教えた。

「おおっ！　異世界人じゃないってことは、ご当地勇者ってことだよな？」

　修の確認にクリスは頷うなずきを返して、隣国の勇者の名を口にする。

「イアン＝アイル＝リステル様。それがリステルの勇者の名前です」

「……あん？　リステルって国でリステルが名前に入ってるってことは……」

　アリーの名前はアリシア＝フォン＝リライトで、国の名前が入っている。

　それと同じなのだとすれば、

「シュウの考えている通り、リステル王国の第一王子が勇者になられています」

「へぇ～、王子様が勇者してるのか。どんな人なんだ？」

「自分は会ったことがありませんが、民に寄り添った思想を持つ素晴らしい方だと伺っていますよ。シュウと違って国内での人気は抜群のようです」

「なるほどな。俺と違って人気があるのか……って、俺はまだ正体明かしてないじゃん！」

「ええ、もちろん冗談です」

　修のツッコミにクリスはもちろんのこと、優斗やエリスも笑みを浮かべる。

「だけどクリス君が言ったように、人気があるのは本当なのよ。しかもイアン様だけではなくて、他の王子や王女も慈善活動をたくさんやっているから王族自体の人気が高いわ」

　王族が慈善活動を重視するのは当然とも言えるが、それでもリステルは群を抜いて動いているからこそ国民の支持も厚い。

「ただ、一人だけ〝激烈王女〟って呼ばれてる面白い王女様がいるけどね」

　話が大分逸それてしまった話題だが、それでも気を引くには十分すぎるネーミングだ。

　優ゆう斗ととて人気が抜群の王族の中に、そんな王女がいれば気になって仕方がない。

「何をどうやったら激烈王女なんて呼ばれるんですかね。気性が荒いんですか？」

「婚約者候補とか盛大に罵ののしったり足あし蹴げにしたりしてるから、らしいわ」

　勇ましい王女様よね、とエリスはころころと笑う。

「なんつーかアリーとはタイプが全然、違うな。うちのも王女っぽいかって言われたら見た目と中身のイメージが違うから、首を捻ひねることにはなるけどよ」

「そうだね。昨日、ラッセルに堂々と処刑宣告をかましてる姿は、王女どころか女王の風格だったし。むしろ冷静に言ってのけてたから余計に怖さがある」

　だから優斗としては自分の考えが間違っていないことを余計に確信した。

　アリーは絶対に王としての教育が終わっている……どころか、女王になっても問題ないと断言出来るほどに器が出来上がっている。

　明日から女王になれと言われたところで、問題なく公務をこなすだろう。

「まあ、あいつも優斗に似てるから処刑宣告も怖く感じたりはしなかったけどな」

　相づちを打つように何となく発言した修しゆうだったが、優斗は目を丸くしてしまう。

「……はっ？　僕とアリーが似てるってどういうこと？」

　それはクリスもエリスも同じように疑問となったことだ。

「アリーさんとユウトが似ている、ですか？　自分には分かりませんね」

「ユウトとアリシア様が……ねぇ。一体どこが似てるのか気になるわ」

　だけど信じない、というわけではない。

　修がどのように感じた結果、二人が似ていると思ったのか興味津々で尋ねている。

「だってやってることも思考回路も一緒だから、昨日みたいなこと出来たんだろ？」

　修は自分の目を指差す。昨夜、優斗とアリーは僅わずかな視線の動きだけで何を言うか、どのように行動するかをお互いに把握していた。

「俺や卓たく也や、和泉いずみは付き合いが長いから視線だけで察することは出来るけど、出会って数ヶ月のアリーとも出来たってことは、お前らの考えって近いんじゃねーの？」

　少なくともフィオナやココが視線と僅かなジェスチャーで修に意思疎通を図ったとしても、理解出来る気は全くしない。

「それに冷静な感じで相手を淡々と追い詰めるようなことを言うのもそっくりだろ」

　あの瞬間だけ、優斗が二人いるように修は思えた。

「あとは……何だろうな？　何つーか雰囲気っていうか、明確にどこがっていうのは言えないんだけど、『本当の優斗』を知った時と昨日のアリーは同じだったんだ」

　後はあくまで修しゆうの感覚の問題だ。同じ存在感を放っている、とでも言えばいいだろうか。

　三年前に修が本当の宮みや川がわ優ゆう斗とを知った時と、同じ感覚をアリーからも感じていた。

「修がアリーに僕と同じ感覚を持った……ってことは……」

　優斗が考え込もうとすると、そこでクリスが口を挟んで質問をする。

「すみません。お二人は分かっている内容だと思うのですが、自分とエリス様は完全に理解していないので説明をいただけると助かるのですが」

「ん？　ああ、ごめんごめん。じゃあ、ささっと修が言ったことを説明しちゃうね」

　別に隠し立てするようなことでもない。なのですぐに解説を始める。

「僕たちは和泉いずみのおかげで出会ったのはクリスも知ってると思うけど、出会ったばかりの僕は実力やら何やらを抑えてたんだ。あまりにも人並み外れてたのは理解してたからね」

　さすがに同年代と比べて異常だというのは、本人も把握していた。

「だけど修にバレたんだよ。それがこいつの言ってる『本当の優斗』ってわけ」

　いつかは話そうと思っていたが、それでもすぐに気付かれてしまった。

　無論、優斗が失敗したわけではなく、修の洞察力が凄すさまじいというだけだ。

「で、その時に俺は『優斗だけは俺を一人にしない』って思ったんだ」

　要するに運命的なものを修は感じた、ということだ。

　自分と並び立ってくれるだけの何かを持っている、と。

「だから修が僕と同じようにアリーへ感じるものがあるのだとしたら、彼女は修と並び立つことの出来る〝何か〟を持ってるってことなんだよ」

　それがしっかりと判明していればいいのだが、あくまで修の感覚的なものだ。

　本人が分からないと言っている以上、優斗たちに答えは出せない。

　するとクリスがちょいちょい、と優斗のことを呼んだ。

　何事かと思って優斗が近付くと、クリスは内緒話をするように声を潜め、

「もしや修は無意識の中でアリーさんに惚ほれたのでは？」

「……ラッセルの処刑宣言してるところに惚れる男はいないんじゃない？」

　むしろ惚れたら特殊すぎるし、修のことが余計に理解不能になってしまう。

「ですが何かしら感じるところがあるのであれば、可能性は否定出来ないかと」

　嫌な疑惑が修に生まれてしまうが、それは優斗も同じことだ。

「……それは僕に対しても怪しい感じになるから、惚れたっていう案はなしで」

　優斗と同じ感覚だったと言っているので、それが惚れたになると危ない。

「だけど、まあ……何かしらの運命は感じたってことじゃないかな？」

　何なのか分からないとしても、良い方向に向かったのではないだろうか。

「そもそもアリーが少しくらい報われて欲しいから、意識する切っ掛けになってくれないかなって個人的には思うんだよね。じゃないと可哀かわい想そうになってくる」

　一ひと目め惚ぼれした相手が、何も反応を見せないのは優ゆう斗ととしても本当に辛つらい。

「そうですね。何でもいいので、近付いていくような理由になればいいのですが……」

　内緒話をしながら二人は修しゆうを見るが、肝心の本人はひそひそと話している優斗たちの様子を訝いぶかしげに見ているだけで、会話の内容に察しは付いてないのだろう。

「……やっぱり厳しい気がしてきました。自分たちの年代で今のような会話があれば、大体は想像出来ると思うのですが……」

「そこは諦めよう。あいつに恋バナとか向いてないから」

　なので無意識に行動してくれることを祈るしかない。

「お～い、そろそろ内緒話は終わるか？　っていうか何を話してんだ？」

　手持ちぶさたになった修が声を掛けると、優斗とクリスは苦笑いを浮かべる。

「アリーについてちょっと話しただけ。まあ、修が気にすることじゃないって」

「ふ～ん。まあ、優斗がそう言うなら気にしないけどよ」

　と、ここで修は広間を見回してから優斗に確認を取った。

「そういやマリカの姿が見えないけど、どこに行ってんだ？」

　普段は広間にいることが多いが、今日はいない。

　すると優斗はドアを指差して、

「フィオナと一緒に部屋にいるよ。ついでにアリーとココが来てるから、何かしら余計なことを吹き込んでるんじゃないか不安なんだよね」




　そして優斗が言った通り、フィオナの部屋に女性陣が集合していた。

「ユウトさんも左手一本では、やはり大変ですわ」

「そうです、そうです。やっぱり片方の腕が使えないのは大変です」

　テーブルにアリーとココが顔を寄せ合って、何か変な会議をしていた。

　フィオナはマリカを膝の上に乗せて構いながら、二人の話を聞いている。

「ここはやはりフィオナさんが妻として支えてあげるべきですわ」

　普通に夫婦設定を受け入れている二人。しかも互いが互いを憎からず想っているのは傍はたから見ていても分かる。そこがまたアリーとココの乙女心に触れるのだろうか。

　恋愛小説みたいで面白い、と。一応は婚約者というパターンも二人の設定ではあるのだが、フィオナの考えも相あい俟まって彼女たちの中では基本的に無視されている。

「昨日、私を頼って下さるようには伝えましたが」

　問題ないとフィオナは思うのだが、アリーは首を振って力説した。

「甘いですわ。ユウトさんは無意識に無理をされる殿方です。事前に無理しそうなことを察知してフォローするのが、妻としての役目でしょう」

　自信満々に、王女の威厳すら感じさせるカリスマを全力で発揮しながらアリーが宣のたまう。

　するとフィオナも、何となく彼女の提案が正しいような気がしてきた。

「……かもしれません。自分の身体からだに無む頓とん着ちやくな気がしますから」

　優ゆう斗とは誰かを守ろうとする時、平然と自分の身体を盾にして犠牲する人間だ。

　自分のことであれば、意外と無理は利くと思っているはず。

「妻として夫を支える。これが家庭円満の秘ひ訣けつですわ」

「そうです！　マリちゃんもパパとママが仲良しのほうが嬉うれしいですよね？」

「あいっ！」

　ココも話に乗ると、マリカに話し掛けて一緒にフィオナを囃はやし立てる。

「わ、分かりました。私、優斗さんが無理しないように支えてみせます」

　すると彼女たちがノリノリなので、フィオナもしっかりと気合いを入れた。

　おそらく、これほど無駄に使われた王族のカリスマは、未いまだかつてなかっただろう。




　そして女性陣が広間に向かって優斗たちと合流すると、外で昼食を取ることになった。

「修しゆう、ちょっとトイレに行ってくるから適当に頼んどいてね」

　席について早々、優斗がトイレに向かった。

　修が怪け我が人にんに食べやすいやつは何だろうか、と悩んでいるところでココに捕まる。

「おっ、どうした。ココが優斗の分も選ぶのか？」

「そうじゃなくて、ちょっと協力して下さい」

　修の耳に手を当てて、ごにょごにょと喋しやべる。

「ふむふむ……オッケー。面白そうだから乗ってやるよ」

　修はグーサインをココに出して、自分の分とココの依頼に応じた優斗の分を頼んだ。

　少しして戻ってきた彼は、修へ確認をする。

「僕の分はもう頼んでくれた？」

「もちろん。お前でも問題ないやつを頼んでやったからよ」

　優斗が席について雑談に加わっていると、一○分ほどして料理が出てきた。

　それぞれが違う料理を頼んだので、多種多様な皿が運ばれてくるが、

「御膳定食のお客さんは？」

「あっ、それはこっちだ。こいつの前に置いてやってくれ」

　修が優斗を示す。この店で一番高い定食がやって来て、優斗は感嘆の声を上げた。

「うわ～、なんか豪勢なのが出てきたけど……怪我を治すには確かに栄養が必要だよね」

　同時、アリーがフィオナに意味ありげな合図を送りながらマリカを預かった。

　最近、王女様は変な感じに修の影響を受けているような気がしてならない。

　言葉のチョイスだったり今みたいなことだったりと、良い意味なのか悪い意味なのかは難しいところだが、どちらにしても王族っぽくはなくなってきている。

「……っ」

　フィオナも合図に対し、無言でアリーたちに頷うなずいた。優ゆう斗との料理は箸を使う。右利きである彼が食事をするのも大変だろうから、フィオナは一度深呼吸をして切り出す。

「あ、あの、優斗さん」

　よろしければ、食べるのを手伝いましょうか……と、彼女は言おうとした。

　だが隣に座っている怪け我が人にんの行動をよくよく見れば、

「フィオナ、どうしたの？」

　左手で器用に箸を使ってオカズを口にしている優斗がいる。

「い、いえ、その……左手でお箸を使うの上手ですね」

「前にこいつらと『利き腕と逆の手で何個の豆を隣の皿に移せるか』っていう勝負をしてさ。修しゆうに負けたのが悔しくて、必死に精進したんだよね。おかげで左手でも問題なく箸を使えるようになったんだよ」

　相変わらずというか、こんな無駄なことでさえ努力をしているとは思わなかった。

　フィオナは優斗の役に立てなかったことにしゅん、とするしアリーとココは修をブスッとした視線で睨にらむ。しかし優斗は食事を取るのに集中しているし、修は視線に気付かない。

　クリスだけは不満げな女性陣に気付いて、可お笑かしな食事風景になっていると苦笑いした。




　その後も色々なところへ行っては遊んでいたのだが、優斗も無駄すぎるくらいに能力が高いのでフィオナの手を煩わせることはなかった。

　無理をするのではないかと思ったところで、優斗は器用にこなしてしまう。

　どこか行く度にフィオナのテンションが少しずつ落ちていき、解散となった頃には、

「…………」

　彼女は驚くくらいローテンションになっていた。

「あ、あの、フィオナ？」

　自宅までの帰り道。どうして彼女のテンションが低いのか優斗には分からない。

　だが、今のフィオナだとマリカもそろそろ怯おびえそうなので打開を試みる。

「えっと、その……体調でも悪い？」

　とりあえず基本的なところから確認をしてみるが、フィオナはゆるゆると首を振る。

「……いえ。体調は問題ありません」

「だとしたら、今日は楽しくなかった？」

「……いえ、楽しかったです」

　とフィオナは言うものの、優斗は一切合切信じることが出来ない。

　──こ、言葉と口調が合ってない。

　本当に落ち込んでいる。今まで見たことがないほどにしょんぼりとしている。

　優ゆう斗とは今日の出来事で、何か原因がないか思考をフル回転させた。

　──まず家を出る時までは普通だったね。

　いつも通りのフィオナで、特に変わったところは見られなかった。

　そのまま昼食を外で食べたけれど、その時もまだ普通だった。

　──次に行ったのは商店街だったね。

　あれこれと見て回り、優斗も私服を選んで楽しんだりした。

　フィオナが常に傍そばにいてくれたので、気楽に見て回れたのを覚えている。

　──で、その後はバイキング形式のカフェに行った。

　ケーキやらスイーツが多かったので、優斗もちょっとずつ色々なものを取ってマリカに食べさせたりもした。味もなかなかで満足だったのだが、

　──そこら辺からフィオナのテンションが下がってきたんだよね。

　優斗が特に何か迷惑を掛けたわけではない。むしろ片手で十分、こなせる範囲だったからこそフィオナの手を煩わせたことはなかった。

　かといって今日行った場所で問題が起こったわけでもない。

　マリカとて今日も元気に素直で、相変わらず素直な愛娘っぷりだった。

　──何だ？　というか全然、原因が思い付かないし分からない。

　これではもう埒らちが明かないと思い、優斗は直球で尋ねる。

「何が原因で落ち込んでるの？」

　真しん摯しに話し掛けるとフィオナは俯うつむいていた顔を上げて、ちらりと視線を隣に向けた。

「昨日、言いました。優斗さんを支えると」

「うん。すごくありがたいと思ってるけど……やっぱり迷惑だった？」

「違います。優斗さんは一人で何でも出来るから……」

　話しながら、さらにしょんぼりとしていくフィオナ。

　とはいえ優斗には彼女のテンションが下がっていく理由が未いまだ分からない。

「……はい？　今のは一体、どういう意味……なのかな？」

　フィオナに対して、優斗は全く以もつて要領を得ない。けれど彼女の独白は続く。

「お昼の時も食べさせてあげようと思ったのですが、難なくこなしてしまいますし」

「それは、まあ……無理なく出来ることだったからね」

「遊んでいた時もです。何でもかんでも一人で出来てしまいますし、私なんて必要ないんじゃないかと思ってしまって」

　そしてまた、フィオナは下を見て俯く。

　優斗はとりあえず、彼女の話した内容を頭の中で纏まとめてみた。

　──えっと、つまりフィオナは……あれなのかな。

　自分の役に立つことが出来なかったから、テンションが下がっている。

　──僕のせいで落ち込んでるのか？

　予想外の理由だったとはいえ、彼女が落ち込んでいるのはどうにかしたい。

　──でも、どうやって喜ばせる？

　おそらく優ゆう斗との役に立ってこそフィオナは喜ぶ。テンションも上がる。

　けれども帰っている途中で手助けを必要とする動きなんてしない。

　ということはつまり、無理やり彼女の手を借りようとしなければならない。

　しかし、だ。現在していることといえば、

　──歩く……だけだし。

　ビックリするぐらいに不可能な気がしてきた。

　どうやって彼女の手助けを必要とすればいいのか皆目見当が付かない。

「……ん？」

　と、ここで優斗たちは親子連れとすれ違った。

　マリカよりも少し大きいくらいの子供が、転ばないように母親と手を繫つないでいる。

　──転ばないように？

　ふと、気付く。自分が今の状態で転んだら不ま味ずい。下手な場所を打ち付けてしまうと、怪け我がが悪化する恐れがある。現在の行動の中で最大のリスクと言えばそれだ。

　──じゃあ、それを回避するにあたって一番最適な行動というと……。

　優斗はやろうとしていることを考えて、顔が赤くなった。が、今の自分にはこれぐらいしか思い付かない。家に着くまで時間の問題もある。

　──やるしかない……のかな。

　そろそろマリカが母親の状況に気付いて、泣きそうになるかもしれない。

　これが最後のチャンスだと自分を叱しつ咤たし、怖おじ気け付きそうな内心に気合と根性を入れると、思い付いたことを声にした。

「あのさ、フィオナ。ちょっといいかな」

「……はい？」

「じ、実はね。遊んでたからだろうけど、少し疲れちゃったんだよね」

「……はい」

「それで左右のバランスが違うからなのか、さっきから躓つまずいて転びそうになってるんだよ」

　まだ優斗の真意は伝わらないのか、フィオナは未いまだしょんぼりとしている。

「実際に倒れたら怪我も悪化するだろうし、最悪の事態が起こる前に誰かが支えてくれると僕的には何ていうか、その……助かるんだけど」

「……はい」

　フィオナが先ほどからオウム返しのように頷うなずく。

　けれど頷いた後でようやく認識したのか、弾はじけるような勢いで優斗を見た。

「ゆ、優ゆう斗とさん！　今、なんて仰おつしやいました!?」

　自分の聞いたことが間違いないのか、フィオナが確認する。

「だから誰かが支えてくれると、えっと……助かるなと思って」

　恥ずかしくて左手で頰を搔かく。けれど優斗の様子なんていざ知らず、フィオナはマリカを抱え直すと、嬉うれしさのあまり彼の左手を奪うように取って自らの右腕を絡ませた。

「えっ!?　ちょ、フィオナ!?」

　想定外の事態に優斗が大いに焦ることとなった。

　自分が提示したのは、あくまで手を繫つなぐことであって腕を組むまでは想定していない。

　だがフィオナから言わせてみれば、優斗をしっかりと支えるためには密着したほうがいいし、マリカも喜ぶだろうという考えで腕を組んだ。

　しかも落ち込んでいたからなのか、先ほどとは真逆のハイテンションが腕を組むことを躊躇ためらわせなかった。少なくとも僅わずかな間は照れずにいられるだろう。

「これで優斗さんが倒れそうになっても心配はいりません」

　フィオナが自信満々に宣言する。

　一方の優斗としては左腕に柔らかいものやら何やらで気が気でないのだが、

「まーちゃん、ママはしっかりとパパのお役に立てましたよ」

「あいっ。まんま、ぱ～ぱ、なかおし」












「そうですよ。ママとパパはとっても仲良しですからね」

　ニコニコと、眩まぶしいばかりの笑顔になる彼女の前では何一つ言えない。

　もちろん三、四○秒もすれば自分がやっていることに気付いて顔を真っ赤にさせたのだけれど、彼女は赤面しながらも組んだ腕を解くことは決してせずに家まで帰ったのだった。






エピローグ






　感情を止めて、心を凍らせていた日々からは考えられなかった。

　家族が出来ることも、楽しく過ごすことも……泣くことも。

　優ゆう斗とにとって家族とは修しゆうと卓たく也や、和泉いずみのことだ。

　他に誰かが必要だと思うことはないし、必要だと考えたことすらなかった。

　そもそも自分たちのような歪いびつな人間を、望んで家族にしたい普通の人が存在するなんてあり得ないと最初から切り捨てて考えていた……のだけれど。

　この世界は考えていた以上に優しい世界で、優斗は初めて信じられる大人に出会えた。

　しかもその人たちが自分の親になりたいと言ってくれて、本当になってくれた。

　もう一つの家族ができたことに、優斗は自分自身で驚いてしまう。

　とはいえ普通の家族を知らない自分が、ここにいていいのだろうかと考える時もあるけれど。そういうことを言えば、義父も義母も本気で怒るだろう。

　悩むことすら許さないとばかりにマルスとエリスは機嫌を悪くするはずだ。

　今はもう、それに疑問を浮かべることもなく理解出来る。

　何な故ぜなら優斗が思わず泣いてしまうほど、二人が真しん摯しに想ってくれているからだ。

　泣くことに意味はないと、泣いたところで仕方ない、と生きるために涙は不必要だと思っていた優斗が、心を揺さぶられた。

　心からの言葉を届けて、懸命に優斗の心へ踏み込んでくれた。

　誰でもいいわけではなくて、たった一人──義息子だと思いたい自分のためだけに。

　だからこそ零こぼれた涙に意味がなくとも、仕方ないとも優斗が思うことはない。

　そして二人の好意に甘えて、素直に知っていこうと思う。

　今はまだ、戸惑うことも実感していないことも多いだろう。

　けれど普通の家族というものを少しずつ知って、普通の親というものをゆっくりと体感して、それを娘に少しでも伝えられたらいいな、と。

　不安を感じず自信を持って育てていると、言い張れる日が来ればいいと優斗は思う。

　もちろんそれは、自分一人だけが頑張って言い張る……というわけではなくて。

　特別だと思っている少女と一緒にやっていくからこそ。

　フィオナと一緒にマリカを育てていくからこそ思っていきたい。






あとがき






　この度は本作二巻を手にとっていただき、まことにありがとうございます。

　無事に二巻を書き切ることが出来てほっとしたと同時に、執筆することが出来たのも皆様のおかげだということをしみじみと実感しました。

　さて、二巻ですが、ｗｅｂ版を読んでいただいた方は気付かれていると思いますが、一巻と同様に今回も加筆が大量にあります。

　文字としては倍以上に増えていて、当然のこと新たなエピソードも加えています。

　とはいえ文章から何からほとんど全てを修正しましたので、感覚的には本を一冊書いたような気分でした。

　私としましては一巻と同様、足りていなかった部分やあっさりと進んでしまった部分を、ｗｅｂ版より少しでも深い形でお届け出来ていれば幸さいわいです。

　また二巻のクライマックスを考えながら、重視しなければならない話が『家族』と『親』であることを考えての加筆となりましたが、レーベル的な雰囲気からさらに掛け離れてしまったので一巻を出した時以上にひやひやしています。まあ、そもそも一人の男の子に対して一人のヒロインがいる、といった形式で書いてますので、今更すぎるとは思いますが。




　ということで少しずつ風呂敷が広がり始めた本作ですが、ｗｅｂ版とは若干の違いがあって、それが初めて本作を読んで下さった方に対しては面白く、ｗｅｂ版を読んで下さっている方には「なるほど」と思っていただけると嬉うれしいです。

　というよりは最初のほうは本当に足りない部分ばかりだったな、と改めて自分自身が思い知ることになって、意外とヘコみながらの執筆作業になりました。

　仕事についても小説についてもそうですが、過去にやったことと再び向き合うのは意外と労力が必要で、かなり恥ずかしいです。

　ですが過去に自分がやってきたからこそ、このような形であとがきを書くことが出来ているので、そこを考えれば無駄じゃなかったんだな、と考えるようにしようと思います。




　そして今回もではありますが、本作を編集して一冊の本にして下さった皆々様。

　二巻にして登場人物が一○人を超えてしまったのにもかかわらず、新しくキャラクターを描いて下さったｈａｔｓｕｋｏ様。

　そして一巻と同じように二巻も手にとって下さった読者の皆様。

　この作品に関わっていただき、本当にありがとうございました。


二○一七年　八月　　　　　　結城ヒロ
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